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■第一章　史上最凶の嫁ぽんこつ







「ゆうくん、ようやく会えたね。あなたの妻、そら、ただいま戻りました！」

　目の前にいる麦わら帽子を持った白いワンピースの少女が、嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「…………!?」

　突然そう言われ、事態が把握出来ずにオレは思わず目の前にいる誰だれかを見つめる。

　――高校二年の夏休み、オレこと倉くら田た優ゆう樹きは、無人島に遭難してしまった。

　どうにか五体満足で救助され、新学期が始まる前日に地元へ戻ってくると、家の前に二人の女性が立っていた。

　一人はオレの母親――倉くら田た静鶴しづるだ。

　肩に触れる長さのセミロングを風に揺らす。大きな胸を強調するような白のワンピースはふわふわしてる。年より若く見える童顔で微笑みを浮かべていた。

　もう一人は自分と同世代っぽい少女だ。

　彼女はオレの妻だと名乗ったが、まったく身に覚えがない。

「えっと、つま……？　それって日向ひゆうが式しき内うち四座の一社で、宮崎県にある由緒ある……」

「それは『つま神社』だよ！」

「よく分かったな。けど、妻って……そりゃ二次元には何人かいるけど……」

　彼女はどう見ても三次元の住人だ。

　それに本当に彼女には見覚えがなかった。しかし、少女はまるで運命の悪戯いたずらで引き裂かれた恋人に再び巡めぐり逢あったような瞳ひとみで迫ってくる。

「ゆうくん……ずっと、ずっと会いたかったよ。ゆうくんと離ればなれになって一日千秋の思いだったよ。でも、こうして再び会うことができた……本当にずっと、ずっと会いたかったの[image: ][image: ][image: ][image: ]って、きゃんっ、なんで避けるの!?」

「…………いや、なんとなく。というか、なんで何にもないところで転んでるんだ!?」

　突然だきついて来たのを避けたら、少女はつまずく物もないのに勝手に転んだ。

　地面に顔をぶつけて、むぎゅ～とか呟つぶやいている。

「だって……そら、いっつも走ったらバランスを崩しちゃうんだよぉ」

　少女は立ち上がり恥ずかしそうに身をよじると、その大きな胸がぽよん！　と揺れる。

　バランスが悪いのは明らかにその大きさのせいだろう。

　いや、大きいなんて形容詞では足りない。足りなすぎる。

　小さ夜よちゃんも年の割には大きいと思っていたが、それよりも圧倒的に大きい。メロンとスイカ並みに違う。

　少し体を動かしただけで、ぷるんと美お味いしそうに揺れる二つの果実。












　それもただ揺れるのではなく、おっぱいとおっぱいがぶつかって縦横に複雑に揺れるため、その一つ一つの動きが男心を果てしなく刺激する。

　先端はかすかに上を向き、まるでいますぐに食べて、と訴えかけているようにも見える。

（こ、このたわわに実った果実が、オレのもの!?　いや、しかし、こんなおっぱいの持ち主には覚えが……）

　アゴに手を当て考えこみながら、あらためて『そら』と名乗る少女を観察する。

　年齢は同い年ぐらいで、つばの広い麦わら帽子を被かぶっている。

　やや垂れ目がちだが、大きく宝石のように輝く瞳ひとみ。浮かべている表情は優しげで、ワンピースから伸びる手足は、透き通るほど白い。アゴ先まで伸びたややクセっ毛の髪とリボンが風に揺れる。

　だが彼女の容姿で一番目を引くのは、文句なしでその大きな胸だろう。

　まさに彼女はおっぱい社交界におっぱいレボリューションを巻き起こすザ・キングオブおっぱいな逸材だ。

「…………はっ!?」

　見知らぬ少女『そら』の胸を凝視していると、周囲に殺気が満ちているのに気付く。

　慌てて周りにいる婚約者たちとメイド、新たにできた妹みたいな少女に彼女との関係を否定する。

「みんな、落ち着いて聞いてくれ！　オレはこの子に会ったのは今日が初めてだ。だから、彼女が妻だなんてデタラメか、冗談だ！　もちろんみんなは、信じてくれるよな？」

「「「「…………」」」」

　ダメだ。

　殺気はまったく衰えない。

　ほほを冷たい汗が流れる。

　味方を増やすべくまず最初に一番近くにいた婚約者の一人、犬いぬ神がみ一族の戌いぬ威い小さ夜よちゃんに話しかけた。

　彼女は夏用の薄い生地で作られた着物に袖そでを通している。

　柄は淡いクリーム地に、ピンクと紅のコスモスが散りばめられていた。

　腰まで流れた黒髪。血色のいい桃色のほほに紅色の唇。

　本当に惚ほれ惚ぼれするほど清せい楚そな美少女だ。

　さらに性格も素晴らしい。

　誰だれにでも優しく、謙虚で、一歩引いて相手を立てることができる年上のオレより大人おとなっぽい女の子だ。しかも炊事洗濯が得意で、とくに和食料理はプロ顔負けの腕前だ。

　そんな絶滅危き惧ぐ種の大和撫子なでしこな彼女なら、きっと味方になってくれるはずだ。

「小夜ちゃん！　小夜ちゃんなら信じてくれるよね？　オレは嘘うそなんてついていないって、無実だって！」

「もちろんですよ、だって私は優兄さんに屋おく烏うの愛を捧ささげている婚約者ですから」

「さすが、小さ夜よちゃん！　やっぱりオレをちゃんと理解してくれているのは、小夜ちゃんしかいないよ！」

「で、今度はどこでひっかけてらっしゃったんですか？」

「…………………………………………………………………………へぇ？」

「大丈夫ですよ、分かってますよ。だって、私は優兄さんの婚約者。優兄さんが年上のお姉さん好きで、少々浮気癖ぐせがあることもちゃ[image: ][image: ][image: ]んと理解しています。だから、素直に話してくださったら、一晩中『小夜ちゃん愛してる』とノートに書き取りするだけで許してさしあげますよ」

　彼女は誰だれもが見み惚ほれするほどの笑顔を浮かべていたが、その目は絶対零度に凍りついていた。

「ひぃ、ひぃいいぃいぃ！」

　情けなく悲鳴をあげながら後ずさる。

　だが足がもつれ無ぶ様ざまに尻しり餅もちをついてしまった。

　背中に因幡いなば一族の兎うさ月つきありすの足があたった。

「なんで慌てているのかしら、ユウキは」

「あ、ありす!?」

　彼女は妖あやかしと人間のハーフで、ある事件を起こし現在はその罪を償うためオレの個人的なメイドとして側にいる。

　現在はメイド服ではなく、私服を着ていた。

　ふわふわとしたミニスカートにタンクトップを一枚上から着ている格好だ。緩いウェーブのかかった長い髪、すらりと伸びた白い足。ほっそりした腕を組んで見下ろしている。

　そんな彼女の足にすがりつき、ほほを擦すりつける。

「あ、ありす！　同じ趣味を持つありすなら、信じてくれるだろ？　妻なんて知らないんだ！　だってオレまだ十七歳で結婚できる歳じゃないし！」

「もちろんよ、ユウキ。だってワタシは、ユウキが大好きだもの」

「おお！　さすがありす！　前から常々ありすだけは絶対に裏切らない味方だと――」

「それと同じぐらい愛め衣いちゃんや小夜ちゃん、久遠くおんも好きよ。だから、彼女たちがユウキと一緒にいるのはいいのよ。でも、だからと言って浮気を許したわけじゃないのよ？」

「あ、ありすはん？」

「予想以上に面白くないモノね、好意を寄せている男の浮気現場を目撃するって。そうね、例えるなら……好きなヒロインに男性との交際歴があった気分ね。マンガ好きなユウキなら、この感情分かるでしょ？」

「ぎゃ、ぎゃぁぁぁぁッ！！！」

　悲鳴をあげ、地面に手を付きありすから逃げ出す。

　逃げた先に立っていた狐きつね火び久遠くおんと目が合う。

　彼女は無人島で着ていた白のワンピース姿だった。

　焼き菓子みたいなキレイな焦げ茶色の髪を、左右ふたつに分けている。肌は白桃のように白く艶あでやかで、まるで人形みたいに可愛かわいらしい少女だ。

　オレは彼女の手を取り、ほおずりする。

「くーたん！　くーたん！　くーたん、たん！　無人島で一緒に苦楽を共にし、嵐あらしのなか遭難して冷たい雨と夜を凌しのぎ生き残った！　そんな戦友と呼んで差し支えないくーたんしか、オレには味方がいないんだね！」

「……触らないでください、キモチワルイ」

「うぼぉッ！」

　彼女は軽けい蔑べつしきった半眼で、手を振り払う。

　その拍子にほほをぶたれ、情けなく地面に倒れる。

　ぶたれたほほを押さえながら顔をあげると、もう一人の婚約者で幼なじみの猫ねこ又また一族の猫ねこ柳やなぎ愛め衣いが立っていた。

　愛衣はハチミツ色の髪をツインテールに結び、首には鈴付きチョーカーをつけている。

　目つきは鋭いが、職人が丹誠こめて造りあげた一級の芸術作品のように美しい少女だ。

　真っ白な生足を惜しげもなくさらすデニムのショートパンツに、Ｔシャツの上にベストを羽織っただけのラフな格好だった。

　そんな彼女の折れそうなほど細い腰に抱きつき、ほおずりして訴える。

「愛衣！　付き合いの長い幼なじみの愛衣なら、オレが嘘うそを付いていないって分かるだろ!?」

「ええ、もちろん。分かるわよ。長い付き合いの幼なじみだもの、優ゆう樹きが嘘をついていないって分かるわよ」

「だろ!?　ほれみたことか！　なのに小さ夜よちゃんやありす、久遠は全然信じてくれずに脅したり、虐いじめたりしてくるんだよ[image: ][image: ][image: ]。あぁ、やっぱりオレを理解してくれるのは愛衣しかいないんだね！」

「ええ、大丈夫。わたしは全部分かっているわ。どうせ昔優樹が適当に約束をして、忘れてるだけなんでしょ？」

「め、愛衣さん……？」

「ええ、信じているわ。だって付き合いの長い幼なじみですもの。優樹の行動パターンぐらいしっかり把握しているわよ。で、あの妻って言っている人といつ！　どこで！　どういう！　約束をしたのかしら？」

「信じるってそういう意味かよぉおおぉおおぉおおぉ!?」

「さぁ洗いざらい吐きなさい！　このダメ人間！」

「ひ、ひぃいいいぃ！　た、助けて茜あかねおばさん！」

　オレは輪の外にいる愛め衣いの保護者の猫びよう桐どう茜さんに助けを求める。

　ざっくり短く切った茶髪で、運動もしていないのにロケットのように突き出た胸は形を崩さず、腰は無駄な贅ぜい肉にくなど一ミリもついておらず、足は日本人離れしたように長い。

　スリムジーンズに、Ｔシャツ。そんなラフな格好だから、そのスラリとした長身とスタイルの良さが一目で分かる。

「誰だれがおばさんだ！　そんなことを言うヤツを助けてやる義理はないよ」

　あっさりと見捨てられる。

　そんなオレの足を愛衣が掴つかみ、股こ間かんに自身の足裏を押しつけ震動させてくる。

　電気あんまだ。

「あばばばばばば！　あががががががが！」

　逃れようと身じろぎするが小さ夜よちゃんとありすに腕を押さえつけられ、動きを止められる。

　さらにあんまの震動は増大した。

「らめぇ、らめぇ、らめぇぇぇぇぇえええぇぇぇぇぇぇぇッ！　新しい扉が開いちゃう！　か！　かんばにゅーぎにゃぁぁぁあぁぁっぁぁぁっぁあッ！！！！」

　久遠くおんは悶もだえ苦しむオレを、冷たい刃物みたいな目で見下ろしてくる。

「あらあら、みんな暑いのに元気ね」

　場違いなのんびりとした声。

　母さんの一言で理性を取り戻した彼女たちはオレから離れると、髪形や服装などの身だしなみを整える。

「あ、ありがとう母さん。で、その隣にいる子は誰？　マジで会った記憶ないんだけど」

「あるわよ、会ったこと。ほら、子供のころ、母さんのお友達と一緒に一週間のお泊まりに出かけたでしょ？」

「なんとなく覚えてるよ。その母さんの友達が連れてきた男の子と一緒に遊んだような」

「男？　何言ってんの、女の子よ。その子がそらちゃんよ。千ち影かげそらちゃん。本当に覚えてないの？」

「はぁ!?　いや！　だって髪も短かったし、海で遊んだ時も海パンはいてたような気がする」

「髪は旅行前に切り間違えて短くなったのよ。海パンは、そらちゃんがゆうちゃんと一緒じゃなきゃイヤだって言ったから予備を貸してあげたの。本当に忘れちゃったのね。じゃぁそらちゃんと結婚したのも覚えてないの？」

「け、結婚!?　オレ、彼女と結婚したのか!?」

「そうよ。結婚と言ってもごっこだけど。帰る前日の夜、そらちゃんがゆうちゃんと結婚したいっていうから、私たちで結婚式を開いてあげたのよ。懐かしいわね～。お母さんとお友達で、お部屋を飾り付けて神父さんのマネもしたのよ。そして二人ともちゃんと誓いのキスもしたわよ」

「えへへへ、ちなみに、その時のキスがそらのファーストキスでした♪」

　と、そらと呼ばれる少女は、恥ずかしそうにほほを両手で押さえ体をくねらせる。

　愛め衣いたちの視線がさらに鋭利になって体中に突き刺さる。

　まるで手品師が入った箱に剣を突き刺すマジックを、タネなしで強制的にやらされている気分だ。

「でも、覚えてないのもしょうがないわね。結婚式終わった後、ゆうちゃん高熱出して倒れちゃったから。そのまま病院に入院してそらちゃんとはそれっきりだったもんね。まったく、夏風邪引いたのにも気付かず遊び回ったりするからよ」

　母さんはほほに手を当て溜ため息いきを漏らす。

　やばい、話を聞いても男の子と遊んだことをぼんやりとしか思い出せない。

　そらと呼ばれた少女は悲しそうな表情でこちらを覗のぞきこんでくる。

「ゆうくん、そらのこと忘れちゃったの？」

「その、なんというか、子供のころの話だし、断片的にしか覚えていないというか」

「じゃぁ二人で一緒に裏山に秘密基地を作ったのは？　使われていない山小屋にお菓子やマンガ本を持って行ったりしたのも忘れちゃったの？」

　……そう言われると、ぼうっと記憶が蘇よみがえってくる。

　とは言っても、小さい頃ころの記憶だ。徐々にしか思い出せないし、それもこんな可愛かわいくて胸の大きい女の子じゃなくて、男友達としての記憶だが。

「……ああ、それはなんとなく覚えてるかも。二人でマンガだけじゃなくてトランプとか、竹馬とかのオモチャも持ちこんだっけか」

「そうそう！　こっちに来る前に寄ったらまだあの山小屋残ってて、マンガとかもそのままだったよ」

「うお！　マジで!?」

「後は、近所の人にスイカをもらって、縁側でどっちがタネを遠くまで飛ばせるか競争もしたよね」

「やった、やった。他ほかにも近所の人が耕しているトウモロコシを二人でもがせてもらって、茹ゆでて食べたよな」

「うん！　あの時のトウモロコシ凄すごく美お味いしかったよ！」

　結婚式うんぬんは忘れてしまったが、他の雑多なことは意外にも思い出せる。

　オレは昔を懐かしみながら、会話を交わす。

　しかし、当時は千ち影かげそらを同い年の男の子だと勘違いしていたが、今はすれ違えば誰だれもが振り返るほど美人に成長していることに驚く。

　とくにあの真っ平らだった胸が、あそこまで大きく美お味いしそうに熟すとは……

「盛り上がっているところ悪いけど、暑いし立ち話もなんだから、お家に入らない？」

　母さんの提案に意識を取り戻す。

　そしてオレはある事実に顔が青くなった。

（そういえば母さんに、愛め衣いたちと同どう棲せいしていることをまだ説明してなかった！）

　色々ドタバタしすぎてすっかり忘れてしまっていた。

　愛衣たちもその事実に気付き、顔を青くする。

　今、家の中は同棲している証拠であふれかえっている。

「いや、その、家はまずいっていうか……そう！　散らかってて！　片づけるからちょっと待ってて！」

「あらそうなの？　でも、さっき家に入った時は、そこまで散らかってなかったわよ」

「……えっ、入ったの？」

「ええ。自分の家だもの、そりゃ荷物を置かないといけないし、入ったわよ」

　そう言えばたしかに母さんたちは手ぶらで、荷物などひとつも持っていなかった。

（家の中に入ったのに、同棲にはまだ気付いていないのか？　それならまだごまかせるかも……）

　そう思案していると、母さんは顔色を変えず、笑顔で言う。

「それじゃ早くお家に入りましょう。そして、どこの誰とゆうちゃんが一緒に住んでいるのか聞かせてもらおうかしら」

「!?」

「ばれてないとでも思ったのかしら？　あれだけ女性物の下着や色違いの歯ブラシ、お茶ちや碗わんやお箸はしなんかあったらすぐに気付くわよ」

「いや、それは、なんていうか……」

「お母さん、そらちゃんのことを説明してあげたんだから、今度はゆうちゃんが説明してくれるわよね？」

　母さんの目の光に凄すごみがさす。

　どうやらごまかせなさそうだ……




　倉くら田た家の居間にみんなで移動する。

　ベランダ側の席に母さんとそらが座り、テーブル越しの正面にオレたちが正座する。

「――なるほど、そういうことね」

　愛め衣いと小さ夜よちゃんが妖あやかしだと言うことを伏せ、誤って彼女たちに二ふた股また婚約してしまったことを説明する。ついでにありすと久遠くおんの紹介もした。

　ありすはメイドとして家に下宿していて、久遠は愛衣の遠縁の親しん戚せきで今日からこっちで預かることになったと説明した。

　話を聞き終えた母さんは、溜ため息いきをつきながら飲んでいたお茶を置く。

「まったく。いくら幼なじみだからって親に黙って一緒に暮らすだなんて……。茜あかねちゃんもどうして連絡してくれなかったの？」

「それはその、あたしも忘れていたというか……」

　茜さんもオレたちと一緒に正座して、彼女には珍しく歯切れ悪く口ごもる。

　彼女と母さんは古い知り合い同士らしい。

　そのせいで茜さんは母さんに頭があがらないのだ。

「分かりました。では、ゆうちゃん、そらちゃんと正式に結婚しなさい」

「は!?　いや、話聞いてた？　オレは愛衣と小夜ちゃんという婚約者が、すでにいるんだって」

「幼なじみとはいえ、親の許可なく同どう棲せいするような子にゆうちゃんを任せられないわ。それにそんな子同士が結婚するなんて、お互い不幸になるだけよ。だから、そらちゃんと結婚しなさい。彼女はちょっとドジなところがあるけど、芯しんのしっかりした子だから、だらしないゆうちゃんを安心して任せられるわ」

「勝手なこと言うなよ！」

「勝手じゃないわ。前々から考えていたのよ。だらしないゆうちゃんには、ちゃんとしたお嫁さんが必要だって。そしたら、そらちゃんがわざわざ海外にいる私のところに挨あい拶さつへ来たのよ。成長した彼女を見て一目でお母さん確信したわ。彼女ならゆうちゃんを任せられるって」

「そんな横暴な！」

　オレはさらに反論の声をあげる。

　母さんは天然で一度決めたことは覆くつがえさない。ここで反論しないと、なし崩しに結婚話を進められてしまう！

「母さんはオレを放ほうっておいたのは自主性を育てるためって言ってたじゃないか!?　オレだってもう立派な大人おとなだ、人を見る目はあるし、成り行きではあるけれども彼女たちはオレの立派な婚約者なんだ！　どこに出しても恥ずかしくないし、誰だれにだって負けない！　だから母さんの言うことを聞く気はない！」

　はっきりと拒絶し、従う意志がないことを真っ向から伝える。

　だが、母さんは全く動じず、思案するようにお茶をすする。

「ふうん、誰にだって負けない、ね。それならいい方法があるわよ？」

「え、いい方法!?」

　思わず聞き返すと、母さんは満面の笑顔で答える。

「そう、ゆうちゃんがそこまで言うなら――来週の土曜日までに誰だれかがそらちゃんと勝負して勝ったら、この結婚の話はなしにしてあげるわ。もちろん一人一勝負まで、勝負内容はその時決める形で」

「勝負って！　何をさせるつもりだよ！　だいたいなんで土曜日までなんだ？」

「帰りの飛行機が日曜日だから、土曜日にゆうちゃんとそらちゃんの結婚式を開くつもりだったのよ。すでに知り合いの教会を借りてるわ。勝負の内容はその時になったら適当に決めればいいでしょ。どんな勝負内容でも、母さんが連れてきたそらちゃんが負けるとは思えないしね」

　我が親ながらなんて無茶苦茶な！

　つまり、来週の土曜日までに誰かが千ち影かげそらに勝負（勝負内容はその時決める）で勝たないとオレは彼女と結婚させられる、ってことか。

　母さんの目と口調は真剣で、嘘うそや冗談ではないことを理解する。

「オレはまだ納得してないぞ！　だいたいいくら母さんでも今回のは勝手すぎる！　そ、それに二ふた股また婚約したからってだけじゃなくて、他ほかにも理由があるから……だから、オレはそらとは結婚できないの！」

　やや強い口調で言い返すが、母さんもそらも平然と受け流す。

　それどころかそらはにっこりと笑い、

「『妖あやかしの正体を知ってしまったら、身内にならないと殺されてしまう』だよね？」

『!?』

　母さんを除くその場の全員が驚く。

　そらはそんな空気も気にせず、さらに言葉を重ねた。

「実はね、そらは千影一族っていう陰陽師の一族なの」

「ちかげいちぞく？」

　オレは思わず聞き返してしまう。

「うん！　だから、ゆうくんがそらと結婚すれば関係者になるから殺されずにすむんだよ」

「あら、そらちゃんって陰陽師なの？　なら今度、おばさんのこと占ってちょうだいね？」

　約一名、母さんは意味を理解していない。

　そして、今度は一人だけ別の意味で驚いている子がいた。

　兎うさ月つきありすはテーブルから身を乗り出し、声こわ音ねをあげる。

「千影一族！　それじゃあなたがあの『千影そら』なの!?」

「あのって？　ありすはそらを知ってるのか？」

「愛め衣いちゃんたちは百鬼夜行から距離を置いてるから、知らなくてもしかたないけど、千影そらはこちら側では超がつく有名人よ。なんてったって、現在最強の陰陽師だもの」

『最強の陰陽師!?』

　オレたちは口を揃そろえて驚く。

「そう。最強。現在、日本にいる陰陽師や霊能者たちの中で一番強いのが彼女よ。しかも千ち影かげ一族は、四し生しよう楼ろうの一角を担う一族。まさか本人だったとは……」

「なんだよ、その芸能人に会ったような反応は。だいたいなんだよその『ししょうろう』って？」

「百鬼夜行が妖あやかしの組織だってことはユウキも知ってるでしょ？」

「ああ」

「その百鬼夜行と同盟を組んでいる人間側の組織があるの。その名が『四生楼』よ」

「へぇ～愛め衣いたち妖って人間側の組織と同盟を結んでたんだ。てっきり、敵対してると思ってたよ」

　そんなセリフに愛衣は呆あきれた顔を、小さ夜よちゃんは微苦笑を浮かべる。

「二十一世紀にもなって人間と妖で争ってもしょうがないでしょ」

「もちろん人間側にも妖側にも、断固敵を滅ぼすべしという派閥や小規模組織がいたりするので一概には言えませんけどね」

　オレが二人の話に感心していると、ありすがさらに詳しい説明をしてくれる。

「宮内庁の下に四つの大家があって、その四つの大家が基本的に四生楼の組織運営をおこなっているの。千影一族はその四つの大家のひとつよ」

「つまりそらは、人間側最強でしかも組織のトップを占める家の人間なのか。四つの大家のひとつか、なんかかっこいいな。百鬼夜行にはそういうのないのか？」

「えっと、四生楼さんみたいに代表的な一族はいるのかってことですか？」

　小夜ちゃんが質問をまとめてくれる。

　人間側、妖側どちらの組織にも詳しいありすが、得意気に説明する。

「そうね。百鬼夜行で代表的な一族といったら、まず実質百鬼夜行のトップの鬼一族でしょね。次に愛衣ちゃん小夜ちゃんの猫ねこ又また、犬いぬ神がみ一族。そして、久遠くおんちゃんの天てん狐こ一族、ワタシの因幡いなば一族。あとは、八や咫た一族、天狗てんぐ一族、女じよ郎ろう蜘ぐ蛛も一族、座ざ敷しき童わらし一族、鎌かま鼬いたち一族、白はく蛇じや一族。鉄てつ鼠そ一族とかかしら」

　鬼や天狗は分かるが、八咫や女郎蜘蛛一族って凄すごそうだな。

　しかし、最強の実力と最高の権力を持っている若い術者、しかも胸もでかいし、美人。

「たしかにそれだけ冠をかぶっていれば有名にもなるわけだ。でも、陰陽師が教会で結婚式なんてあげていいのか？」

「だって、やっぱりチャペルでの挙式は女の子の夢だよ」

　そらは夢見がちな瞳ひとみで主張する。

　……今更だが、一般人の母さんがいるのにこんな話をしてもいいのだろうか？

　盗み見るが、母さんは若い人たちの会話についていけませんと言わんばかりに、のんびりお茶を飲んで他人事のように傍観している。

「でも、人間側の最強って言ったら『あれ』じゃないの？」

「私も愛め衣いちゃんと一緒でずっと『あれ』だと思っていました」

「愛衣ちゃんたちの考えている人間側最強の『あの』一族は、とっくの昔に滅んで今は一人もいないわ。だから、そらちゃんが現在最強でいいのよ」とありす。

（あれってなんだ？）

　首を捻ひねるが、その話はすでに終わってしまい愛衣たちの関心はすでにそらへと移ってしまったため、聞きそびれてしまう。

　彼女たちは今の話を聞いて、千ち影かげそらに鋭い視線を向ける。

　だが敵意が含まれた視線を受けても、そらは空気を読めていないらしく、せんべいに手を伸ばし美お味いしそうに食べ始める。

「陰陽師最強、ですか……」

「えっ？　なに？　あっ、お茶菓子のおせんべい美味しいよ。ゆうくんも食べる？」

　そらは緊張感なくポリポリと囓かじっていたせんべいを差し出してくる。

「ちょっと人の話を聞けよ。って言うか、そら、本当に陰陽師最強なのか？　平和そうにせんべい食べている姿を見ていると、さっぱり説得力がないというか……」

「で、でも……その評判って周りが言ってるだけだから。そらはゆうくんをどんな不幸や暴力からでも守れる強さが欲しかっただけだよ」

「オレのため？」

「うん！　妻として、ゆうくんを守りたかったから、へーくちょん！　そら、頑張って修行したんだよ」

「……あの、さ。いい話をしてくれてる途中で悪いんだが。くしゃみをするときは手で口を押さえてくれ。食べかけのせんべいが顔に当たっていたいから」

　幼なじみだということを思いだし、気軽な口調で指摘する。

「えへへへ、ごめんね……へーくちょん！」

「言ったそばから、お前というやつは……！」

　彼女は本当に反省しているのか分からない天てん真しん爛らん漫まんさで、照れ臭そうに微笑ほほえむ。

　オレがそらの口内から発射されたせんべいの破片をティッシュでふいていると、小さ夜よちゃんがある提案をしてくる。

「周りが騒いでいるだけと仰りましたが、腕には自信がおありみたいですね。なら、どちらが優兄さんの婚約者にふさわしいか戦ってみませんか？」

「さすが小夜ちゃん、ナイスアイディア。それじゃ近くの公園に行きましょうか。ありすさんに結界を張ってもらえば戦えるわよね」

　どうやら実力行使で、母さんが提示する勝負の前に黙らせてしまおうと考えたらしい。

　そんな好戦的な二人をオレとありすが慌てて止める。

「ちょ！　愛め衣い！　小さ夜よちゃん、何言ってんだよ！」

「二人とも、戦っちゃダメ！　あの『千ち影かげそら』に勝つなんて絶対に無理よ！」

「大丈夫ですよありすさん」

　小夜ちゃんが視線をそらへと向ける。

　愛衣がそらの背中を押し、せきたてるように戦いへと誘う。

「はい、それじゃ決まりですね。公園は歩いてすぐのところにありますから」

「あの、でも、そらまだ戦うって決めてない……えっと、その、きゃっ！」

　愛衣にせかされて立つ途中、テーブルに膝ひざをぶつけ飲みかけの湯飲みを倒してしまう。

　彼女は慌ててティッシュでふこうとするが、

「あつ！」

　指先がお湯に触れ涙目で、オレの耳たぶを掴つかんでくる。

「……って、なんでオレの耳たぶを掴むんだよ！」

「ゆうくん知らないの？　指を火傷したら耳たぶを掴んで冷やすんだよ」

「それぐらい知ってるわ。オレが言いたいのは、自分のを掴めってことだよ」

　ぺし、とそらの頭にチョップを入れる。

「ふぇえ、ゆうくんが叩たたいた。ＥＤだよ。家庭内ＥＤだよ。ゆうくんのＥＤ」

「誰だれがＥＤだ！　それを言うならＤＶだろ！」

　そらと漫才をしていると、小夜ちゃんが溜ため息いき交じりに言った。

「いくら現在最強の陰陽師だかなんだかしらないけど、負ける気がこれぽっちもしないから大丈夫ですよ。ていうか、本当に強いんですか？」

「そのはずだけど……」

　ありすもそんな姿を見せられ自信なさげに眉まゆ根ねを寄せた。





　◇






　オレたちは家を出て、待ち合わせに使っていた公園のグラウンドへと移動する。

　母さんと茜あかねさんは家でお留守番。

　愛衣と小夜ちゃん、そらが対たい峙じしているのを離れたところでオレと久遠くおんは見守っていた。

　小夜ちゃんはわざわざ一度家に戻って、白木作りの日本刀を持って来た。

　愛衣も戦う気まんまんで念入りに屈伸や柔軟をしている。

　結界を張り終えたありすが、渋々といった表情で戻って来る。

「いちおう準備は終わったわ。これである程度暴れても外に力が漏れないし、誰だれも入ってこれない。けど、急造で強度は高くないから、強い力を使わないでね。壊れちゃうから」

　その説明に彼女たちがうなずく。

「それでどっちから行く？」

「愛め衣いちゃん、先鋒を譲っていただけませんか？　そらさんの実力をたしかめたいので」

「ダメよ。最強とか言ってるけど、殺気だって無いし、大したことなさそうだし……最初から小さ夜よちゃんが戦ったら、わたしまで回って来ないじゃない」

「それを言ったら、愛衣ちゃんだって『ドン！』『バァン！』で終わりじゃないですか」

「小夜ちゃんだって『ジャキン！』『シュバン！』で終わりじゃない！」

　愛衣と小夜ちゃんがどちらが戦うかで額を付き合わせながら争う。

　オレはそんな二人にあらためて釘くぎを刺す。

「おい、二人とも、ありすも言ってたけどあんまり本気出すなよ。結界が壊れちゃうから、だから、なるべく穏便に和やかに終わらせるんだぞ？　いいな」

「分かってるわよ、優ゆう樹き」

「そうですよ。本気で殺し合いなんてするわけないじゃないですか、優兄さん」

「愛衣、小夜ちゃん……」

　やっぱり彼女たちはオレより大人おとなだな。これなら安心して見ていられそうだ。

「小夜ちゃん、このままじゃ順番お互い譲りそうにないし、早い者勝ちにしない？」

「分かりました！　愛衣ちゃんには絶対にゆずりませんよ」

　彼女たちは途端に獲物を狙ねらう肉食獣のごとく目の色を変える。

「殺やる気満々じゃねぇか！」

　さらにそらまでやる気を出す。

「実はそらもずっと前から愛衣ちゃんと小夜ちゃんとは戦いたかったんだ」

「わたしたちと？」

「風の噂うわさで猫ねこ又また一族と犬いぬ神がみ一族の娘こに二ふた股またをかけた一般人がいるって聞いたけど、それがゆうくんだって、千ち影かげ一族の長決めの最中に知ったんだよ。本当はすぐに駆けつけたかったけど、どんな理由があろうと長決めの最中に抜け出すことはできないから、ずっと我慢してたんだよ」

　千影そらはそう言って、勢いよく指をさしてポーズを決める。

「ここであったが百年目！　ゆうくんを誘惑する女の子は、そらが許さないんだから！」

　そらの足下の影が突然花びらのように広がると、彼女を包みこむ。

　数秒後、花弁が再び開く。

　そこからあらわれたそらは、白いワンピース姿だった衣装が目に眩まぶしいほど赤いバニーガール姿に変わり、手にはみずみずしい大根が握にぎられていた。

「千ち影かげ一族、長、千影そら参る！」

「参るな！」

「いた！」

　思わずそらの側へ走り寄り、頭を叩たたく。

「なぁどうしてバニーガール姿なんだ？　なぜ大根を剣みたいに握にぎってるんだ？　戦う気あるのか？」

「何言ってるのゆうくん？　戦場でバニーガールや大根で戦う人なんていないよ……って、あれ!?」

　ようやく自分のかっこうに気付く。

「え、へへへ。衣装間違えちゃった」

「このドジっ娘こが」

「ドジっ娘だ」

「……ドジっ娘」

　オレ、ありす、久遠くおんがそれぞれ感想を呟つぶやく。

「だいたい、どうやって着替えたんだ？」

「千影一族は影を操る陰陽師なんだよ。だから、こうして影の中に衣装を収納することもできるんだよ。便利でしょ？」

「へぇ～、で、どうして大根が一緒に入ってるんだ？」

「これは、こないだお使いに行ったとき、キュウリと間違えて買っちゃったんだよ。あとで料理の練習に使おうと思ってすっかり忘れちゃってたよ」

「ドジっ娘ですね」と小さ夜よちゃん。

「ドジっ娘ね」と愛め衣いまで呟く。

「愛衣ちゃん、小夜ちゃんすぐに着替えるからちょっと待ってて」

　そらは二人から返事を聞く前に、再び花びらの影に閉とじ籠こもる。

　姿をあらわすと巫み女こ装束に替わっていた。

　一般的な巫女装束より肌の露出面積が高い。赤い袴はかまは膝ひざ丈たけより高く、健康的な生足を日光にさらし、白足た袋びと草ぞう履りを履く。

　オレは三人の邪魔にならないよう、ありすと久遠が居る場所に戻る。

「それではあらためて！　千影一族、長、千影そら！　まいにゅッ――ふぐぅ」

「あっ、噛かんだ」

　オレの指摘通り、彼女は舌を噛んだらしくその場にうずくまり痛みに震える。

「……そらお姉ちゃん、なんだかとっても弱そう」

「年下の久遠にそんなこと言われるなんて」

　オレは側に立つ久遠の頭を撫なでた。

「なぁ、ありす。本当にそらって現在最強の陰陽師なのか？　まぁある意味、あのドジッぷりは兵器に転用できそうなぐらい凄すごいけど」

「そう噂うわさでは聞いてたんだけど……」

　そうこう話していると、小さ夜よちゃんが地を蹴けりそらとの間合いを詰める。

「では、愛め衣いちゃん。お先に失礼しますね！」

「あっ、ちょっ！　小夜ちゃんずるい！」

　愛衣が慌ててその後を追うが、犬いぬ神がみ姿の小夜ちゃんに追いつけるはずもない。

　小夜ちゃんが愛衣より先にそらへ攻撃をしかける。

　居合い――抜刀。

「殺やりました！」

「小夜ちゃん！　だから殺やっちゃダメだって！」

　思わずツッコミを入れたが、小夜ちゃんの一撃は防がれていた。

「な、なんですかこれは？」

　そらの影から太く黒い腕が生まれ、その手に握にぎられている黒い日本刀が小夜ちゃんの一撃を受け止めていた。

　太い腕から、頭、胴体、足が生まれその全身を日にさらす。

　兜かぶとを被かぶり、鎧よろいをまとい、手には日本刀。顔は卵のようにツルリとしている。

「あれが現在最強の陰陽師と言われるゆえんよ」

「ありす？」

　彼女は腕を組み説明する。

「千ち影かげ一族の先代は文字通り千の影を操ったんだけど、そらちゃんはさらにその十倍の影を操ることができるらしいわ。だから初代は『一騎当千』って呼ばれてたけど、彼女は『一いつ騎き当とう万ばん』『戦いくさ巫み女こ』『戦せん姫ひめ』とか呼ばれているのよ」

　そらは噛かんだ舌の痛みから回復し、さらにもう一体の人型の影を生み出す。

「百人分の影で作った影人形だよ。この子は百人分の腕力、スピード、防御力を持っているんだ。さぁ百人影くん、がんばって！」

　そらの掛け声に合わせて、二体の影人形は愛衣と小夜ちゃんそれぞれに襲いかかる。

「!?」

　その速さは想像以上ですぐに間合いを詰められ黒い影が日本刀を振り下ろしてくる。

「あぶないでしょうが！」

　愛衣は騒ぎながらもまるで本物の猫のように俊敏によける。

　一方、小夜ちゃんは――受け止められた一撃を弾はじかれ、横なぎの一いつ閃せんを受ける。

　後方に大きく跳び、その一撃をかわすが、その隙すきを影人形は逃さない。

　間合いを詰め、着地と同時に黒い日本刀を振り下ろすが、




「犬いぬ神がみ流りゆう剣けん術じゆつ奥おう義ぎ・断だん鉄てつ剣けん！」




　小さ夜よちゃんは襲いかかってきた影人形を、頭から真っ二つにする。

　左右にそれぞれゆっくりと離れて倒れる。

　影人形は黒い煙となって消えてしまった。

「いくら速く動けても、魂がこもっていない剣では私に触れることすらできませんよ」

　さすが小夜ちゃん。

　あの程度では敵ではない。しかし、そらは焦りをまったく見せない。

「さすが犬神一族次期当主、戌いぬ威い小夜ちゃんだよ！　やっぱり百人程度じゃ小夜ちゃんの相手にならないか。じゃぁ、今度は二千人！」

「二千!?」

　思わずその桁けた数すうに驚く。

　再び彼女の足下から影人形が生まれる。

「今度の影人形さんは、さっきの二十倍強いんだよ！」

　瞬間、人形が目の前から消える。

　気付けば小夜ちゃんの背後に回りこみ、日本刀を振り上げていた。

「！」

　彼女はとっさにその場から体を投げ出す。

　影人形が振り下ろした一撃は、小夜ちゃんの綺き麗れいな黒髪の毛先を切り虚こ空くうへと舞わせる。

　彼女はその舞い散る髪越しに怒りの瞳ひとみを人形へと向け、




「犬神流剣術奥義・断鉄剣！」




　後の先。

　影人形の攻撃後の隙すきを突いた一撃が、見事に胴へ入る。

　しかし、それだけだった。

　金属同士がぶつかり合う音が響いただけで、影人形には傷ひとつついていない。

「そ、そんな、私の一撃が……」

「小夜ちゃん、前！」

「キャッ！」

　影人形の振り上げた拳こぶしを刀で受け止めるが、その威力を全すべて殺せず、まるで花びらのように軽々と吹き飛ぶ。

　その姿を見た愛め衣いが、荒げた声をあげる。

「調子にのってんじゃないわよ！　このおっぱいお化け！」

　彼女はチョーカーを外すと、手のひらをそらへと向ける。




「猫ねこ又また流りゆう仙せん術じゆつ・疾しつ風ぷう迅じん雷らい！」




　愛め衣いの手のひらから放出された光の奔流は、あっさりと影人形を吹き飛ばす。

　同様にその先に立っていたそらまで、光蛇は飲みこむ。

　鼓膜を破りそうな爆音。

　地震と間違うほどの震動と衝撃波に離れていたオレとありす、久遠くおんすら体を硬くする。

　耳鳴りと土煙に苦く悶もんしながら、愛衣へ非難を飛ばす。

「め、愛衣のバカ！　やり過ぎだって！」

「安心しなさい。手加減はしたわ。だから結界はまだ壊れてないでしょ？」

「結界じゃなくて、そらの心配をしろ！　あんな一撃喰くらったらいくらなんでも……」

　言葉が途中で切れる。

　なぜなら焼け焦げた地面の上に、土つち埃ぼこりひとつ付いていない千ち影かげそらが立っていたからだ。

　彼女の前面を半球状の黒い影がおおっている。

　これにはさすがの愛衣も驚きを隠せずにいた。

「う、嘘うそでしょ。あの一撃を受けて傷どころか、汚れも付いてないなんて」

「うー、すっごい揺れたし、びっくりしたよ。でも、防壁・影えい殻かくが間に合ってよかった。この影えい殻かくはね、千影家の絶対防御って言われてるんだよ。なんてったって、小さ夜よちゃんを襲っている二千人分と愛衣ちゃんを襲っていた百人分を引いた七千九百人分の影で作り上げた防壁なんだから」

　千影そらという少女は、小夜ちゃんが逃げ回るので手一いつ杯ぱいなほど強い影人形を作り出し、愛衣の光の奔流を防ぎきるほど硬い防壁を作り出せるらしい。

　最強の陰陽師との呼び名は伊だ達てではない。

「おいおいおい、弱点はないのかよ……」

　オレの呟つぶやきにそらが反応する。

「弱点は早口！　『バスガス爆発』を早口で言うとどうしても『ばちゅがちゅ～』ってなるんだよ！　早口言葉ってすっごく難しいよね！」

「いや、それ弱点とは違うから」

「そうなの？　まぁいいや。それじゃそらも本気でいくね！」

「これでまだ全力じゃないのかよ!?」




「戦いくさ巫み女こモード！」




　言うが早いか、小さ夜よちゃんと戦わせていた影人形を手元まで戻すと元の影に戻す。

　そして彼女は、不敵な笑顔で影たちの姿を変え体にまとう。

　手甲、腕には籠こ手て。重そうな胸当てをしているが、なんだかはちきれそうだ。足にはすね当て、腰には前後左右に平面状の黒板がスカートのように広がる。肩口にも同じ形状の黒板が張り付く。

　最後にそらの背丈はある薙刀なぎなたに影は姿を変える。

　彼女はくるりと柄を回して刃を地中深く突き刺す。

「これがそらの本気、『戦いくさ巫み女こモード』だよ。一万人分の影を身にまとい一万人分の力を手に入れた姿なんだよ」

　その姿はまるで戦国時代からタイムスリップしてきた凛り々りしい若武者のごとく威風堂々としていた。

　愛め衣いも小夜ちゃんもその威圧感に、緊張と焦りが交じり合った表情を浮かべる。

　そんな彼女たちをそらは不敵に笑う。

「それじゃ行くね！」

「「くっ！」」

　そして、そらは薙刀を引き――

「あれ？　う～ん……あれ？」

　そして、そらは薙刀を……

「う[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ん！」

　彼女は両手で薙刀を掴つかみ、顔を真まっ赤かにして抜こうとする。だが、抜けない。

　彼女は腕から力を抜き、涙目で告げる。

「どうしよう。深く刺しすぎて抜けなくなっちゃった」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおいいいいいいいいいいいいいいいい！！！」

　思わずツッコミを入れる。

「一万人分の力が使えるんじゃなかったのか!?」

「だ、だっていちいち一万人分の力なんて使ってられないし。歩く速さも一万人分使ってたら止まれなくなるし、細かいコントロールがとっても難しいんだよ」

「もしかして意外と使い勝手が悪いんじゃないか、そらの能力って」

「そんなことないよ！　慣れだよ、慣れ！　慣れの問題だよ！　……たぶん？」

「なに不安そうに語尾を疑問系にしてるんだよ!?」

　ツッコミを入れていると、その様子を見ていた小夜ちゃんと愛衣が相談を始める。

「でも、これって逆にチャンスじゃないですか」

「そうね。今なら武器が使えないから攻撃し放題ね」

　小さ夜よちゃんの指摘に、愛め衣いは同意する。

「愛衣ちゃんも小夜ちゃんも酷ひどいよ！　ちょっと待っててよ！」

「勝負の世界は非情だから」

「先手必勝。悲しいですけど、それが現実なんですよね」

「いや、二人ともちょっとぐらい待っててあげようよ。それじゃまるで悪役みたいだぞ？」

　しかし、二人がオレの話を聞くはずもなく、抜けずもたついているそらに襲いかかる。

「酷いよ二人とも！　は、早く全力で抜かないと！　うぅ[image: ][image: ][image: ]ん、しょッ！」

　力の分配を切り替えたのか勢いよく薙刀なぎなたが抜ける。

　そらは薙刀を握にぎり締めると勢いよく振り抜いた。

　ただそれだけの動作。だが、その威力はさきほどの愛衣の一撃を軽く凌りよう駕がする。

　結界が『ゴゴゴゴゴゴゴゴ……』と音を立て崩れ落ちる。

「……ッ！」

　刃の一撃のはずなのに、グラウンドは切れず、まるで隕いん石せきの落下後のように陥没し、地下を走っていた水道管をぶち破りところどころから水芸のごとく吹き上がる。

　遅れてその衝撃波が襲いかかり、男のオレの体はあっさりと吹き飛ばされ地面を転がる。

　側にいたありすも、久遠くおんも自分のことで精せい一いつ杯ぱいでこちらをかばう余裕はないらしい。

　舞い上がる土つち埃ぼこりで正確に確認はできなかったが、刃が空気を切り裂き、愛衣と小夜ちゃんの間を衝撃波が走り抜ける。

「ゆうくん、大丈夫!?」

　この事態を引き起こした人物は、あわあわと慌てた子犬のように駆け寄ってくる。

　オレは地面に頭を擦こすり、尻しりを太陽にむけたマヌケな格好で文句を言った。

「これが大丈夫に見えるなら、眼科に行ったほうがいいぞ」

「うん、大丈夫そうだね」

「人の話を聞け！」

　そらのボケにツッコミを入れていると、

「そこ！　遊んでないで元に戻って。今の一撃で結界壊れちゃったから、すぐに人が来るわよ！　愛衣ちゃんと小夜ちゃんたちも早く人の姿に戻って！」

　ありすが珍しく声を荒げる。

　そらの一撃に呆ぼう然ぜんと座りこんだ二人は、ありすのかけ声にいまだ反応しない。

　久遠は心配そうな顔で二人に駆け寄る。

　オレも駆け寄ろうとしたが、まずはちゃんと立たないと。

「大変だ。そらも着替えないと！」

　再びそらはあの黒い影のつぼみに体を隠す。

　数秒後、元の白いキャミソール姿に――戻っていなかった。

「ぶっぅ!?」

「……あれ？」

　なぜか彼女は下着も一切着けてない裸になる。

　こいつ！　さっきのバニーガールの時と同じで、着替え間違えて裸になりやがったな！

　だが、それ以上に注目する点がある！

「ど、ドピンク……ッ!?」

「きゃ、きゃぁぁぁッ！」

　そらは悲鳴をあげると胸を両手で隠して、しゃがむ。

「ゆうくんのエッチ、スケッチ、ワンタッチ！」

「お、オレのせいかよ！　そらが勝手に裸になったんだろ!?　てか、そのセリフは古くないか!?」

「だって着替えたと思ったら着替えてなかったんだもん！」

「そらのせいじゃないか！　この世紀末ドジっ娘こめ！」

　しかし、お陰で美お味いしい思いさせていただきました。

　なんというかごちそうさまです！

「このエロスケなすびダメ人間！」

「うんごろぼぁ!?」












　先程の映像を脳内リプレイする寸前、愛め衣いのストレートがほほを貫く。

「なに、そらさんを裸にしてんのよ！」

「ち、違う！　そらが勝手にドジって裸になったんだって！」

　オレは殴られたほほを押さえながら、あとずさる。しかし、その後退はすぐに止まった。

　なぜなら退路を小さ夜よちゃんが塞ふさいでいたからだ。

「優兄さん、なにがピンクだったんですか？　なにがごちそうさまなんですか？」

「えっ、いや、そのそれはなんというか……てか、どうして小夜ちゃんはオレの考えていたことが分かるの？」

　さっきまで魂を抜かれたように呆ぼう然ぜんとしていた二人は、殺気を惜しげもなく孕はらみじりじりと詰め寄ってくる。

　そして、彼女たちは拳こぶしを固め、

「優ゆう樹きの……」

「優兄さんの……」

「ちょ、ちょっと待って落ち着いて二人とも！　あれは事故だろ!?」

「「ダメ人間！！！」」

「がんばらぼぅ！」

　二人の拳を受けて、オレは高らかに空を舞った。





■第二章　嫁×嫁勝負







　公園でのバトルは結局、結界破壊騒動でうやむやになった。

　それから一夜明けた九月一日。夏休み明けの始業式。

　母さんに愛衣たちとの同どう棲せいがばれたため、彼女たちは一いつ旦たん自宅へ帰るよう言われた。

　そのため現在は久遠くおんは愛衣の家に、ありすは小夜ちゃんの家に泊まっている。

　そらは母親が連れてきた客人のため、倉くら田た家の客間を使っていた。

　しかし朝、目を覚ますとなぜか家には母さんと千ち影かげそらの姿がどこにもなかった。

　まるで昨日のことが夢のようだ。

「あー、そういえば昨日、そらが変なこと言ってたな」

　昨夜の出来事を思い返す。




　寝るため自室へ向かう途中、階段前でそらに捕まった。

『明日はゆうくんが泣いて驚くことがおきるよ。あっ、泣いてっていってもうれし泣きだからね』

『なんだよその危険な匂においがするセリフは』

『にゃふふふ♪　秘密だよ』

『そらのくせに生意気だぞ。このドジっ娘こ陰陽師』

『そによ、そらドジっ娘陰陽師じゃないよによらそひつほほんほんひいはあはいほお』

　オレは彼女のほっぺたをむにゅむにょと左右に引っ張る。

　柔らかいほっぺたから手を離すと、さらに脅しの言葉を吐く。

『さぁ素直に白状しないと今度は、おっぱい体操させちゃうぞ』

　指をわきわきと動かしながら、白く柔らかそうな胸に視線を注そそぐ。

『おっぱい体操？　そら、第二おっぱい体操までならできるよ』

『あの伝説の第二おっぱい体操を!?』

『まずね、こう上下斜め上、斜め下……』

　そらはその場でジャンプしておっぱいをゆらし始める。

　見ているこっちが恥ずかしくなり、慌てて止めに入る。

『わ、分かった。分かったから止めてくれ』

『どうしたのゆうくん、顔赤いよ？』

『この天然め。はぁ……なんだか疲れたからもう寝かせてくれ』

『うん、分かったよ。お休みなさい』

　そらは階段を上がるオレに声をかけた。




　そんな出来事が昨日あった。

「結局、そらが言ってた泣いて驚くことってなんだ？」

　しかし、考えても答えが出るはずもない。

　朝飯の準備がされてなかったため、しかたなく焼いてもいない食パンをかじり家を出た。





　◇






「お、みんなおはよう」

　久しぶりに使う待ち合わせの公園入り口には、すでに猫ねこ柳やなぎ愛め衣い、戌いぬ威い小さ夜よ、兎うさ月つきありすが立っていた。

　愛衣と小夜ちゃんは、久しぶりに城南中学校の制服に袖そでを通していた。

　城南中学の制服は、割合女子に人気が高い。

　青と白で構成されたワンピース型で胸の赤いリボンが全体を引き締めている。この制服を着たくて城南中学を受ける女子も多い。

　高校にあがると、ワンピース型から白を基調にした上着に、ブルーのスカートというオーソドックスな制服になる。

　狐きつね火び久遠くおんはまだ転校手続きが終わっていないため、今日は猫びよう桐どう茜あかねさんの家にお留守番だ。

　今いま頃ごろは『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』の開店準備でも手伝っているだろう。

　愛め衣いたちと合流すると、彼女たちは挨あい拶さつもそこそこにそらについて尋問してきた。

「優ゆう樹き、昨日そらさんとひとつ屋根の下をいいことに、手を出したりなんてしてないでしょうね」

「するはずないだろ！　母さんが一緒にいるのに。だいたい今日なんてまだ顔も会わせてないぞ」

「まだ寝てらっしゃったんですか？」

「いや、それが二人とも起きた時には家にいなかったんだよ。散歩でも行ったのかな？」

「それはなんだか素敵な、違ったわ。面白素晴らしい予感がするわね」

「ありす……その言い直しに意味はあるのか？」

　ありすのうっとりした顔に、本能が危険信号を送ってくる。

　不安に足を鈍らせていると、小さ夜よちゃんが疑問を投げかけてきた。

「お二人ともどこにお出かけになられたんでしょうね。今日は始業式だけで午前中には学校が終わりますから、お昼は『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』で一緒に食べる約束ですのに」

「ああ、昨日の約束ね。変更がある場合は、母さんからメールなり電話なり来るだろう」

「そうですね。では、当初の作戦に変更はありませんね」

「作戦？」

「はい。あれ、優兄さんはご存知ありませんか？」

「知らないけど」

　愛衣もありすも頷うなずいてる。

　オレだけが知らないようだ。

　小夜ちゃんが説明してくれた。

「そらさんに格闘戦で勝つのは難しいので、それ以外の方法で攻めることにしたんです」

「それ以外の方法？」

「はい、今度は私が一人でそらさんに勝負を挑むつもりです」

「えっ!?　それってつまり、母さんが言ってた――『そらちゃんと勝負して勝ったらこの結婚の話はなしにしてあげる』ってやつ？」

「そうです。昨日、愛衣ちゃんたちと話し合って、私が勝負を挑むことになったんです」

「オレの知らないところでそんな話し合いがあったのかよ……」

　しかし、小夜ちゃんは性格、容姿、家事の腕、家柄ｅｔｃ……全すべてに優れた女の子だ。

　母さんが腕っ節以外の勝負を決めたら、小夜ちゃんが間違いなく圧勝するだろう。

（こりゃ、そらとの結婚話も今日の午後までだな）

　しかし、そうなると『逃がした魚は～』的に、そらとの結婚話が惜しくなる。

　昔、一緒に遊んだこともある幼なじみで話も合うし、性格も天然・ドジっ娘こだが、そこがまたいい。顔も好みで、なんといってもあの爆乳は捨てがたい。結婚して旦だん那なになればあのおっぱいを揉もみまくり、吸いまくり、はさみまくりのおっぱいナイトフィーバーパーティーを開けるのに！

　もったいないお化けが百万単位で姿をあらわすほどもったいない。

「優兄さん」

「うん、なに小さ夜よちゃん？」

「ここでなぞなぞです。怒りっぽい漁師さんがお船で漁に出かけました。さて、漁師さんは何を海に落としたでしょうか？」

「どうしたの突然？　まぁ普通に考えれば網だよな。でも、なぞなぞだから違うんだろ？　怒りっぽい漁師が、漁に出かけて落としたものだろ？　あっ、分かった！　答えは『碇いかり』だね！」

「ぶっぶー違います。外れですよ」

「嘘うそ、けっこう自信あったんだけどな。答えは？」

「答えは『命』です。優兄さん、あまり多くを手に入れようと考えない方がいいですよ？」

　小夜ちゃんの瞳ひとみはまるで全すべてを吸いこむブラックホールのごとく黒かった。

　だから、どうして彼女はオレが考えていることが分かるんだよ！

「うふふふ……優兄さん、あまり変な気を起こさない方が身のためですよ。そうしないと、私と一緒に地下の座敷牢ろうで仲むつまじく暮らすことになりますからね。私は別にそれでもいいんですけど」

　内臓を凍らせるような寒気が襲ってくる。

　オレは恐怖に震えながら、話をそらすため昨日気になっていた話題を振る。

「そ、そういえば昨日愛め衣いたちが、人間側の最強は『あれ』って言ってたけど、『あれ』ってなんのことなんだ？」

　話題にあげたとたんに愛衣と小夜ちゃんはまるで口にするのも憚はばかられると言いたげに視線をそらす。

　ありすが戸惑っているオレに説明をしてくれた。

「愛衣ちゃんたちが言ってた『あれ』っていうのは、『神かみ喰くい一族』のことよ」

「かみくい一族？」

「文字通り『神を喰くい殺す一族』よ。八や百お万よろずの神々が棲まう、なんて呼ばれてるけど実際神さまってワタシの知る限り先祖返りした愛衣ちゃんぐらいしかいないのよ。その理由も神喰一族にほとんどの神さまが食べられてしまったからって言われてるわ」

　一時期ありすは病弱な自身の体を治そうと愛衣の神の力をねらった。

　そのさい日本中を調べたのだろう。

「その力は一種の妖よう気き吸収能力らしいけど、詳細は不明なの。吸収能力者自体ここ数世紀存在していなかったし……もしかしたらユウキが捕まって解剖されたら神かみ喰くい一族の事も少しぐらいは分かるかもしれないけどね」

「……怖いこと言うなよな。オレのどこがそんな怖い一族と関係あるって言うんだよ。解剖は勘弁してくれ、マジで」

「冗談よ。まあつまり、妖気吸収能力者のユウキよりさらに希少な存在で、伝説にまでなっている一族ってこと。それを裏付けるように当時の陰陽師から四つ実力ある一族を選び、彼らを神喰一族の監視につかせた。これが四し生しよう楼ろうの始まりよ」

「でも、そんな監視するほど強いヤツならみんなで倒しちゃえばよかっただろう？　だいたいなんで神さまを食べるんだ？　どうやって食べるんだよ？」

「なぜ彼らが神を食べるのか、どうやって食べるのか、どんな力を持っていたのかもいまだに謎なぞよ。まぁ一説によれば、彼らが神を食べるのは一族の本能だからとか言われているわ。でも当時の資料は最重要機密として四生楼や宮内庁が管理しているから、本当のところは分からないわ。それになぜ倒さなかったのかっていう答えは単純よ。当時の陰陽師と妖あやかしたちが手を組んで戦っても勝てないほど彼らが強かったからよ」

「そんなに強いのか！」

「ええ、四生楼や宮内庁の手からこぼれたごく僅わずかな資料や口伝から推測するとね。だから、当時の『神喰一族』は、大切に保護され、切り札として使われていたらしいわよ」

「まるで核兵器みたいな一族だな」

「その表現は分かりやすいわね」

「でも、なんでそんな凄すごい一族が滅んだんだ？」

「さぁ、それも謎ね。滅んだものずいぶん前で、一説には百鬼夜行が四生楼と同盟を結ぶさい条件として、『神喰一族』を滅ぼせと要求してきたとか、神をあまりに殺しすぎたため神々に復ふく讐しゆうされ滅ぼされたとか、色々言われているわね。今では口にするのも憚はばかられる、忘れ去りたい過去の歴史扱いよ」

「凄い一族もいたもんだな」

「でも、今はもう滅んだから、そらちゃんが最強なのよ」

　たしかに昨日のそらは強かった。

　正攻法では敵かなわないと愛め衣いと小さ夜よちゃんに思わせるほどに……。

　まぁそれ以上にあのドジっ娘こっぷりに驚いたが。




　いつもの十字路で愛衣と小夜ちゃんと別れる。

　オレとありすは高校用の校門を抜け、教室を目指す。

　二年三組。そこがオレとありすのクラスだ。

　約一ヶ月半ぶりの机にカバンをひっかけると、ぐったりと倒れこむ。

「学校に来るだけでこんなに疲れるとは……」

「まぁ信用ないからね。それに女の子にだらしないし。そんなユウキが、そらちゃんとひとつ屋根の下にいたら疑われてもしかたないわよね」

　ありすが隣の席に座って、悪戯いたずらっぽく指摘する。

「失敬な！　オレは別に女の子にだらしなくないぞ」

「…………………………………………はぁ？　本気で言ってるの？」

「いや、まぁ、ちょっとはあるかもしれないけど、男としては標準的だって！」

「それじゃちょっと心理テストしましょう。それでユウキがどれぐらい女の子にだらしないか判定します」

「よっしゃ、こい！」

「最初の質問です。あなたが道を歩いています。その道は、どんな道ですか？　一番・獣道。二番・近所の大通り。三番・まったく知らない海外の路地裏」

「一番で」

「では、その道を歩いていると花が咲いています。それはどんな花ですか？　一番・バラ。二番・たんぽぽ。三番・桜」

「う[image: ][image: ][image: ]ん、二番かな」

「最後の質問です。あなたはその花を手折ってさらに道を進みます。進んだ先に湖があります。さて、その湖はどれぐらい大きいですか？　一番・ダムぐらい。二番・海ぐらい。三番・東京ドームぐらい」

「三番かな」

「それでは結果発表です」

「ゴクリ……」

「……結果は『今日が峠ですね。この後すぐ怨うらみを買い集団暴行を受けて死亡します』」

「なんで心理テストで、死亡フラグが立つんだよ！」

「だってそう出たんだもん。ワタシの超暗黒黒魔術心理テストは当たるって評判なんだから。ワタシが病弱で屋敷で療養してた時、お世話してくれたメイドたちの間では黙って彼氏を作った娘この制裁用に使われたりするんだからね」

「それもうただの呪のろいじゃねぇ!?」

　恐れおののいていると、教室に悪友の大おお杉すぎ太た一いちが姿をあらわす。

　彼は名字と名前に『大』が入っているが背は低く、制服を着ていなければ中学生と見間違えてしまうほどだ。

　彼は体をくねらせ、嬉うれしそうにありすへ話しかける。

「おはよう、ありすちゃん。今日もキレイだね。夏休みのあいだ会えなくて寂しかったよ！」

「おはようスギくん。ワタシもスギくんに会えなくて寂しかったわ」

「おっす、おはようスギ。久しぶりだな」

「よう、優ゆう樹き。おはようさん。夏休みの宿題はやってきたか？　実はまだ解いてない問題があってさ。ちょっと見せてくんない？」

「ああいいぞ、遠慮すんなよ。オレたち友達じゃないか」

「サンキュー、悪いな」

「ああ、でもその前にこれだけは言わせてくれ」

「なんだ？」

「くたばれ、諸悪の根源！！！！」

「ぐほぉっ！」

　固く握にぎりしめた拳こぶしがスギのほほにめりこむ。

　彼は机を巻きこみ、床に倒れた。

　そんな彼の胸ぐらを掴つかみ、がくがくと揺らす。

「オマエが『わん、にゃん、ラビット』なんて変な宗教団体を作ったせいで、小さ夜よちゃんの叔父の戌いぬ威い賢けん悟ごさんこと『わん、にゃん、ラビット』の四天王の一人、『溺でき愛あいの細目眼鏡めがね』が暴走して、豪華客船からオレを荒波に落とそうとしたんだぞ！　しかも、間違って本当に落ちて、残りの夏休みを無人島でサバイバル生活するはめになったし！　オマエのせいで、オマエのせいで[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

「お、落ち着け！　なんだよ、その『わん、にゃん、ラビット』って!?　宗教団体？」

「とぼけんな！　ネタはあがってんだよ！　賢悟さんが、『わん、にゃん、ラビット』の教祖は、身長を気にしているって言ってたんだよ！　城南中学・高校で身長を気にして、そんなアホなモノを立ち上げるのはスギしかおらんだろうが！　オレの目はごまかされんぞ！」

「身長のことは言うな！　だから知らないって！　なんでそんな怪しげな団体を立ち上げないといけないんだよ!?　いいかがりだ！」

「……本当か？」

「ああ、俺おれたちの友情に賭かけて絶対だ！」

　スギはオレの睨にらみつける視線に目をそらさず真っ向から否定する。

　冷静に考えてみれば、ヒントは『城南中学・高校に通い身長を気にしている人間』だけだ。

　男子なのか、女子なのか、高校生なのか、中学生かも分からないあやふやなヒントだ。

　なのにスギを疑ったのは早計だったかもしれない。

　頭が冷えると急に自身のおこないが恥ずかしくなる。

　つまりオレは親友を疑い、激情にまかせて殴り、言いがかりをつけていたってことか。

　スギの胸ぐらから手を離し、手を合わせて頭を下げる。

「ご、ごめん！　勘違いで殴っちまって！　本当にすまん！」

「フッ、気にすんなよ。疑いが晴れただけで十分さ。俺おれたち親友だろ？」

「スギ……」

「ほれ、仲直りの握手」

「ああ、オレたち一生親友でいような」

「もちろんさ」

　ありすはそんなオレたちへ向かって手を叩たたく。

　それに釣られて一部始終を見ていたクラスメイトたちが、温かな拍手を惜しみなく送ってくれた。オレは感極まり赤くなった目元をふってごまかす。

　クラスって、友達っていいな！

「み、みなさ～ん。席についてください」

　おどおどした態度で担任の赤あか川がわまゆ美みが、出席簿と学校教育マニュアルを胸に抱え教室へ入ってくる。

　彼女は今年初めてクラスを受け持つ若い女教師だ。

　野暮ったい眼鏡めがねをかけ、髪を三つ編みにした地味な女性だ。しかし、背は低いくせに胸は隠しようがないほど大きく。それが恥ずかしいのか服も地味なモノを選んで着ている。

　睦月むつきさんみたいないかにもできるお姉さまも好みだが、こういう守ってあげたくなるお姉さまもアリだと思う。

　そんな彼女は壇上にあがると、席についた生徒たちの顔を見回す。

「みなさん夏休みはどうでしたか？　ちゃんと宿題はやってきましたか？」

　その問いにクラスメイトたちは適当な返事をする。

「今日はショートホームルームを始める前に転校生を紹介しますね。ど、どうぞ入って来てください」

　隣の席に座るありすが、話しかけてくる。

「この時期に転校なんて珍しいわね」

「オマエが言うなよ。転校生」

「てへ☆」

　そして、教師に呼ばれて一人の女性が入ってくる。

「「!?」」

　彼女は壇上にあがると白く細い指で、チョークを掴つかみ黒板に名前を書く。




『倉くら田たそら（旧姓：千ち影かげ）』




「初めまして。今日から同じクラスになる倉くら田た優ゆう樹きの妻、倉田そらと申します。みなさんよろしく――」

　オレは頭を下げ挨あい拶さつをするそらの腕を掴つかむと、廊下へ連れ出す。

　廊下に人影はなく、二人っきりで話ができた。

「どうしてここにいるんだよ！」

「ゆうくんと同じ学校に通いたくて転校してきたんだよ。驚かせようと思って黙ってたんだ。だから朝お義か母あさまと一緒に職員室で担任の先生とかに挨拶するため、ゆうくんと一緒に学校へ行けなかったんだよ。ね、どう、驚いた？」

　そうか。だから朝、母さんもそらも家にいなかったのか……けど、

「おまえの登場より、倉田姓を名乗ったほうが驚いたわ」

「やったー♪　大成功だね！」

「ああ、そうだね。手段は違ったが、目的は達成できてよかったね。だから帰れ！」

「ゆうくん、何言ってるの？　そら転校してきたんだよ。まだ帰る時間じゃないよ？」

「ぐっ、そうだった」

　突然の展開が続いて脳みそが付いてこない。

「それよりねぇねぇどう、制服似合ってるかな？」

　言われてあらためて頭から、爪つま先さきまで視線を走らせる。

　アゴ先まで伸びたややクセっ毛がある髪。長いまつげと赤ん坊みたいにきめ細かい肌に、ふっくらした桃色のほほ。白を基調とした高校の制服の上からでも、肉感的、重量感を容易に想像させる豊満な胸元。そのくせ腰は抱き締めたら折れそうなほど細く、スカートから伸びる健康的な素足はむしゃぶりつきたくなるほど魅力的だった。

　男子一千万人にアンケートを採ったら、間違いなく全員が似合ってると回答するだろう。

　けど、オレは素直に『似合っている』と言うのが照れ臭くて適当にごまかす。

「似合っていないのかもしれないことはないと思わなくもないけどそれはまたべつなのかもしれないと思うわけではない」

「えっ？　え？　つまりどういうこと？　似合ってるの？」

「好きに解釈すればいいだろ」

「じゃぁ褒められたことにするよ。えへへへ、ゆうくんに褒められちゃった」

　そらは本当に嬉うれしそうにその場で回る。

　短いスカートがふわりと広がり、彼女のはいている下着がみえそうになる。

　オレは慌ててそらに注意した。

「バカ！　そんな動いたら見えちゃうだろうが！」

「何が見えるの？　幽霊とか？」

「なんで昼間っから幽霊が視えるんだよ。じゃなくて、そんな動くと下着が見えるから止めろって言ってんの」

「あはははは、大丈夫だよ。見えたりなんてしないよ」

　オレの指摘をそらは自信たっぷりに一いつ蹴しゆうする。

（いくら彼女がドジっ娘こでもスカートをはき慣れた女子だけに、そういうギリギリラインを熟知しているってわけか）

「だって、今日は下着はき忘れちゃったから、絶対に見えたりなんかしないよ」

「それは下着以上にやばいじゃねぇか！」

「ゆうくんふうふうん、ほっぺた痛いよほおへえふあふいふあふいほお」

　オレは慌てて彼女の肩を掴つかみ止めると、ほほを掴みぐにぐに動かす。

　後で愛め衣いか小さ夜よちゃん、ありすに頼んで下着を買ってきて貰もらおう――と、固く心に誓った。

　オレはそらのほほを解放すると。彼女に指摘する。

「とにかくクラスのみんなが誤解するから『倉くら田たそら』って書くのは止めてちゃんと本名を書け。分かったか？」

「いたたた。う、うん、分かったよ。ゆうくんがそういうなら書くよ」

「返事だけはいいんだよな」

　溜ため息いきをつきながら、再び教室へと戻る。

　クラスメイトたちの視線が一斉に集まるが、それに耐えながら席へと座った。

『倉田そら（旧姓：千ち影かげ）』の脇わきに、『千影そら』と書いた。

（そらのヤツ、その脇のを消して『千影そら』って書けよな）

　オレが席に座り、彼女の行動に憤っていると生徒代表として親友のスギが質問してくる。

「えっと、そらちゃんと優ゆう樹きって結局どういう関係なんだ？」

「あー、ごほん。その話をすると長くなるんだが、彼女の本名は千影そらで、母の友人の娘さんなんだ。で、子供のころ一緒に遊んだことがあって、その時、ごっこ遊びで結婚式の真似事をしたらしいんだよ。ほら子供の遊びで――」

「妻です」

　必死に言いわけしているのを無視して、太陽も裸足で逃げ出す元気はつらつな笑顔でそらが断言する。

「そらはゆうくんの妻です。来週の土曜日に教会で結婚式を開くからよかったらみんなも来てください。詳しい場所はあとでお伝えしますので」

　こっちがごまかそうとした矢先、彼女はあっさりと爆弾を投下する。

　クラスは北極地下に氷づけになったマンモスみたいに静まる。

　最初に口を開いたのはスギだった。

「そうか……優樹の妻か。愛衣ちゃん、小夜ちゃん、ありすちゃんと毎日キャッキャウフフをしていたのに、実は優ゆう樹きは妻帯者だったのか……」

「お、おいスギ。落ち着け、オレがまだ結婚できる歳じゃないって知ってるだろ？　あれはあくまでそらが勝手に言ってるだけで――」

「『わん、にゃん、ラビット』スタンダップ！！！」

　がたがたがた！

　スギの掛け声と共に、オレとありす、そら、担任以外のクラスメイト全員が突然お面を被かぶり立ち上がる。

　そのお面は『猫、犬、兎うさぎ』とばらばらだった。

「敬けい虔けんなる信者たちよ、そこにいる悪魔を縛り上げるのだ！」

「す、スギ!?」

　彼から一瞬目を離すと、いつのまにか服装が軍服に変わっていた。

　制帽を被り、黒のかっちりとした上着にはいくつもの勲章をぶらさげている。腕には赤い腕章。腰のベルトには銀色の短剣がぶら下がっている。彼はツルツルとした仮面を被り真ん中に大きく赤い塗料で目玉が絵が描かれていた。

　その手には乗馬用のムチが握にぎられていた。

　オレはそんなスギを睨にらみ付つける。

「やはり貴様が『わん、にゃん、ラビット』の教祖だったのか！　ってかクラスメイト全員信者かよ！」

　どうやらそのお面が、信者たちが信奉している対象をあらわしているらしい。

　恐らく猫は愛め衣い。犬は小さ夜よちゃん。兎はありすを表しているのだろう。

「いかにも。我こそは偉大なる指導者にして、『わん、にゃん、ラビット』の教祖である！　さぁ信者たちよ。我らが女神を欺いた、その悪魔を縛り上げるのだ!!」

　スギの指示で数人の男子に押し倒され、手足を縛られる。

「スギさん！　オレたち親友だよね？　友情は永遠だよね、ねッ!?」

「友情？　はッ！　そんなもの本気で信じてたのか？　まるでハチミツにハニーを混ぜたように甘く間抜けな男だな！」

「ちくしょう！　そういうオチだと思ってたさ！　てかハチミツもハニーも意味一緒だよバカー！！！」

「止めて！　ユウキに酷ひどいことしないで！」

「ありす！　あぁ、ありす！　ありすなら、オレを助けてくれるって信じてたよ！」

　彼女は男たちを押しのけ、縛った結び目をほどき始める。

　そして側に立っている男子生徒たちに怒りながら、縛り方の指導を始めた。

「ただ手首や足首をヒモで巻いただけじゃダメよ。ちゃんとその後、手足のあいだをヒモで巻いて縛らないと。そうしないと簡単にはずれちゃうのよ」

「あれ!?　助けてくれるんじゃないの!?」

「普通の酷ひどいことじゃ最近物足りなくて。ユウキ……あぁ、ユウキ。その困った顔、最高にいいわ。うふふふ、本当にあなたっていい顔するわね」

「変態だー！！！」

　ダメだ！　ありすじゃダメだ！

「そら！　助けてくれ！」

「千ち影かげそらさん、これは倉くら田た優ゆう樹きをある意味奉る重要な儀式のため、妻として邪魔をしないでいただきたい」

「え？　えぇ!?　そうなの？　ゆうくんって人気者なんだね。そら知ってるよ、カラフトって言うんでしょ？」

「それを言うならカリスマだろ！　っていうか、処刑されそうなカリスマってなんだよ!?」

　そらはあっさりとスギに丸めこまれる。

　くそ！　これだから天然モノは！

「静粛に！　静粛に！　これより緊急に『わん、にゃん、ラビット』宗教裁判をおこなう！」

　スギは乗馬用ムチで机を叩たたきうながす。

　兎うさぎのお面を被かぶった女生徒が、彼に巻物を手渡す。

「今回の被告人・倉田優樹は、中等部のビューティフル・オブ・ビューティフル猫ねこ柳やなぎ愛め衣い、天然記念物保護対象大和撫子なでしこ・戌いぬ威い小さ夜よ、お茶目美人お嬢さま・兎うさ月つきありすにチヤホヤされかつキャッキャウフフをしているのにもかかわらず、さらに千影そらなる地球人類がいまだ目にしたことがないほどの天然爆乳を手て籠ごめにしあまつさえ妻と自称させるその行為は、神への冒ぼう涜とくであり絶対に容認できない重罪である。よって『わん、にゃん、ラビット』教祖にして指導者の名の下もと、この悪魔に鉄てつ槌ついを下すことは神意であり、かつ権利だと断言する！」

『異議なし！！！』

　スギは巻物を放ほうり投げ、嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべる。

「さぁ早く十字架に張り付けろ！　その足下に神木を組み上げるのだ！　そして正義の火を放ち、あの悪魔を地獄の底へと送り返せ！！！」

　スギの声に従い信者たちは早々に動き出す。

　ある者は机から薪まきを取り出し、ある者たちは廊下から十字架を引っ張りこんでくる。

「なんでおまえたちはそんなモノを新学期早々学校にもちこんでるんだよ!?」

　ダメだ！　奴やつらは本気で火刑を実行するつもりだ！

　オレは最後の希望にすがる。

「先生！　先生助けてください！　学級崩壊です！　盗んだバイクで走り出すどころか、怪しげな宗教に両足つっこんで崖がけからダイブしかねない勢いですよ！」

「はわわわぁ。生徒が宗教裁判を始めた場合の対処！　生徒が宗教裁判を始めた場合の対処！！！」

　担任の赤あか川がわまゆ美み先生は、手に持っていた学校教育マニュアルのページを必死になって捲めくり、対処の方法を探していた。

「そんなレア中のレアケース載ってるはずないでしょうが！」

「あった！」

「あったの!?」

　いったい日本の教育現場に何がおこっているんだ？

　担任はページを読み返し、確認すると顔を上げ息を吸いこむ。

　いったいマニュアルにはなんて書かれているんだろう？

　それが白日の下もとにさらされる。

「ふぁ、ファッ○！　この腐れファンキー共！　はしゃいでるとマグナムでケツ○○○がばがばにすんぞ！」




　し―――ん……




　騒いでいた生徒たちは、一瞬で静まりかえる。

「あの、えっと、その……み、みんな元気なのはいいけど。あまりハメをはずしてはダメですよ。そ、それじゃ、千ち影かげさんは兎うさ月つきさんの前の席が空いてるからそこに座ってくれるかしら」

「は、はひ！」

　そらは怯おびえた表情で素直に指定された席へと向かう。

　他ほかのクラスメイトたちもお面をとり、怯えた表情でそれぞれの席へと座った。

「そ、それじゃ体育館に移動してくださいね。それではショートホームルームを終わります。日直さん」

　その一言に規律の取れた軍隊のように体育館へ移動するため廊下へと並ぶ。

　って言うか、いい加減オレの縄をとってほしいんだけど……。

「床、冷たいな……」

　オレの新学期は縄で縛られほこりっぽい床に這はいつくばるところから始まった。





　◇






「なるほど、そんなことがあったのですか」

「だから、優ゆう樹きは朝と違ってボロボロだったのね」

　始業式のため午前中で学校は終わり、ありすに頼んでそらの下着を買ってきて貰もらい彼女にはかせる。そして愛め衣いと小さ夜よちゃんと合流して帰宅していた。

「ところでもう一つ気になることがあるんですが、よろしいでしょうか？」

「あー……できればそのままスルーして欲しいんだけど」

「どうしてそらさんが制服を着て、優兄さんと腕を組んでいらっしゃるんですか？」

「小夜ちゃん、人の話はちゃんと聞こうよ！」

　小夜ちゃんの口調はとても穏やかだったが、なぜか背後に燃えさかる阿あ修しゆ羅ら像がはっきりと見える。

　オレが困っていると、そらが相変わらず空気を読まず地雷を踏み抜く。

「だってゆうくんが腕を組んでいいって言ったんだよ」

「!?　優兄さん！」

「ち、違うよ！　正確には手を繋つなごうって言ったんだよ！」

　だって、そらは放ほうっておくと壁に激突したり、すぐに迷子になる。

　しかたなく慣れるまでは手を繋いでやることにしたんだが、彼女は手どころか腕を掴つかんで放さないのだ。

「な、なら私も腕を組みます！」

「はぐぉ!?」

　言うか早いか、小夜ちゃんはそらと反対側の腕に抱きついてくる。

　制服越しに中学生にしては大きすぎる胸を押し付けられる。

「だ、ダメぇ！　ゆうくんはそらの旦だん那なさまなんだから！」

　と、さらにそらが規格外の人類史に残るほど大きな胸を押し付けてくる。

「うごぅふぅ!?」

　そして二人は胸を押し付け合い、どちらが妻に相応ふさわしいか言い合いを始める。

　言葉を交わすたびに胸はさらに押し付けられ、はさまれる。

　右腕に天国、左腕にも天国。天国づくしに膝ひざが笑い始める。

（落ち着け！　このおっぱいは年上のお姉さまのではなく年下と同級生のおっぱいだ！　そんなおっぱいごときでこのオレが喜ぶとでも思ったか!?）

　しかし体は正直で、目元や口元がだらしなくなるのが止められない。

　だが、そんな歓喜も背後から聞こえてきた呪じゆ詛そにロウソクの火のように吹き消される。

「なによそんないやらしい顔してそんなにおっぱいがいいの？　このおっぱい星人ッ。あんなの脂肪の塊じゃない。もげてしまえッ。むしろ液体窒素かけるわよこのダメ人間ッ」

「め、愛衣さん？」

「なによ」

「落ち着いてくれ。人間冷静さを失ったらお終しまいだぞ？」

「分かってるわよ。別にわたしは冷静よ」

　口調は乱暴だが、目には理性の光がちゃんとある。

　どうやら本当に冷静みたいだ。

「ところで優ゆう樹きは簡単な完全犯罪のやりかたって知ってる？　深夜、誰だれにも見付からず山か海に人を運んで埋めるか、沈めればいいのよ。死体がでてこない限り警察は捜査してくれないから。年間の行方不明者の列に誰にも泣いてもらえない人が加わるだけで終わりなのよ？」

「冷静すぎるよ！」

　当分は月の出ていない夜道を一人で歩かないようにしよう、と堅く心に誓った。

「ぷぷぷ、楽しい。楽しすぎるわ。ユウキの怯おびえ顔、ユウキの泣き顔、ユウキのひ・め・い♪　ああぁ[image: ][image: ]もう最高♪」

　そしてありすは自分で自分の体を抱き締め、心底楽しげな悶もだえ声をあげる。

　誰か助けてください……。





　◇






　間に流れる冷たい空気に震えながらも四人で一緒に歩き、家に寄らずまっすぐ喫茶店を目指す。

　今日の昼飯は『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』で食べる約束だったためだ。

　なぜか『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』のドアノブには、『ＣＬＯＳＥ』の看板がぶら下がっていた。

　てっきりもう店を開けていると思ってたんだが……。

　二階の猫びよう桐どう家の居間にあがる。

「ただいまー……って、何してんの茜あかねおばさん、母さん」

「おばさん呼ぶなって言ってんだろ！」

　茜さんが拳こぶしを振り下ろしてくる。

「あまい！　真剣しらはどり！」

　オレは彼女の拳をすんでのところで掴つかんだ。

「ふっふっふっ、いつまでも殴られてばかりだと思うなよ茜おばさん。さぁ自分の歳を自覚して素直に受け入れ――ぼぐほぉ!?」

「ボディーががらあきだよボディーが。で、あたしは何を自覚すればいいんだって、うん？」

　オレは殴られたみぞおちを押さえながら、命いのち乞ごいをするように告げる。

「わ、若く、美しい姿を自覚してほしいと言ったのです茜お姉さま」

「よし、分かればいいんだ分かれば」

「あらあら、ゆうちゃんと茜あかねちゃんの小芝居を見るとようやく日本に帰ってきたと思えるわ」

「どんな実感それ？　ってか、二人はいったい久遠くおんに何をしているのさ」

　殴られたみぞおちをなでながら指摘する。

　母さんや茜さんと一緒に留守番をしていた狐きつね火び久遠はなぜか小悪魔風ふうメイド（眼鏡めがね付き）の格好をしていた。

　黒いメイドカチューシャには角が生え、シルバーアクセサリーの十字架が揺れるたびに光を反射する。黒縁のおもちゃの眼鏡を付け、着ているメイド服も黒のフリルを使い、背中にはコウモリの羽が生えている。黒のぴったりとしたタイツが子供っぽさを演出するが、逆にそれが背徳的で禁断な雰囲気を強調し醸し出している。

「久遠ちゃんがあまりに可愛かわいかったからお着替えしてもらったの。ね、このメイド服、すっごく似合ってるでしょう？」

「お着替えって……たしかに可愛いけど。いやがったりしたんじゃないの？　おもちゃにされて」

「そんなことないわよ。久遠ちゃんも嬉うれしいわよね？」

　母さんは久遠を抱き締める。

　彼女は口元をゆるめてこくりとうなずいた。

　まぁたしかに嫌がっている風には見えないけど……。

「だからって着せ替え人形にするなよな。愛め衣いたちもそう思うだろ？　おもちゃにするのは……あれ？」

「はい、久遠ちゃん、そうぺたんと座ってちょっとアゴはあげて、そうそう。眼鏡をちょっとずらして」

「……こう？　ありすお姉ちゃん？」

「そうそんな感じ。すっごくいいわよ」

「くーちゃん、可愛いです♪　まさに朱しゆ唇しん皓こう歯しです。あっ、目線こっちにもください」

「久遠、ちょっと動画撮っていいかしら」

「……別にいいです」

「ふあぁぁ、久遠ちゃん可愛いね。そらもこんな可愛い妹欲しかったんだよ。あっ、こっちにも視線もらっていいかな？」

　愛衣、小さ夜よちゃん、ありす、そらの女性陣は携帯カメラで小悪魔風メイド（眼鏡付き）久遠を撮り始める。

「なんでミニ撮影会とか始めちゃうの!?」

「久遠ちゃん、ちょっとそろそろその服はだけてみましょうか。大丈夫、そういう変な意味じゃないから」

「ツッコミを無視すんな！　あとありす！　何言い出すんだよ！」

　オレは鼻息荒くなったありすを止める。

　さすがに久遠くおんも怯おびえて立ち上がり、彼女から距離を取る。

「なにやってんだよみんなして！」

「すみません優兄さん、あまりにくーちゃんが可愛かわいくてつい。てへ♪」

「ゆうくん、こんな可愛い女の子がいたら写真撮りたくなるのはしょうがないことなんだよ」

「いいじゃない写真ぐらい。ねぇ、久遠」

「……（こくり）」

「まぁ久遠がいいならそれでいいけど……それより小さ夜よちゃん、母さんに話があったんじゃないの」

「そうでした！　私としたことが」

　オレと小夜ちゃんはソファーに腰掛ける母さんの前に並んで正座する。

「どうしたの二人ともあらたまっちゃって？」

「静鶴しづるさん、昨日の件についてお話があるのですがよろしいでしょうか？」

「昨日の件？」












　母さんは首を傾かしげる。

　これは完全に忘れている表情だ。

「昨日、来週の土曜日までにそらと勝負して勝ったら今回の結婚話はなしにするって言っただろう？」

「あ～、ああ！　そんなこと言ったかしら？」

　さすがオレの母親！

「いやね、冗談よ。冗談。ちゃんと覚えているわよ。で、小さ夜よちゃんと一緒に並んで座ってるってことは……」

「はい、私、戌いぬ威い小夜が優兄さんを賭かけてそらさんと勝負いたします！」

「勝負を申し込むってことは、ゆうちゃんは勝負で勝った人と結婚するってことでいいのよね？」

「それってそらとは結婚したくないってこと!?」

　そらは背後からはち切れんばかりの爆乳を後頭部に押し付けながら尋ねてくる。

「スイカがひとつ、スイカがふたつ。バケツプリンがひとつ、バケツプリンがふたつ。もったいないお化けが……いや、でも、しかし……くッ」

「優兄さん……？」

　殺気！

「ハイ、ソウデス。ソラトハ　ムジョウケン　デハ　ケッコン　デキマセン」

　気付けば本能的に答えていた。

「そ、そんな、ゆうくん信じてたのに……」

　そらはオレから手を離すと、その場に泣き崩れる。

「そらちゃん、泣くのはまだ早いわ。そらちゃんが勝てば、ゆうちゃんがどんなにイヤがっても夫婦になれるわ。一緒に生活を始めれば、ゆうちゃんもすぐにそらちゃんの良さに気付いてメロメロになるわよ」

「は、はい！　そうでした！　そ、そら頑張ります！」

「何言ってんだよ、母さん。それで、勝負って何をさせるつもりなんだ？」

「そうね……料理対決なんてどうかしら？　まだお昼ご飯作ってないし」

「料理勝負!?　昼飯作りをさぼる口実か!?　というか、まだ昼飯作ってなかったのかよ。二人ともいったい今まで何をしてたんだ？」

　その指摘に茜あかねさんは苦笑いで頭を掻かく。

「いやぁ～あまりに久遠くおんが可愛かわいくて色々着せたらすっかりお昼忘れてさ」

「店も開けずに何してんの!?」

「久遠に可愛い衣装を着せて遊んでた！」

「いばるな！」

　怒鳴ると同時に腹の虫が反乱の雄お叫たけびをあげる。

「なら料理対決で決まりね。ゆうちゃん、何が食べたい？」

「そこでオレにふる？」

　小さ夜よちゃんとそらの視線がそそがれる。

　ちょうどテレビの再放送旅番組で、岩手の芋煮会が放送されている。

「えっと、じゃぁ……秋には早いけど、テレビの芋煮が美う味まそうだから、芋煮で。あれなら大人数分でもすぐ作れるだろ？」

「芋煮ですね。分かりました！　優兄さんのために粉骨砕身で作りますね！」

「そらも、が、頑張ります！」

　小夜ちゃんは自信たっぷりに、そらは健気に胸の前で握にぎり拳こぶしを作り奮起する。

　そんな彼女たちに茜あかねさんが細かい指示を出す。

「なら一階の厨ちゆう房ぼう使っていいよ。あそこなら広いし、お互いの料理の邪魔にはならないだろう？　材料は家庭用の冷蔵庫に入ってるし、調理器具も勝手に使っていいから」

　小夜ちゃんとそらは、返事をすると一階の厨房へと向かう。

「大丈夫かな……二人ともケンカとかしないかな」

「心配なら監視してくれば？」

　ありすが無責任に指摘する。

「まぁそうだな。一応、様子を窺うかがうぐらいはしてくるか」

　言い争いが発展して包丁を飛ばしあう姿なんてみたくないからな。

「たしかにそういう修しゆ羅ら場ばはちょっと品がないわね」

「……ありすさん。人の心を読むの止めてくれないか」

「けふぁん☆」

「どんな反応だよ!?」

　オレはツッコミを入れつつ、二人の後を追った。




　一階に下り、厨房を覗のぞく。

　そらの姿はなく、小夜ちゃんは家庭用の冷蔵庫に入っていた材料を出し終わり、中央のステンレステーブルに並べ調理を開始していた。

　小夜ちゃんは制服の上からピンクのエプロンに袖そでを通していた。

「優兄さん、どうかなさったんですか？」

「ちょっと様子を見に来ただけ。そらは？」

「お手洗いに行ってらっしゃいますよ。うふふ、私を心配して来てくださったんですね。嬉うれしいです。けど、大丈夫ですよ。きっと静鶴しづるさんが満足する芋煮を作ってみせますから」

　小夜ちゃんはぐっと拳を握り意気込む。

　まさか二人が包丁を投げ合う修しゆ羅ら場ばにならないよう見張りに来たとは言えない。

　オレはなるべく自然な笑顔で返事をする。

「勝負は置いといて、美お味いしい芋煮を期待してるよ」

「はい、任せてください！　あれ、優兄さんシャツのボタンが取れそうですよ？」

「えっ、そう？」

「ちょっとそのままジッとしててくださいね。すぐに縫いますから」

　小さ夜よちゃんは制服のポケットから携帯裁縫セットを取り出す。

　こういう物を持ち歩いているのが、小夜ちゃんらしいよな。

「……あれ、糸が切れてました。くぅーん……」

「そうなの？　じゃぁ後でいいよ。それより芋煮を頑張って作ってよ」

「いいえ、大丈夫です。糸に代わる物がありますから」

　彼女は小さな鋏はさみを取り出し、自身の長い黒髪を一本だけ切る。

「さ、小夜ちゃん？」

「髪は意外と丈夫で長持ちするので、糸の代用として使えるんですよ♪」

　止める暇もなく、彼女は針に髪の毛を通すとシャツの第一ボタンを縫い始める。

　家庭的な小夜ちゃんはすぐに直してくれた。

「はい、できましたよ」

「あ、ありがとう小夜ちゃん」

　質量的にはほとんど変わらないのになぜだろう。凄すごく重くなった気がするのは……。

「う[image: ][image: ]ん、でも第一ボタンだけ糸が黒というのは見栄えが悪いですね。いっそのことボタンの糸を全部黒くしましょうか」

「いや、別にそこまでしなくても」

「手間はたいしてかかりませんから、遠慮しないでください♪」

　言うが早いか小夜ちゃんはボタンを次々と千切っては、鋏で切った黒髪で縫い直していく。

「優兄さん、私頑張って美味しい芋煮を作りますからね」

「あ、うん。応援してるよ」

　チクチク、と針が的確に動く。

「そらさんに優兄さんは絶対に渡しませんから」

　ブチ！　チクチク。

　ボタンを千切り、黒髪で縫い直す。

「絶対に、誰だれにも、優兄さんを渡したりしませんからね」

　ブチ！　チクチク。

　最後のボタンを縫いながら、呟つぶやく。

　彼女の瞳ひとみは瞳どう孔こうが完全に開き、手元ではなくどこか遠くを見つめていた。それでも手は機械のように正確に最後のボタンを縫いつける。

　背筋に冷たい汗が流れた。

「はい、できましたよ♪」

　全部で三分もかからず縫い直してしまった。

　彼女は犬の尻尾しつぽがあったらパタパタ揺れるほど喜びの表情を浮かべる。

「優兄さんのお役に立てて嬉うれしいです」

　お役にというか……呪のろいをかけられた気分だが……。

　それを素直に口にするほどの勇気はなく、ぎこちない笑顔でお礼を言う。

「あ、ありがとう。あはは……やっぱり小さ夜よちゃんはすごいね。お礼になにか手伝おうか？」

「いえ、大丈夫ですよ。料理は任せてください！　あっ、でもひとつだけお願いしてもいいですか？」

「遠慮なく言ってよ。オレにできることならなんでもやるよ」

　彼女は口元を恥ずかしそうに隠しほほを染め、モジモジしながら遠慮がちに告げる。

「えっとですね……犬いぬ神がみ一族は好きな人に頭を撫なでられるのがとても嬉しいとお話ししましたが、さらにその上をいく箇所があるんです」

「つまり、頭を撫でられるより嬉しいところがあるってこと？」

「はい。図ずう々ずうしいとは思うのですが、優兄さんにその箇所を撫でて欲しいのですが……」

「それぐらいお安いご用だよ！　それでその箇所ってどこ？　背中、それともアゴの下とか？」

　その問いに小夜ちゃんはステンレスの上に横になると、真まっ赤かな顔でスカートをたくしあげる。

　城南中学の制服は、ワンピース型のセーラー服になっている。

　スカートを捲まくれば下着が見えるのは自然の摂理。

「ぐふっ！　ちょ、ちょッ！　小夜ちゃん!?」

　思わず鼻を手で押さえる。それほどの破壊力を秘めているからだ。

　目に眩まぶしいほどの白い肌。折れてしまいそうな足首に、程よい肉付きの太ふと股ももが恥ずかしそうに擦すりあう。その動きは男のリピドーを直接掴つかんで揺さぶるほど刺激的だった。

　今日の小夜ちゃんの下着は、なんの変哲もない無地の白だ。

　だが、逆にその清純な色と積極的行動が絡み合い、強烈な色気を溢あふれさせる。

　そして注目すべきは小夜ちゃんのお腹やおへそだろう。

　細い腰と可愛かわいいおヘソが、個人的にはヒットする。

　腰からお尻しりにかけて描く女性独特の曲線、羞しゆう恥ちで桜色に染まった素肌、アクセントをつけるように存在するくぼんだおヘソに一種異様な興奮を覚える。今すぐ肌がふやけるまでなめ回したい！　と原始的欲求が脳髄を駆け抜けたが、ぐっと堪こらえる。

「犬いぬ神がみ一族は好きな人に頭より、お腹を撫なでられるのが無上の喜びなんです。犬は寝ころがって主人にお腹を見せますよね？　あれは絶対の服従と隷属を意味するんです。だから、私のお腹を、優兄さんの手で、直接なでなでしてください……」

「わ、分かったよ。お礼だもんな。だから、撫でないといけないよな」

　汗ばんだ無骨な男の手が、小さ夜よちゃんのお腹にふれる。

　彼女の張りがあるしっとりとした肌が、手にすいついてくる。

　手のひら全体を使って撫でた。

「んッ」

「ご、ごめん！　痛かった!?」

「い、いえ気持ちよすぎて、つい、声が出てしまって……」

　恥ずかしそうに口元を隠しながら呟つぶやく。

　血液が脳みそに集まりすぎているのかくらくらする。

　手のひらを再び動かす。

　さわさわ、なでなで。

　小夜ちゃんのお腹を手のひらが這はい回まわる。












「ふぁっ、んんぅ……ゆ、優兄さん……」

　鼻にかかる甘い息。ダメだもう我慢できない！

「さ、小さ夜よちゃん！」

「優兄さん！」

　オレは寝そべる小夜ちゃんにおおい被かぶさろうと――

「……何してるのゆうくん、小夜ちゃん」

　よく冷えた金属みたいな硬い声。

　お手洗いから戻ってきた千ち影かげそらが、入り口に立っていた。

　おおい被さる途中で動きを止めたオレは慌てて小夜ちゃんから距離を取る。

　彼女もいそいそとテーブルから下りた。

「いや、これは、そのなんというか……」

「ゆ、ゆうくんのエッチ！　ゆうくんのロボコン！」

「それを言うならロリコンだろ！　っていうかオレはロリコンじゃないし！」

「あぅ！」

　オレはそらの言葉についツッコミを入れ、おでこにデコピンする。

　彼女はその拍子に尻しり餅もちをつく。

「あいたたた……じゃあゆうくんがお腹撫なでてたのは何で？」

「そ、それはほら頼まれたからというか、頭を撫でる代わりにお腹を撫でていたというか……」

　歯切れ悪く口ごもっていると、そらが勝手に解釈し立ち直る。

「そっか、頑張ってる小夜ちゃんを励ましてたんだね！　じゃあそらも頑張るからお腹撫でて、ゆうくん」

　そう言ってそらがスカートをめくる。

「いや、高校の制服はツーピースだからスカートめくってもお腹は出ないだろう……というか、なんでお前Ｔバックなんてはいてるんだ!?　それも色は黒だし！」

「え、だってありすちゃんがこれをはけば、ゆうくんが喜ぶって言ってたから！　ね、どう、嬉うれしいかなゆうくん？　大人おとなっぽいでしょ」

　爆乳の抜群のスタイルに、Ｔバック……思わず前屈みになってしまう。

　くそ、ありすめ、替えの下着を任せたら選んだのはこれか！　実にいい仕事してるな、ごちそうさまです！

「……優兄さん、何がいい仕事なんですか。何がごちそうさまなんですか!?」

　横からの小夜ちゃんの視線が冷たくて痛い。

　というか、だから何でオレの考えていることが分かるんだよ!?

「と、とにかく二人とも頑張って！　オレは向こうで待ってるから！」

　オレはそう言ってごまかすように居心地悪くなった厨ちゆう房ぼうを出て、みんなが待つ部屋へと戻った。





　◇






　両者の芋煮ができる。

　まず初めに小さ夜よちゃんが作った芋煮が人数分テーブルに並ぶ。

「おぉ～美う味まそう」

「それじゃいただきましょうか」

　母さんの声に小夜ちゃんとそら以外が、手を合わせる。

『いただきます！』

　箸はしを手にして、さっそく口をつけしょうゆ味の汁をすする。

　うん、美味い。

　前に一度、秋に賢けん悟ごさんや茜あかねさん、愛め衣いや小夜ちゃんと一緒に川に芋煮に出かけた。

　そのとき小夜ちゃんがこうして芋煮を作ってくれたっけ。

　大人おとなたちは手伝いもせず酒を飲んでたな。

　そんな懐かしい思い出を振り返り、ほくほくの里芋をかじる。

　ねっとりとした感触。

　噛かみしめると里芋の甘さとしょうゆ味の汁が重なり合い舌の味覚を敏感に刺激してくる。

「うん、凄すごく美お味いしいよ。でもこれ前に作ってくれた芋煮より美味くない？」

「今日はちょっと工夫をしてみたんです」

「工夫？」

「今回は二種類の牛肉、肩バラ肉とモモ肉を使って、さらに牛骨で出汁をとったんです。ですから歯ごたえが違う味が楽しめますし、いつもより味に深みが出ているんですよ」

「なるほどね。カレールーを複数使って味に深みを出すのと似てるかも」

　さすが小夜ちゃん。

　こんにゃくもちゃんと手で千切ってあり、味が染みて泣けるほど美味い。

　母さんやみんなの評判もよく、すぐにお椀わんは空になる。

　やっぱり彼女の勝ちで決まりか。

「それじゃ次はそらちゃんの番ね」

「そら、ゆうくんのために頑張って作りました！」

　断熱材の上に置いた鍋なべのフタを取る。

　だが、その鍋に入っていたのは――

「あれ、でもこれって味み噌そ汁しるじゃね？」

　芋煮は牛肉、長ネギ、こんにゃく、そして里芋をしょうゆで味付けた鍋なべ料理だ。

　でも、ミソで味を付けてしまったらそれはもう別の料理じゃないのか？

　小さ夜よちゃんは勝ち誇ったように微笑ほほえむ。

「どうやらそらさんは芋煮をご存じなかったようですね。別の料理を作ったのでしたら、この勝負は私の不戦敗――」

「いいえ、これはちゃんとした芋煮よ」

　母さんが勝ち誇る小夜ちゃんのセリフをさえぎる。

　さらに久遠くおんが補足の説明を加えてくれた。

「……小夜お姉ちゃんが作ったのは俗に言われるすき焼き風ふう芋煮。芋煮と言われて真まっ先さきに思いつく、元祖山形風。そらお姉ちゃんの作った芋煮は、宮城県で広く作られる芋煮。山形風とは違って牛肉ではなく豚肉を使用し、しょうゆではなく仙台味み噌そで味付けをするから『豚汁風芋煮』と呼ばれている」

「久遠ちゃんは物知りね。おばさん驚いちゃった」

　母さんは、いまだ小悪魔風メイド姿の久遠の頭をなでる。

　久遠は照れ臭そうにぼそぼそと告げる。

「……子供のころお父さんの書斎でいっぱい本を読んで。その中に芋煮に関する民俗学の本もあったから」

「芋煮の民俗学……そんなのがあるのかよ」

「……芋煮の起源とかそういう研究書」

　へぇ～世の中って広いんだな。

「それじゃ、そらが作ったこれもちゃんとした芋煮なのか」

「だから、そらは不戦敗にはならないんだよ」

「くっ、で、でも問題は味です」

「味にも自信あるよ。ゆうくんのために一生懸命作ったんだから！」

　そらはオレのお椀わんを掴つかむと、おたまで豚汁風芋煮をよそってくれる。

　しかしドジっ娘この彼女にそんな熱々の液体を持たせたら……。

「はい、ゆうくん♪　いっぱい食べて――きゃっ！」

「ちくしょ！　やると思ったよ！」

　予想通りそらはなみなみお椀によそった豚汁風芋煮を手から滑らせる。しかし待ちかまえていたお陰で、間一髪彼女の手を握にぎり締め落下を未然に防いだ。

「ここまでベタな行動をされるとある意味感動すらおぼえるよ。ほら、おたま貸して、オレがよそるから」

「えへへへ、ありがとう、ゆうくん♪　でも、さすがだね豚汁風芋煮がこぼれるのをストップス豚 (トン )プするなんて」

　そらは『上う手まいこと言ったでしょ？　褒めて褒めて』という顔つきでこちらを見てくる。

　オレはそんな彼女の冗談を無視した。

「あれ!?　どうしてゆうくんはそらの冗談を無視するの!?」

「それにしても、そらが作った豚汁風ふう芋煮は美お味いしそうだな」

「酷ひどいよゆうくん！　今度はそら自身を無視するなんて！」

　そらに腕を掴つかまれがくがく揺らされながらも、みんなの分も芋煮をよそる。

　配り終わるとオレは早速、豚汁風芋煮に口を付けた。

「……うおぉ！　美う味まい！」

　具はさきほどの小さ夜よちゃんの芋煮と同じ長ネギ、こんにゃく、里芋。違うのは豚肉と味み噌そで味を付けただけの違いだが、その味は妙に懐かしい。

　いっきに全部平らげ、おわんを突き出す。

「そら、おかわり！」

「ゆ、優兄さん!?」

　その反応に小夜ちゃんが驚きの声をあげる。

「えへへへ。ゆうくんはやっぱり昔と変わらないね。一緒にこの芋煮を食べたときも同じ反応だよ」

「一緒に食べた？」

「覚えてない？　昔一緒に遊んだとき、お昼に近所の人がこの豚汁風芋煮を作ってくれたんだよ？　ゆうくん、それを食べて、今みたいにすぐお代わりって叫んだんだよ」

　言われて考えこむ。たしかにそんなことがあったような……。

「ゆうくん、お母さんが作る芋煮より美味しいって言ってたから、そらずっと練習してたんだよ」

「たしかにうちで作るのは、小夜ちゃんと同じ山形風芋煮ね」

　母さんがほほに手を当て同意する。

「つまり、約九年間、芋煮の好みの味を覚えていてくれたのか？」

「うん！　だってそらゆうくんに美味しいモノいっぱい食べて欲しかったから。だから、お料理も一生懸命頑張ったんだよ。まだちょっと失敗して指とか切っちゃうけど」

　そらはバンソウコウが張られた指でほほを掻かきながら、小さく舌を出す。

　きゅんと心臓が甘い砂糖の鎖で縛り付けられる。

（やべぇ、可愛かわいいかも。そんな昔のことを覚えていてくれるなんて……）

　自分自身ですら忘れていた味の好みを、彼女はまるで宝石を愛めでるように覚えていてくれた。それが胸を熱くするほど無性に嬉うれしい。

「そら、ありがとうな。芋煮、美味かったよ」

「どういたしまして♪」

　彼女は『美お味いしかった』という言葉に、幸せそうに笑う。

「う～ん、これは結果を言うまでもないわね」

「結果？　あっ!?」

　母さんに言われて思い出す。

　これが小さ夜よちゃんとそらの料理勝負だったということを！

「うふふふ……うふふふふ……」

　枯れたススキが擦こすり合うようなもの悲しい笑い声。

　オレはゆっくりとその声に視線を向ける。

　小夜ちゃんはまるで、戦い終わったどこかのボクサーみたいに真っ白になってうちひしがれていた。

　オレは慌てて、彼女の肩を掴つかみ前後に動かす。

「うふふふ……うふふふふ……私のアイデンティティが……うふふふ……」

「さ、小夜ちゃんしっかり！　小夜ちゃんの芋煮もとっても美味しかったよ！　だから、かむ、カムバ――――ック！」

　しかし、彼女の意識はそれから三十分ほど戻らなかった。

　こうして、小夜ちゃんはそらとの勝負に敗れ去った。





■第三章　兎うさぎＶＳそら







　千ち影かげそら転校二日目。

　初日は始業式だったため、彼女に校内を案内する機会がなかった。

　そのため昼休み、食事をさっさと終わらせオレとありすで、そらを連れて高校校舎を案内した。

　愛め衣いと小夜ちゃんは、所用があるため来ていない。

　昨日、まさかの小夜ちゃん惨敗で彼女が今だ落ちこんで、そらの顔も見たくない……等そういう理由で来ないとかではないことをオレは必死に祈る。

　まずは城南高校の一階から案内を始めた。

「職員室は母さんと転校の挨あい拶さつのために来たから分かるよな。その正面にあるのが更衣室。次の授業でうちのクラスは体育だから、体操服を持ってここで着替えるんだぞ。右が男子、左が女子。ドアに男女記号が張ってあるから大丈夫だと思うけど間違えるなよ」

「ゆうくん、酷ひどいよいくらなんでも間違えないよ」

「いいや、そらみたいな天然はなにかしらやらかすから、気をつけるだけ損はないって」

「むぅ～、そら、天然じゃないよ！」

「天然はみんなそう言うんだよな」

「そうね。天然の浮気癖ぐせがある誰だれかさんの言葉はたしかな重みがあるわね」

「ありす、その誰かさんってオレのことか？」

「あと職員室の反対側に保健室があるからね。保健室の先生は女性の人だから、困ったことがあったら気軽に相談してね」

「ありす！　無視して、案内を続けるなよ！　オレのことか!?　オレのことを遠回しに非難してるんだろ!?」

「ユウキを？　まさか！　そんなわけないわよ。昨日、ＳＮＳで二十歳、英文科短大生のお姉さんと友達になったユウキが浮気なんて、ね」

「ちょっと待て!?　どうしてオレのトップシークレットを知ってるんだ!?」

「くっくっくっ、ワタシは兎うさ月つきありす――けれどそれはこの現世の字あざな。我が魂の真ま名なは銀色の白夜シルバーオブプリンセスナイト。我が白き夜の下に存在するモノは、神すら秘密を暴かれる。ふっ、あなたの秘密を知るのなんて造作もないわ」

「バカな！　まさかあの銀色世界シルバーワールドの銀姫がどうしてこんなところに！　って、『ＢＬＯＯＤ　ＢＬＵＥブラツド・ブルー』のモノマネさせるな！」

「冗談よ。冗談。なんでＳＮＳのこと知ってるかっていうと、その二十歳、英文科短大生のお姉さんはワタシだからよ。あんな簡単に釣れるとは思わなかったわ」

「マジで!?　だ、騙だまされた！！！」

　オレは頭を抱え、その場にうずくまる。

　そんな姿を見てそらは楽しげに笑った。

「あははは、ゆうくんとありすちゃんのお話って本当に面白いね。二人ともとっても仲良しだし」

　それは褒め言葉だったが、どこか羨うらやましげな感情が交ざっていた。

「そうか？　別に愛め衣いや小さ夜よちゃん、そらとかでもこんな感じだと思うけど」

「違うよ。愛衣ちゃんや小夜ちゃんとも遠慮のない親しげな空気はあるけど、ありすちゃんとはまた違った親しさがあるんだよ。なんていうか、男女の枠を越えた繋つながりみたいな」

　たぶんそれはありすの趣味を、オレが理解しているからだ。

　共通の話題を持つ気安さでぽんぽんと会話をするから、愛衣と小夜ちゃん、久遠くおんとはまた違った空気感を出しているのだろう。

　だが、彼女はそれを利用することを思いつく。

「きっとそれはワタシとユウキが婚約者同士だからじゃない？」

「!?」

「ありす!?」

　そらが驚きの瞳ひとみをありすへ向ける。

「一昨日おととい、ユウキが愛め衣いちゃんと小さ夜よちゃんどちらを婚約者にするか迷ってるって話をしたけど、本当はワタシと婚約しているのよ」

「そうなの!?」

「ええ、まだ愛衣ちゃん、小夜ちゃんにも話してなかったからあの場で名乗り出ることができなかったのよ」

　ありすはまるで事前に用意したようにすらすらと嘘うそを並び立てる。

「そ、そうだったんだ……」

　そらが俯うつむく。

　その隙すきに小声で迫る。

（なに勝手なこと言ってんだよ）

（だって小夜ちゃんが負けたら後は、ワタシぐらいしか勝てる人はいないでしょ？）

　オレは母さんが出した条件を思い出す。

『来週の土曜日までに、そらちゃんと勝負して勝ったら結婚の話はなしにしてあげる』

　たしかに条件を考えると、そらに勝てそうなのはありすしかいないかも……。

　彼女は黙っていれば美人で、今は罪滅ぼしでメイドなんてやっているが、いいところのお嬢さまだ。ありすならそらに勝てる可能性は十分ある。

「ユウキと相談したんだけど今日、お義か母あさまに事実を打ち明けるつもりなの。その時そらさんと勝負することになるけどお互い正々堂々と競いましょう」

「あっ、こちらこそよろしくお願いします」

　そらは差し出された手をおずおずと握にぎり返す。

　握手を交わしていると、クラスメイトの女子が小走りで駆け寄ってくる。

「兎うさ月つきさん、ここにいたんだ。日直の子が探してたよ」

「ワタシを？」

「なんか次の体育に使う用具のしまった場所を知りたいんだって」

「ああ、そういえば前ワタシがしまったんだっけ。ごめんなさいそらちゃん、ちょっと席を外すわね。続きはユウキがやってくれるから」

「い、いえ」

　そしてありすは勝ち誇った笑みを浮かべ、探しに来た女子と一緒にクラスへと戻る。

　そらはどんよりと暗い表情で肩を落とす。

「そっか、そうだったんだ。ありすちゃん、そらと違ってキレイだもんね。特に胸とか、大きすぎないし」

　小夜ちゃんの時とは違って、彼女は妙に落ちこんでいた。

　彼女は下を向いたままふらふらと危なげな足取りで歩き出す。

　ドジっ娘こがそんな危ない歩き方をしていたら、問題が起きないはずない。

「そら！　前！」

「えっ、キャっ！」

　曲がり角で水槽を持った女子とぶつかってしまう。

　水槽が彼女の手から離れ、そらの頭へと落ちる。

　中に入ってた水が、彼女をびっしょりと濡ぬらした。

「ご、ごめんなさい！」

「大丈夫か!?」

「つ、冷たいよぉ、ゆうくん～」

「あたりまえだろう。水を頭からかぶったんだから」

　水槽を持っていた女子は別クラスの同級生で、生物部のようだった。

　彼女は亀かめの水を交換する途中で、そらとぶつかってしまった。

　亀は水槽から放ほうり出され、現在はそらの胸の谷間でもごもごと動いていた。

　こちらに非があるにもかかわらず、水槽を持っていた女子は必死に謝罪してくれた。

　とりあえず、亀の保護・安否を優先してもらい、そらの面倒はオレが見ることになる。

　次の時間、オレたちのクラスは体育だ。

　だから、事前に更衣室の鍵かぎが開いているはずだ。

　女子更衣室のドアノブを回すと、予想通り鍵が開いていた。












　そらを女子更衣室に押しこむと、着替えとタオルの算段を思案する。

「タオルは水泳部の女子から借りるとして、着替えは次の時間が体育だからそらのジャージを持ってくればいいか」

　今日、体育の時間があって助かった。

　不幸中の幸いに溜ため息いきを漏らしていると、

『きゃっぁ！』

　女子更衣室から悲鳴が聞こえる。

　オレは思わず扉越しに尋ねた。

「おい、大丈夫か？」

『ゆ、ゆうくん。助けて、上着が脱げないんだよ』

「脱げないのって、子供じゃないんだから」

『だって、水に濡ぬれて張り付いてうまく脱げないんだよ……くしゅん！』

　やばい。これじゃ本当に風邪を引く！

　オレは辺りをうかがう。

　人がいないことを確認して、女子更衣室に滑りこんだ。

　一応、念を入れて誰だれも入って来れないように鍵かぎをかけておこう。

「はぅ、ゆうくん早く脱がせて」

「そら、おまえ……なんちゅう格好してるんだ」

　彼女は靴下とスカートを脱ぎ、下は名前の通り青と白の縞しま々しまパンツ一枚で、上着は水に濡れてぴったりと張り付き、また彼女の大きすぎる胸が脱ぐのを阻止してしまっている状態だった。

「早く、ゆうくん。くちゅん！」

「あ、ああ悪い。ほら、ばんざいして」

「ばんざーい」

　そらは両手を天井をあげる。

　オレは制服の裾すそをつかみ一気に上へとひっぱりあげる。

　胸が抵抗したが、男の力に勝てずゆっさ、ゆっさ、と大きく揺り動く。

　やばい。今の動きを直視したせいで――

「ありがとう、ゆうくん！　あれ、どうして前屈みになってるの？」

「男には色々あるんだよ！　と、とりあえず、これでいいな？　すぐに着替えとタオルを持ってきてやるから大人おとなしく――」

　がちゃ、がちゃ！

「!?」

　女子更衣室のドアノブが勢いよく回る。しかし鍵がかかっているお陰で開きはしない。

『あれ？　日直の子がお昼休みに鍵かぎを開けてくれたはずなのに』

『日直の子ならもうすぐそこまで来てるから鍵借りよう』

「げぇッ!?　もうそんな時間かよ！」

　昼休みも終わりに近づき、クラスの女子たちが次の体育の授業のため着替えに来たのだ！

　このままでは鉢合わせしちまう！

「ゆうくん！　とりあえずロッカーに隠れて！」

「いや、でも……くそッ。それしか方法はないか」

　オレは渋々、一番端のロッカーに体を滑りこませる。

「おかしいな。ちゃんとお昼休み始まってすぐ開けておいたのに」

「勘違いしただけじゃない。それよりさー、彼氏が言うわけよ、『俺おれにはおまえだけだって！』。だったら二ふた股またなんてかけるなって話よね」

「そんなダメ人間、さっさと別れなさいよ」

　ロッカーの扉を閉めると同時に、クラスメイト女子たちが体操服に着替えるため女子更衣室に入ってくる。

　間一髪だった。

　てか、ずいぶん身につまされる話だな。

「あれ、千ち影かげさん!?」

　話をしながら入ってきた女子たちは、目を丸くして先客に驚く。

「どうしたの千影さん、頭までびしょびしゃじゃない！」

「あはは、ちょっとドジっちゃったんだよ」

　そらは適当に笑いごまかす。

　女子のひとりがスポーツバッグから大型のタオルを取り出し、そらの頭をぬぐう。

「このままじゃ風邪引いちゃうよ。先生に言って水泳部のシャワー室使わせてもらおう。気持ち悪いだろうけど、スカートはき直して。上はタオルで隠せば大丈夫ね」

「あの、えっとでも……」

　どもりながら、そらはこちらを気にする。

　マズイ！　彼女が居なくなったら孤立無援になってしまう！

　しかし女子たちは本来はありがたい善意で、迷っているそらの背中を無理矢理押す。

「ほら、ぐずぐずしない。スカートに足を通して」

「で、でも」

「あたし、先行って先生にシャワー室の許可もらってくるね」

「あ、あの大丈夫だよ！　そらこう見えても体丈夫だから。真冬に滝行とかしても風邪引いた――へくち！」

「はいはい、分かったからシャワー室行きましょうね。落ちてる上着は、私がもつからほら、早く。女の子が体冷やしちゃダメだって」

　スカートをはかされたそらは、腕をがっちりと握にぎられるとずるずる更衣室から連れ出される。

　やばい！　やばすぎる！

　死亡フラグが立ちまくってる！

　ここで隠れているのが見付かったら、よくて停学。下へ手たしたら退学だ！

　目を閉じ、胸の前で手を組み、信じてもいない神に都合良く祈る。

（ああ、神さま。どうかここに隠れていることが女子にばれませんように！）

　いちおう一番端のロッカーに隠れたのには理由がある。

　女子更衣室と男子更衣室は構造が同じだ。

　男子更衣室でも、ロッカーは人数分足りているから一番端など誰だれも使わないのだ。おそらく女子たちもそうだろう。

　だからこうして息を殺している限り見付かる可能性はかなり低いはずだ。

「でも、倉くら田たのヤツむかつくよね。私の小さ夜よちゃんを独り占めするなんて」

「あんたのじゃないでしょ。でも小夜ちゃん愛め衣いちゃん、可愛かわいいよね。あたしもああいう妹欲しかったなー」

「いるじゃん妹。ひとつ下に」

「あんな生意気なヤツ妹じゃないわよ。妹だったなにかよ」

「でも倉田のヤツ、年上好きとか言って年下はべらせてるよね。あいつ絶対に年上好きとか言ってごまかしてるけど、ロリコンなんじゃないの？」

「いや、あいつはたぶん本当に年上好きだと思う。そして赤ちゃん言葉使って甘える妄想とかしてるんだよ」

「うわマジリアルでありそう。キモーイ」

（誰が赤ちゃん言葉使って甘える妄想なんてするか――いや、一回くらいはしたけどさ！　いいじゃん！　個人の勝手じゃねぇか!?）

　思わず女子の会話に文句を言いそうになる。慌てて口を手で押さえた。

　くそ！　早く着替えて出て行け！

　しかし、事態は最悪の方向へと流れる。

　遅れて誰か入ってくる。そしてまっすぐ隠れている端のロッカーへ向かってくる。

　心臓が耳元で鳴っているようにうるさく脈打つ。

（来るな！　こっちに来るなよ！　神さま！！！）

　しかし祈り虚しく、扉が開く音が耳をうつ。

（終わった……）

　人生終了。

　発見され、速攻で袋だたき。

　その後、職員室に連行され、どうして覗のぞきをしたのか尋問。

　最後に全校の女性徒に『倉くら田たくんってきもーい』と言われ、いたたまれなくなり学校を退学。

　引きこもり――孤独死。

　そんな未来図が脳内を駆け抜ける。

　……しかし、いつまで経っても悲鳴が聞こえない。

　オレは怯おびえながらゆっくりとまぶたを開く。

　すると、そこには――にやにやと悪魔の笑顔を浮かべる、兎うさ月つきありすが立っていた。

（あ、ありす！　おまえ!?）

（だって更衣室に入ったら、ユウキの鼓動がロッカーから聞こえてくるんだもん。知らなかったわ、ユウキにこういう趣味があったなんて。もしかして同どう棲せいしてた時、隠しカメラとかで盗撮とかしてたの？）

（そんなわけないだろうが!?　これには事情があるんだよ！）

（冗談よ。ユウキが理由もなく女子更衣室を覗くなんて、するはずないって知ってるわよ）

（ありす……）

　なんだかんだ言って、ありすはオレをちゃんと理解しているんだな。

　なんだかそれが照れ臭くて鼻の下を擦こする。

（あれよね。ユウキは服を脱いだり、トイレに入ったりする姿を女子に無理矢理見せる方が興奮するのよね。本当、ユウキってイジメられるの大好きよね）

（そんな趣味ねぇよ！　おまえの中でオレはどんだけヘンタイなんだよ!?）

　一瞬でもこいつを信用したオレがバカだった！

　だが、とにかく不幸中の幸いだ。

　このロッカーをありすが使っているなら、他ほかの女子は使わない。

　それに聞こえる声からして大分、着替えている人数も減った。

　これならやり過ごせる！

「なんて思ってない？」

「……へぇ？」

　思わず声を出してしまう。

「兎月さん、今男子の声がしなかった？」

「そうかしら？　あっでも、隣の更衣室で男子が着替えてるからその声がこっちまで聞こえたのかも」

　声をかけた女子は、ありすの返答に納得したのかそれ以上の追求はしてこなかった。

　オレは小声で彼女を問い詰める。

（ありす！　ど、どういうつもりだよ!?）

（どういうつもりも何も、今ユウキの運命をこの手で握にぎってるわけでしょ。こんな美お味いしい状況をワタシが逃がすと思っているの？）

（おまえは悪魔か!?）

（酷ひどい言いぐさね。いくつか要求を飲んでもらえれば助けてあげるわよ。ワタシだって将来の旦だん那なさまに性犯罪歴を付けて欲しくないもの）

（旦那さまって……まぁいいや。それで要求ってなんだ？）

（ひとつ、今度一緒に『ＢＬＯＯＤ　ＢＬＵＥブラツド・ブルー』のコスプレして写真撮らせて）

（うぅ、コスプレか。写真は撮る方が好きなんだが、このさいしかたないか）

（ふたつ目は、今度一緒にデートして）

（デート？）

（そう、前にした愛め衣いちゃんと小さ夜よちゃんの尾行の時とは違う、ちゃんとしたデートよ）

（分かった。約束する。デートする）

（三つ目は）

（まだあるのかよ!?）

（これで最後よ。ワタシのこと好きって言って）

　ありすはほほを紅色に染め落ちつきなく要求してくる。

　な、なんで彼女はそんなことを言ってくるんだ？

　いや、彼女のことだから何かの罠わなかもしれない……けど、あえて聞かなかったが普段の言動を考えればありすがオレのことを悪く想っていないのは明白だ。

　小学生男子が好きな女子生徒イジメるようなあからさまな好意の裏返し。だから、オレも彼女の意地悪にたいして笑って許しているのだ。

（な、なによ黙りこんで。言ってくれないなら、女子更衣室に隠れてることばらすわよ！）

　そんなことを考えているとありすが子供っぽく、ほほを膨らませ迫ってくる。

　なんだかそれが可お笑かしくて笑ってしまった。

（な、なによ！）

（いや、悪い。もっとひどい要求をされると思ってたから……）

　オレはごまかすように微笑ほほえみ、一度呼吸で気持ちを落ち着かせ、真剣な表情で言う。

（好きだよありす）

　ぽっ、と彼女のほほと言わず、耳まで赤くなる。

（大好きだよ）

（――ッぅ。だ、大好きは言い過ぎよ）

　照れた顔を見せたくないのか、うつむき前髪で顔を隠そうとする。

　そんなちょっとした仕草が心臓をくすぐる。

「……兎うさ月つきさん、着替えてないみたいだけど、どうかしたの？　誰だれかと電話中？」

　ありすの背後から、クラスメイトの女子が声をかけてくる。

「ううん、大丈夫だから。すぐ着替えるわね」

「うん、先に行ってるね」

　そう言って女の子が更衣室を後にする。人は減ってきている。

　ありすの要求には応え終わった。このままいけば、オレも自由になれる……！

「なんて思ってないわよね、もちろん？」

（……!?）

　ありすが妖あやしげな流し目で、こちらを眺める。

（まだ要求があるのかよ!?）

　オレの問いかけには答えずに、彼女はセーラー服のボタンをはずし始める。

（な、なにするんだよ!?　いきなり脱ぎ出すなんて、こ、ここはお前……）

（ここは更衣室、でしょ？　ここで着替えなくてどこで着替えるのよ）

（う、言われてみればそうか）

　言葉に詰まると、ありすが薄く微笑ほほえんで上着を脱ぎ捨てる。

　彼女の透き通る肌と、レースのついた白いブラが視界に入る。

（お、お前ブラが見えてるって！　な、なにやってるんだよ!?）

（何って、せっかくユウキがここにいるんだから、着替えを手伝ってもらおうと思って）（え!?）

（同どう棲せいしてた時はワタシがメイドで、ユウキにお仕えしてたでしょ？　だからこうやって解放された時くらいは、逆の立場を楽しんでみたいと思って。ちょうどユウキの命運を握にぎれたわけだし、ね）

（くっ……ご主人さまなのに命令される屈辱を味わうとは！　あ、でもそういえば、メイ

ドの時もありすにいつもいじめられてるような……あれ、オレはいつも下の立場だよ!?）

（それは気にしない方向で♪）

　あっさりスルーされ、ありすは目で着替えを要求してくる。

　視線の先を見ると、どうやら足下にある鞄かばんの中に入っているようだ。

（この中にあるのか。……おぉ、これは！　体操着の上！　でもこれ、ありすの身長にしてはサイズがちょっと大きいような）

（し、仕方ないでしょ!?　だって胸が……そのサイズじゃないと入らないんだもん）

　真まっ赤かにほほを染めて、ありすがぷいと横を向く。

　その恥じらいに、オレの中の嗜し虐ぎやく心が増大していく。

　ありすはいつもは強気のくせに、たまにこうやって隙すきを見せるのが可愛かわいいんだよな！

（しょうがないなー、ありすは一人で着替えも出来ないんだもんな。よしよし、手伝ってやるか。それじゃ、初めにばんざいしてもらおうかな？）

（え、ばんざい？　イヤよ、そんな……恥ずかしいし）

　ありすのほほの赤みが、さらに増す。

（何言ってるんだよ、自分で言い出したくせに。ほら、いい子だからご主人さまの命令には従わないとな？　ありすは優秀なメイドさんなんだから）

（くっ……そこで褒めるのは反則だと思うけど）

（いいからいいから。ほら、早く）

　促されて、真まっ赤かになりながらありすが手をあげる。

（……ンッ）

　恥じらい肌を桜色に染めながら、彼女の豊かなバストが、目の前に突き出される。

（んー、いい子だ、ありす……よっと）

　呟つぶやいて、伸ばした手に上着をかける。

　ばんざいした子供に服を着せていく要領で、ゆっくりと上着を下ろしていく。

（ンッ、ぁっ！　そこ……だめっ）

（なにがダメなんだ、ありす？　あれ、変だな、引っかかってるぞ）

　何に引っかかっているのか分かっているのだが、知らんぷりをして横を向きながら無理に上着を下ろそうとする。












　豊かな胸に食いこむように、上着がのび、ブラを押して柔らかな胸をさらに強調させる。

（あっ、そんな……アっ……！　だめぇっ、アンッ……！）

（あれ、何に引っかかってるのかな？　ありす、これは何だか言ってみて）

（む、胸です……）

（なに、聞こえないなぁ。ほら、もっと大きな声で！）

「わ、ワタシの胸です！　ワタシの大きな胸が引っかかって……！」

（よしよし、よく言えたなありす！　……って、大きな声、で。って……!?）

「兎うさ月つきさん、何か大声出してたみたいだけど、ロッカーになにか――」

　ありすの背後からひょっこりと、クラスメイトの女子がロッカーを覗のぞきこんでくる。

　彼女は反射的にロッカーの扉を閉めたが、もう遅い。

　一瞬だけ、女生徒と目が合った。

「きゃぁ―――――！！！」

　窓ガラスを割りそうなほどの悲鳴。

「どうしたの!?」と残っていた他ほかの女子が尋ねてくる。

「そ、そのロッカーに男子がいるの！　覗きよ！」

『!?』

　女子更衣室に殺気が満ちる。

　オレの学校生活終・了。

　社会的人生終了のファンファーレが脳内で鳴り響きまくる。

（ま、またありすにだまされた――!!　オレを毎度誘導してこんな窮地に立たせやがって!!　引っかかるオレもオレだが……！）

　そんな呟つぶやきをよそに、更衣室には殺気が満ちる。

　今にも誰だれかがロッカーの扉を開けそうだ!!




「ジャストモーメントだよ！」




　そんな悲鳴を制したのは、意味不明な英語だった。

　シャワーを浴びてほほをリンゴのように赤くした千ち影かげそらが、ジャージ姿で女子更衣室に入ってくる。

「お話は聞かせてもらったよ！　しかし、ここは女子更衣室！　男の人がいるはずなんてない！　みんなの目の錯覚だよ！」

「だ、だってそこのロッカーにいたよ」

　女子の一人が指さし震えた声こわ音ねをあげる。

「それではたしかめてみましょう」

　そらはまるで手品師が手品を披露するような口調と動きで一同の注目を自身に集める。

　彼女はロッカーに歩み寄ると取っ手に指をかける。

「それでは一、二、三！　で開けるから見てて」

（本気かよ!?　ここには逃げる場所も、隠れるところもないのに!?）

　さっきは一瞬で扉を閉めたのとロッカーの中が薄暗かったお陰で、オレが倉くら田た優ゆう樹きだとばれはしなかった。しかし注目が集まっている今、もう先程みたいな奇跡はおこりえない。

　だが、そらの声に迷いはなかった。

「一、二、三！」




　視界の光は一瞬で黒く塗りつぶされた。

　オレの意識はそこで途絶えて消える。




「リッヒャシアシス！」

　オレは声を上げて目を覚ます。ありすとそらが覗のぞきこんでいた。

「何よその謎なぞのかけ声は？」

　ありすがツッコミを入れてくる。

　オレはそんな彼女に『リッヒャシアシス』の意味を説明する。

「かけ声じゃなくて、アイマルス王国に伝わる禁呪の呪じゆ文もんだ。まさかキヒスがハカシスしてツゥイラダマをミーミーシィシィするなんて！」

「ゆうくん大丈夫？　まだ寝ぼけてる？」

「……はっぁ！　ここは!?」

「体育館裏よ。今うちのクラスは体育館でバスケットの試合中」

　ありすが補足説明をしてくれた。

「なんでオレ、こんなところで寝てるんだ？　あの女子更衣室に隠れていたのは夢？」

「夢じゃないわよ。さっきまでユウキは女子更衣室に隠れていたわ」

「やっぱりか！　ってか、どうやってあのピンチを切り抜けたんだ！」

「それはそらが説明するよ！」

　彼女は手をぴーんと空高く上げる。

「影の中に服を収納して早着替えしてるって教えたよね？　その影の中にゆうくんを入れて女子更衣室から連れ出したんだよ」

「騒いでいた女子の数も少なかったから、目の錯覚でなんとかごまかせたわ」

「でも、影の中に人を入れるのは初めてだったからどうなるか分かんなくて、ゆうくんがこのまま目を覚まさなかったらどうしようかと心配したよ」

「そ、そら……」

　オレは彼女の胸の中に飛びこむ。

　彼女の腰に腕を回し、その豊満な胸の谷間に顔を埋め、ギュッと強く抱き締める。

「ありがとう、そら！　君は命の恩人だよ！」

「おおげさだよ。元はといえばそらが着替えを手伝えなんて言ったのが原因なんだから」

「それでもありがとう！　ほんまありがとう！　そらこそオレの女神だ！」

「ありすちゃんより好き？」

「うん、好き！　大好き！　誰だれよりも愛してる！」

「えへへへ♪　そらも、ゆうくんのことが大好きだよ♪」

　彼女も力強く抱き締め返してくれる。

　甘い匂においと、顔全体を包みこむ柔らかい双丘の感触に、溶けそうになる。

「………………………………………………あっ」

　だが、すぐに我に返った。

「ユウキって、サイテー。ふんっ」

　兎うさ月つきありす――母親に紹介する前に千ち影かげそらに敗退してしまった。





■第四章　狐きつねの嫁入り希望







　女子更衣室から無事生還した夜。

　倉くら田た家では遅まきながら千影そらの歓迎会が催された。

「優ゆう樹き、これ持って行って。ほら早く」

「優兄さん、だし巻き卵できましたよ。一つ味見をお願いします♪」

「うん、小さ夜よちゃん美お味いしいよ。それで愛め衣い、あとはこれも持って行けばいいのか？」

「ああ、それは久遠くおんが持っていくから。大丈夫」

「……後は任せて、お兄ちゃん」

　慌ただしく料理を運びながら、リビングの方に目をやる。

　母さんとそら、茜あかねさんが席に座って話をしていた。

　母さんは料理は上じよう手ずだが、小夜ちゃんや愛衣たちが台所に立ちたがったので、任せているようだ。

　そらは歓迎される立場なので、料理をする側には加わっていない。台所で主導権をめぐったトラブルになるのも困るので、それはそれでありがたい。

　料理が並びみんなが席へ着くと、母さんがグラスをもち音頭を取る。

「では、私、静鶴しづるがご挨あい拶さつさせていただきますねぇ。そらちゃん、よくいらっしゃいました。というわけで歓迎会でーす、みんな遠慮なく食べてね。それじゃ乾杯！」

『乾杯！』

　テーブルの中央にみんなが持ったグラスが集まりがちゃがちゃとぶつかり合う。

　その音が歓迎会の始まりを告げるファンファーレだ。

「これ沖縄のネット友達が送ってくれた泡盛なんです。静鶴さん、泡盛好きなんで帰ってくるまでずっと取っておいたんですよ。どうですか？」

「きゃぁー！　ありがとう茜あかねちゃん。もう本当に美お味いしいわ～♪」

　母さんと茜さんは乾杯の合図の後、すぐさま酒をあおる。

　六十度の泡盛をストレートでぐいぐい飲む姿を見ていると、そらの歓迎会にかこつけた宴会を開きたかっただけじゃないかと疑ってしまう。

　そんな大人おとなたちを放ほうっておいて子供たちは、子供たちで歓迎会を楽しんでいた。

　テーブル越しに小さ夜よちゃんが箸はしでつまんだジャガイモを差し出してくる。

「優兄さんの好きな肉じゃがですよ。今日はとくに気合いを入れて作ったので食べてください。はい、あーん」

「あ、ありがとう小夜ちゃん。でも、自分で食べられるから」

「なら、そらが食べさせてあげるね。はい、あーん――って、きゃぁ！」

　小夜ちゃんの隣に座るそらが、対抗して同じように箸で肉じゃがのジャガイモを掴つかみテーブル越しに差し出してくる。

　しかし、そらは箸から熱々のじゃがいもを滑らし、オレの顔にぶつけてきた。

「あち！　あちちちちちち！！！」

「ご、ごめんなさい！」

「お、おまえなあ……。そら、まずそのドジスキルを直してから、そういう高等テクニックに挑戦しろ！」

「は、はいゆうくん！　それじゃ練習ね、えいっ、えいっ」

「今挑戦しろとは一言も言ってないだろうが!?　というかこの場合高等テクニックっていうのはテーブル越しにあーんすることであって、遠距離から口に料理を投げこむことじゃないよ!?　というか口じゃなくて顔面に全弾命中してるし！」

　彼女のドジの被害を受けるオレを横目に、小夜ちゃんの隣に座る愛め衣いは二人の争いを無視して食事をする。

　さらにその隣、下座のありすはやや落ちこんだ表情でグラスのジュースを飲んでいた。

「あの女子更衣室で、ちゃんとユウキを助けていたら……」

　オレが顔についたジャガイモの破片を取っていると、久遠くおんが気を利かせてハンカチを差し出してくる。

「……お兄ちゃん、大丈夫？」

「いや、助かったよ。久遠くおんは本当にいい子だな」

「…………」

　右隣に座った久遠の頭を撫なでる。

　彼女は嬉うれしそうに目め尻じりを細めた。

　そんなやりとりを眺めていた母さんが、酔っぱらい特有のうるんだ瞳ひとみで絡んでくる。

「……もしかしてゆうちゃんが愛め衣いちゃん、小さ夜よちゃんどちらも選ばないのって久遠ちゃんのことが好きだからだったりして」

「ぶぅ――――！」

　そのセリフに飲んでいたジュースを吹き出す。

「な、なんだよ突然！」

「昨日だって茜あかねちゃんのお店で久遠ちゃんに可愛かわいい衣装を着させてたら、怒ったじゃない。なんだかゆうちゃん、久遠ちゃんだけは特別に可愛がってる気がするのよね」

「何言っているんだよ、母さん。そんなわけ……イテテッッ!!」

　突然、隣に座ってる久遠が膝ひざをつねってくる。

　彼女はそのまま真顔で、

「……実は、そうなんです。お兄ちゃんは久遠のことが好きなんです」

「あらあら、やっぱりそうなのね。ゆうちゃん、年上で巨乳好きだと思ってたけど趣味変わったのね。あぁ～でも、将来性を見こんで久遠ちゃんにツバをつけたのかしら？　久遠ちゃん、今でもこんなに可愛いんだから将来は有望よね。もう本当に男の人って、平安時代から変わらないんだから」

「いや、だから違ッ、イテテ！」

　否定しようとすると、再び久遠がつねってくる。

「……そうなんです。けど、年の差があるから反対されると思って、静鶴しづるさんに言い出せなかったんです」

　ざわ、と場がざわめく。

　そらはもちろん、愛衣と小夜ちゃん、ありすの視線が痛い。

「……だから、久遠もそらお姉ちゃんと勝負させてもらえませんか？」

「そんな……ゆうくんはやっぱり真性のロリコンだったんだね！　で、でも、そらは負けないんだよ！　きっと振り向かせてみせるから！」

「そうねー、久遠ちゃんは年の割には落ち着いているし、考えてもいいかもね……でも」

　母さんはにっこりと笑う。

「私はそらちゃんがゆうちゃんの結婚相手にふさわしいと思っているのよ。だから、久遠ちゃんとそらちゃんどちらがゆうちゃんの結婚相手に相応ふさわしいか比べたいところだけど、今は歓迎会の最中だからこの話はまたあとでしましょう。代わりに今日の夜は一緒にしてあげるわ♪」

「……はい、分かりました」

　母さんの言葉に、うなずく久遠くおん。

　勝負は後日となった。

　泣きそうな目でこっちを見ているそらや、冷たい視線を見せる愛め衣いたちを置いて、話がついてしまう。

　その後まだ宴会は続いたが、微妙にオレへの視線ばかりが集まる中、息苦しさだけが印象に残る展開だった――





　◇






「ふぅ、なんだってこんなことに。久遠と二人きりとか、無人島以来か？」

「……ごめんね、お兄ちゃん。迷惑だった？」

「いや、そんなことはないけどさ。なんて言うか、気持ちは嬉うれしいんだけど、そこまで無理しないでもいいって言うか」

　宴会が終わって、母さんがオレと久遠の布団を客間に敷いてくれた。

　そらの布団も畳んだまま横に置かれているが、母さんが話があると言ってそらを連れていったので、布団が一つ開いて二人で寝ることになったのだった。

　愛衣や小さ夜よちゃんはそれぞれ『浮気しないように』と釘くぎを刺して帰って行った。

　今は、並べた久遠と一緒に布団の中に入っている。

　こんな早くに寝ろと言われても、正直目がさえて眠れない。仕方なく、考え事や、とりとめのない話を久遠としている。

（それにしても愛衣たちめ、言われなくても浮気なんてするわけないのに。久遠はオレのことを嫌ってたんだし、いまだにうち解けてない部分もあるし。そりゃ最近はけっこう懐いてくれてるとは思うけどさ。……というか、）

　ふと、気になったことを彼女に尋ねる。

「そういえば久遠は、何でオレたちが好きあってるって言ったんだ？」

「……お兄ちゃんは、いいの？　そらさんと結婚、って」

　視線をそらして、久遠がぽつりと言う。

　その言葉に含まれている寂しげな声こわ音ねに、オレははっとなる。

「……久遠は、お兄ちゃんの邪魔をしたくない。でも、折せつ角かく島を出てここに来て。お兄ちゃんと……みんなと一緒に暮らせるって思ってから。ずっと一緒だって……」

　彼女はずっとあの無人島で、家族だけの生活を送ってきた。

　それも、ずっと人を憎んでいた。でも、ようやく外に出る決心がついた。その決断はどれほどの勇気を必要としたんだろう。

　なのに、オレは自分のことばっかり考えてた。

「ごめんな、久遠くおん。そうだよな、寂しかったんだよな。結婚なんてしないからさ。大丈夫、ちゃんと話せば母さんだって分かってくれるよ」

「……ちゃんと話しても、無理。だって、お兄ちゃんは優柔不断だし」

（痛いとこ突くなぁ）

「……でも、大丈夫。だから、久遠がいる。絶対、お兄ちゃんはそらさんに渡さない。だって……久遠だって、女の子だから」

「え？」

「……お兄ちゃんは、渡さない」

　久遠の手が、裾すそを引っ張る。

　そのまま、体を寄せて、抱きついてくる。

「……お兄ちゃん」

　パジャマ越しに、体温が伝わってくる。

　柔らかな感触。

　向かい合うようにして、小さな久遠が抱きついてくる。

「大丈夫だって。久遠と離れることはないからさ。だから、気にするな。結婚なんて、この歳じゃまだできないしね」

「……うん」

「だから、安心しろって」

　そう言って、体を寄せる久遠の頭をなでてやる。

　柔らかな髪と、あたたかな感触。

　やわらかな髪が揺れる。

　ほほを赤く染めながら、くすぐったそうに久遠が目を細める。

「そういえば、茜あかねさんはよくしてくれるか？」

「……うん。愛め衣いお姉ちゃんも、一緒にお風ふ呂ろ入ったり、一緒に勉強したりしてくれる」

「そっか。愛衣は、久遠を妹みたいに思ってるからな。良かったな、久遠」

「……うん。でも」

　そう言って、久遠は真まっ赤かになりながら、ぽつりと呟つぶやく。

「……でも、お兄ちゃんと一緒に毎日いられたらな。こうやって、毎日一緒に……すぐそばに、いられたらいいのに」

　その言葉に、ドキッとする。

　久遠が上目遣いで、見つめてくる。

　目の前に、彼女の唇が、肌が、体温がある。

　その感触に、心臓が高鳴る。

「く、久遠くおん……」

　思わず後ずさろうとする。

　その時、首のところに痛みが走る。

「痛ててっ……そういえば最近忙しかったから、体がちょっとおかしかったんだっけ。寝違えたのかな」

「……どうしたの、お兄ちゃん？」

「いや、最近ほら、そらが来てバタバタしてたから。ちょっと疲れただけだよ」

「……お兄ちゃん……じゃあ、久遠が、してあげる」

「え？」

　彼女の濡ぬれた瞳ひとみが、ゆっくりと近づいてくる。

　そのまま瞳を閉じて、柔らかな唇が、オレの唇に触れる。

　久遠の妖力を唇越しに吸収する。

　オレは愛め衣いの仙狸――神と崇められるほど強い妖力を浴びたせいである体質に変化してしまった。

　その体質とは、キスをすると相手の妖力を吸収するというかなりアホっぽいモノだ。

　妖力を吸収された妖あやかしは元の姿に戻ってしまう。

　ぽん！　というもうすでに聞き慣れた破裂音と共に久遠の狐きつね耳みみが姿をあらわす。

　彼女はそれでもかまわず行為を続ける。

「……ンッ」

「！」

　甘いにおいが、やわらかな唇の感触が、目の前にいる久遠のほほが、全身を支配する。

「……ッ。はぁっ、ンッ」

　合わさった唇から、彼女の妖力がさらに流れこんでくる。

　それは温かくて、ぼうっとするような、陶酔感を与えてくれる。

「……どう、かな。首、痛くなくなった？」

「あ、う、うん」

　唇を離して、久遠が恥ずかしそうに聞いてくる。

　言われてみれば、首の痛みは大分良くなっている。

　妖力を怪け我がを治すのに使うのは知っていたが、疲れた体にも効くとは知らなかった。

「うん、良くなったよ。ありがとう、久遠。でも、妖力分けて、久遠がむしろ疲れないか？」

「……ううん、いいの。久遠がお兄ちゃんの役に立つなら、いつでもこうしていたいから」

　そう言って久遠はにっこりと、はにかむように微わ笑らう。

「……それとも、お兄ちゃんは、久遠くおんとこうするの……イヤ？」

「い、いや、もちろんそんなことないけど」

「……良かった」

　手の中で、可愛かわいらしく微笑ほほえむ。

　狐きつね耳みみがぴこぴこと可愛らしく動く。

　オレはそんな久遠を、思わず抱きしめたいと思ってしまう。

（久遠が可愛くみえる……な、なんだ？　前に洞どう窟くつで抱きしめた時も、何とも思わなかったはずなのに）

「……お兄ちゃん」

　彼女が懐くように抱きついてくる。

　ほほをすり寄せて、優しげに、抱きしめてくる。

（む、胸があたって……ちっちゃいけど柔らかい！　ていうか、久遠ノーブラなんじゃ!?　いやまだ確かに小さいからしなくてもいいのかもだけど……）

「……お兄ちゃん、どうしたの？」

　思わず後ずさりそうになっていると、その様子を察知したのか、久遠が聞いてくる。

「いやその、首がやっぱりちょっと突っ張るというか、まだちょっと痛くて！　でもその、たいしたことないから！」

「……まだ痛いの？」

　久遠はややうつむいて、小さくほほを染めて呟つぶやく。

「……じゃあ、久遠がなめてあげるね。お母さんに、怪け我がしたときによくそうしてもらってたから」

「久遠のお母さんが？」

「……うん。ちっちゃいころ、よくころんでたから。お母さんに怒られて、でも抱きしめてもらって、それから……こうやってもらってたの」

　そう言って、久遠が体を密着させてくる。

　そのまま上に背伸びをするようにして、オレの首筋に唇を近づける。

「……ンッ」

　小さな唇から舌を出して、ぺろ、と痛むところをなめる。

　あたたかな舌の感触が、伝わってくる。

「久遠……そこまでしなくても！」

「……大丈夫」

　瞳ひとみを閉じて、一生懸命、久遠がなめてくれる。

「……ンッ……お兄ちゃん……」

　何度も舌が、痛いとこを優しくなめてくれる。

　伝わってくる熱と、一生懸命な久遠くおんの様子が、身もだえするほどの恥ずかしさと嬉うれしさを胸の内にわき上がらせる。

（凄すごい、熱が伝わってくる。なんだか、あったかくて安心するな）

　昔もこうやって、久遠と久遠のお母さんが温かさを伝えあっていたんだろう。

　そして今オレが、久遠にこうしてもらっている。年下にしてもらうのは恥ずかしいけれど、なんだか人間嫌いだった久遠がこうしてくれることが、すごく嬉しく感じる。

「……ンッ」

　でも、抱きついてくれて、こうして密着していると。

　動くたびに、彼女の体の形がはっきり分かるかのように感じてしまう。

（くっ、胸があたって……それからその、首の痛みがなくなったら、だんだん別の意味で気持ちよくなっちゃいそうに……！）

　久遠は信頼して身を任せてくれているのに、オレがそんなよこしまな事を考えるわけにはいかない！

（これは年下これは年下、範はん疇ちゆう外範疇外、子供子供妹妹……!!）

　念仏のように唱える。

　だが、一瞬のうちに脳裏にひらめくものがある！

（そうか、子供ということは、いつか成長するんじゃね!?　って、もしかしたら将来年上の優しいお姉さまに育ったりして!?　いやほら、年の差は変わらないけど、成長して見た目と性格がオレ好みになれば儲もうけものかもしれないし！　特に胸とか胸とかが！）

「……お兄ちゃん、なにか不穏なことを考えてる」

「い、いやそんなことはないぞ!?　ただ、男のロマンをだな」

「…………」

「つ、つまりその、なんていうか、大きいことはいいことだけど、大きくなくてもいいというか！　小さいのには小さいのなりの良さがあるというか……」

「……お兄ちゃんは、胸、大きい方が好きなの？」

「いや、小さくてもいいと思うよ!?　何事も自然が一番って言うし！　な、久遠!?」

「……うん、分かった」

　そう言って、久遠はぽふ、と布団に体を埋める。

　ふあ、とあくびをして、そのまま寝てしまう。

（……最後のツッコミにはあせったけど、やっぱり歓迎会とかでバタバタしてたから、疲れてたんだろうな）

　それに、妖力を分けてくれたのも一因かもしれない。

（そう思ったら、オレにも眠気が……）

　大きなあくびをして、そのまま電気を消す。

　最後に目を閉じる前に、久遠くおんの頭をもう一度だけ撫なでる。

　そのまま、布団をかぶると、ゆっくりと沈んでいくように、深い眠りがやってきた。




「ん……」

　鳥の鳴く声で起きる。

　手の中に、誰だれかの感触を感じる。

（ん、昨日は久遠と一緒に寝たんだっけ。そういえば……）

　手を伸ばして、時計を確認しようと枕まくら元もとに手を移動しようとする。

　だが、その途中に。

　手に、ぽよん、という感触で柔らかく大きな、二つの山がぶつかる。

（なん、だ……と!?　おっぱい、だ、と!?）

　ねぼけた頭で一瞬にして考える。

　隣に寝ているのは久遠。そしてそのおっぱいが大きくふくらんでいる。

　これはつまり……

（成長！　久遠がボインに!?）

　思わず指を伸ばして、その弾力に触れてしまう。

　ぽよん、と柔らかい感触が、男の本能をかきたてるその弾力が、頭の中を支配する。

（久遠、良く育った！　ここまで良く……ってあれ、さすがにそれにしても、一晩で育つにしては大きすぎじゃね？）

　指で何度もふにふにと弾力を確かめる。

　この形、大きさ、張り……そういえば、最近どこかで見たような。

「……お兄ちゃん」

「!?」

　おっぱいじゃない方から、声がする。

　おそるおそる振り返ると、絶対零度のまなざしで久遠がオレを見つめていた。

　彼女はいつのまにか狐きつね耳みみから人間のそれに変わっていた。

「……そんなに大きいおっぱいが好きなんだ。お兄ちゃんは、やっぱり愛め衣いお姉ちゃんの言うとおり、おっぱい星のおっぱい星人だったんだ」

「ち、ちが！　これは久遠のと勘違いして……!?」

「い、いくらゆうくんでも朝から人が見てるのにこんな……恥ずかしいよ」

「って、やっぱりそらかあああああああああ！！！！！」

「ゆうちゃーん、朝よー？　まだ寝てるの？　入るわねー」

　突然ドアが開く。

　入ってきた母さんは、笑顔のままその光景――オレの指がそらのおっぱいを揉もみしだいている光景を見る。

「やっぱりゆうちゃんは、そらちゃんの方が好きみたいね。やっぱり私の見立ては完かん璧ぺきね」

「……お兄ちゃん、キモチワルイ」

「ゆ、ゆうくん、そら、そのとっても嬉うれしいよ」

「ち、ちが……ちがうんだああああああああああああああ！！！！」

　オレの叫びが家中にこだまする。

　こうして、久遠くおんも妻の座争奪戦から脱落してしまった。





■第五章　倉くら田たくんの喫茶店経営







　九月四日、土曜日。午前九時半。

『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』は、開店準備にむけてあわただしく時間を過ごしていた。

　そらの歓迎会から二日経ち、さすがに久遠も機嫌をなおしてくれた。

　その仲直りの証として、オレは猫ねこ柳やなぎ愛め衣いの自室で久遠を優しく床に寝かせる。

「そんなに固くならなくても大丈夫だって、ちゃんと優しくするから」

「……（こくり）」

「それじゃ始めるぞ。痛かったら言ってくれなよ」

「……んっぅ、っッ」

「あっ、ごめん痛かったか？」

「……違う。先っぽが奥まで入って、気持ちよかったから」

「声でちゃったのか？」

「……（こくり）」

「そっか。ならもっと奥を弄いじって気持ちよくしてやるからな」

「……言い方がエッチです」

「ええ、そんなことないって。と、ここがいいんだろ？」

「……ッゥ、お兄ちゃん、そんな奥、弄いじられたら……」

「気持ちいいんだろ？　大丈夫、悪いことじゃないんだから、もっと声出してもいいぞ」

「……でも」

「ちょっ、あんまり動くなよ。穴に入れづらいし、危ないだろ。ほら、ジッとして」

「……はっぁ、っぅ、んんぅ……」

「ここ、気持ちいいだろ？」

「……（こくり）」

「ほら、ちゃんと声に出して言ってくれないと分からないよ」

「……お兄ちゃんに、奥を弄られて気持ちいいです」

「そうか。そうか。それじゃ次はもっと気持ちよくさせてやるからな」

「あんたたち！　何してんのよ!?」

　バン！　と扉が勢いよく開く。

　ウェイトレス服を着た猫ねこ柳やなぎ愛め衣い、戌いぬ威い小さ夜よ、兎うさ月つきありす、千ち影かげそらが部屋に雪な崩だれこむ。

『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』の正式なウェイトレス服はなく、茜あかねさんの趣味で頻ひん繁ぱんに変わる。

　今日はスタンダードなウェイトレス服だ。

　ブラウスにミニスカート、腰からまくエプロンの結び目のリボンが尻尾しつぽのように揺れる。ぴっちりと足を隠す黒タイツが逆にフェチズムを駆り立て扇情的だった。

　オレは怒鳴りこんで来た彼女たちに驚きながら説明をする。

「な、何って愛衣たちがウェイトレス服に着替えているあいだ暇だったから、久遠くおんに耳かきしてやってたんだよ」

　久遠はすでに着替えており、愛衣たちが来るまで相手をしてもらっていたのだ。

「み、耳かき？」

「ああ、自分でしかやったことないっていうから、してやってたんだ。自分でやるより、人にやってもらったほうが気持ちいいし、よく取れるだろ？」

　言葉通り久遠は、オレの膝ひざに頭をのせ耳かきされていた。

「そ、そうだったんですか……私はてっきり……」

「ワタシもついにユウキは一線を越えたのかと」

「そらも同じく……」

「なんだよ、みんなして何がてっきりなんだよ？」

「な、なんでもないわ！　だいたい人の部屋で変なことしないでよね！」

「耳かきは変なことじゃないだろ」

「うるさい、うるさい！　とにかくお店開くからすぐに下に行くわよ！」

　愛衣は真まっ赤かな顔で、みんなをうながす。

　オレは首をひねりながら、耳かきを置くと彼女について一階への店内へと向かった。




　今日は『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』でアルバイトだ。

　その働きぶりをみて、オレの婚約者に猫ねこ柳やなぎ愛め衣いと千ち影かげそらどちらが相応ふさわしいか判断することになっている。

　なぜ、そんなことになったのか？

　その理由はおおよそ十六時間前に遡さかのぼる。





　◇






「静鶴しづるさん、折り入ってお話があるんです」

　学校が終わると、オレと愛衣は倉くら田た家で居間にならんで座る。

　その正面に母さんとそらが座っていた。

　オレは彼女の隣で、表情には出さないが不安を抱えていた。




『来週の土曜日までに、そらちゃんと勝負して勝ったら結婚の話はなしにしてあげる』




　そらを紹介されたとき、母さんがそんな条件を提示した。

　小さ夜よちゃん、ありす、久遠くおんが敗北し、もう愛衣しかいない。

　愛衣曰いわく、絶対に勝てる作戦があるから、とりあえずオレは黙って頷うなずいていればいいと言われたのだが……。

　母さんは飲んでいた湯飲みを置き、微笑ほほえみを浮かべる。

「うふふふ、つい愛衣ちゃんもそらちゃんと勝負する決心がついたのね」

「いいえ、勝負はしません」

　愛衣はその予想をきっぱりと否定した。

　意外な展開に彼女を除いたみんなが首を捻ひねる。

「それは棄権するということかしら？」

「違います。勝負はすでについているということです」

「どういう意味かしら」

「なぜなら、優ゆう樹き……優樹さんが、わたしを婚約者として選んだからです！」

　その場にいる愛衣以外の人物――オレ、そら、母さんが一斉に表情を硬くする。

　愛衣は突然、何を言い出すんだ!?

　オレはもちろんまだ愛衣を選ぶとは決めていない。

　母さんは愛衣を諭すように問い詰める。

「どうしてそんな嘘うそを付くのか分からないけど。仮にゆうちゃんが愛め衣いちゃんと小さ夜よちゃんどちらを婚約者に選ぶか決めたとしても、そらちゃんに勝負で勝たない限り認めるつもりはないわよ」

「分かってます。ですが、わたしのお話を聞いてくださったら納得していただけると思います」

　愛衣はあらたまって母さんに話をする。

「優ゆう樹きさんは高校を卒業したら経営学部のある大学を受験して、将来的には一緒に喫茶店を経営するのが二人の夢なんです！　だから、彼はわたしを婚約者に選んだんです！」

　えぇぇぇぇぇぇえ！　め、愛衣のヤツなにを言いだすんだよ！

　なぜか勝手に夢が決められてしまう。

　母さんはその説明に目を丸くし、口元を手で押さえ驚いていた。

「ま、まさかゆうちゃんがちゃんと将来を考えていたなんて」

「はい、そうなんです。わたしの将来の夢は茜あかねさんのようなパティシエになること。だから、彼とは自立したら、独立して一緒にお店を持とうと約束しているんです」

（そう来たか！）

　たしかにこれならそらがオレたちの間に入りこむのは難しい。

　愛衣はほぼ毎日『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』を手伝っている。

　そのお陰で喫茶店運営のイロハは、誰だれよりも知っている。

　オレの夢が喫茶店経営なら、愛衣ほど将来の妻として適任者はいないだろう。

　だからと言って、そらが黙っている道理はない。

「ちょっと待ってぇぇ！」

「ここで、ちょっと待ったコール！」

「……何言ってるの優樹？」

「いや、なんとなく言ったほうがいいかなと思って」

　オレのボケを無視して、そらは鼻息荒く、拳こぶしを胸の前で握にぎり締め、

「そ、そらだって、ゆうくんの喫茶店のお手伝いできるよ！」

「たしかにそらさんも勉強すれば、できるかもしれない。でも千ち影かげ一族の長で、現在最強の陰陽師なんですよね。そんな人がただの喫茶店の店員になるなんて許されるんですか？」

「ゆ、ゆうくんのためなら千影の名前も捨てるもん！」

　こんな可愛かわいい子が、そこまでオレのことを思ってくれるなんて――いてぇぇぇぇぇ！

　鼻の下を伸ばしていると、愛衣が太ふと股ももをつねってくる。

　彼女のこめかみに青筋が走っている。

　母さんはそらの熱意を酌んである勝負を提案した。

「う[image: ][image: ][image: ]ん、それじゃ明日、茜ちゃんのお店を二人でお手伝いしたらどうかしら？　それでどっちが喫茶店の奥さんにふさわしいか決めるの」

「望むところだよ！　そら負けないんだから！」

「わたしもいいですよ」

「ちょ、ちょっと二人とも！」

　焦る息子を無視して母さんは胸の前で手のひらを合わせる。

「それじゃ明日はみんなで『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』でバイトということで♪」




　――過去回想終了。

　まぁそして、結局全員でバイトをすることになったのだが……。

「いらっしゃいませ。何名さまでしょうか？　おたばこはお吸いになりますか？」

　愛め衣いがいつもは見せない満面の笑顔で、店に入ってきた女性二人組を接客する。

　彼女は家の子だけあって業務は一通り精通している。

「それではご注文を確認いたしますね。アイスコーヒーがおひとつ。季節のケーキセットがおひとつですね」

「お待たせしましたこちらミルクティーになります。ご注文は以上でしょうか？」

　と、小さ夜よちゃん、ありすは何度も店の手伝いをしているため安心して任せられる。

「……ご注文が決まりましたらお呼びください」

　久遠くおんは今回で二回目だが、彼女は物覚えがいいため一通り教わるとすぐに対応する。

　オレは接客業――労働自体嫌いだが手が足りないとき、金がないときはバイトしているため仕事には自信がある。

　やはり問題は、今日がバイト初体験の千ち影かげそらだ。

　茜あかねさんからオレが彼女の教育係として任命された。

「心配性だね、ゆうくんは。大丈夫だよ、喫茶店のバイトぐらい。テレビでちゃんと観てたんだから」

「テレビで観たって……まぁいいや。そんなに自信があるなら一度やってもらおうかな。まずはお店に入ってきたお客さまに挨あい拶さつ。その後、愛衣がやっていたように空いてる席に案内するんだぞ？」

「うん！　わかったよ」

　ちょうど背広を着た二十代サラリーマンがやってくる。

　そらがさっそく接客へと向かった。

「おかえりなさいませご主人さま！　おたばこはお吸いになりますか？」

「え、あ、はい。お願いします」

「それではこちらへどうぞ！」

　元気よく、窓際の喫煙席へ案内する。

　四人掛けの席にお客さまが座らせるとその隣に彼女も腰をおろす。

「こちらがメニューになります」

「あ、ありがとうございます」

「こういうお店は初めてですか？」

「は、はぁ」

「そんなに緊張しなくても平気ですよ。それにしても今日は暑いですね。あ～ぁ、なんだか喉のどが渇いちゃったよ」

「!?」

　横に座るそらの巨乳は、微妙に触れるか触れないかの距離を保つ。

　彼女は汗をぬぐう仕草をする。

「ふぅ、今日は本当に暑いですね。まだまだ夏！　って感じですよね」

「そ、そうですね（ごくり）」

　そらは手でぱたぱたと胸の谷間に風を送る。

　お客さまはその天然の渓谷から目を離せずにいた。

「そら、なんだかピンクで、しゅわしゅわしたのが飲みたいかも」

「えっと、あの……」

「お客さま、ピンクで、しゅわしゅわした飲み物を頼んでもいいですか？」

「は、はい！　もちろん喜んで！」

　男性は速攻で陥落する。

　注文をいただくとそらはすぐにぱっと席を立ち笑顔で厨ちゆう房ぼうに告げる。

「九卓さま、ドンペリ入ります♪」

「入らねぇよ！　喫茶店にそんなもんあるはずないだろ！」

　オレは手に持っていたお盆で彼女の頭を叩たたく。

「いた！　ゆうくんが叩いた。ＥＤだよ。家庭内ＥＤだよ。やっぱりゆうくんはＥＤだよ！」

「だから！　誰だれがＥＤだ！　それを言うならＤＶだろ！　いや、本当にすみませんお客さま。こいつ今日入った新人でして。すぐにお冷やをお持ちしますので、お手元のメニューからお選びください。それでは失礼します」

　オレはそらの手を掴つかみ、ずるずると店の奥へと引っ張った。

　お客さまから見えない死角まで来ると、オレはそらと向き合い説教する。

「いいか普通の喫茶店はお客さまにご主人さまとは言わんし、ドンペリなんて置いてないんだよ！」

「だって、テレビでやってたんだもん」

「それ絶対に喫茶店じゃねぇだろ。いいか、お客さまがいらっしゃったら笑顔で『いらっしゃいませ、何名さまでしょうか、おたばこはお吸いになりますか？』って言った後、席に案内してメニューを渡す。ご主人さまなんて言わない、隣に座ってドンペリを注文させようとしなくてもいいんだ。ＯＫ？」

「うん、分かったよ！」

「……返事はいいんだよな。それじゃ次は注文の取り方な？　まず注文品にチェック入れて個数を書きこむ。その紙を破いて厨ちゆう房ぼうの窓口に置けばいいから」

「それならできそうだよ」

　店内からお客さまの声が聞こえる。

「おっ、ちょうど注文するお客さまがいるみたいだな。頑張ってこいよ」

「うん！　任せて！」

　そらは笑顔でお客さまへ向かって行く。

　だが、彼女はすぐに引き返してくる。

「どうした？」

「えへへ、メモ帳忘れちゃったよ」

「そんなことだだろうと思ったよ。ほれ」

　オレは自分のメモ帳をそらに手渡す。

　彼女は再びお客さまの元へと向かう。

　若いＯＬ風ふうの女性客が、メニューを眺めながら注文する。

「アイスコーヒーをお願いします」

「でしたら、モーニングセットがお勧めですよ。コーヒーのお値段そのままで、茶ちや碗わん蒸むし、小倉トースト、ゆで卵、サラダが付いてくるんですよ」

「それでコーヒーと同じ値段なんですか？」

　コーヒーを注文した女性が驚きの表情を作る。

「はい！　ですから大変お得ですよ」

　オレは笑顔で足早にそらへ駆け寄り、

「すみません、こいつ今日入った新人なもんで。アイスコーヒーひとつですね」

　頭を下げ、そらの手を掴つかみ店の奥へと舞い戻る。

「なんだよモーニングセットって！　コーヒーと同じ値段でなんでそんな豪華なんだよ！」

「だってコーヒーを注文したらサラダ、小倉トースト、ゆで卵、茶碗蒸しが付くもんでしょ？」

「ここは名古屋か！」

「愛知県にゃー♪」

「くそ、可愛かわいい！　じゃなくて、ここは名古屋でも愛知県でもないからコーヒーに何もつかないの！　コーヒーはコーヒーのみ！」

　咳せき払ばらいをして、あらためて釘くぎをさす。

「とにかく、普通に接客してくれ。普通に」

「了解♪」

「ほんと返事だけはいいんだよな……」

『すみません、注文いいですか？』

　再びお客さまから声があがる。

「今度はちゃんとメモも忘れずに持って行くんだぞ」

「ちゃんと持ったから大丈夫、キャッ！」

　そらはつまずいて転びそうになる。

　なんとか立て直し、舌をちょろっと出してお客さまの元へ。

「本当に大丈夫かな……」

　今度はご年配の女性だった。

「お待たせしました」

「ブレンドひとつお願いします。あとなにか店員さんのお勧めってありますか？」

「お勧めですか？　でしたらうどんですね！」

「うどんですか？」

「はい、うどんです！」

　オレは叫ぶそらの頭を掴つかんだ。

「すんません。本当にすんません。こいつ新人なもんで。小さ夜よちゃん、後よろしく」

　その場を任せると、そらの手を掴み再び店の奥へと移動する。

「なんでうどん？　どこからうどんっていう単語が出てきたんだ？　てか、喫茶店にうどんなんてないって常識だよね？」

「なんでないの？　普通、喫茶店にはうどんがあるものでしょ？　香川にはあったよ」

「香川はうどんの国だからあるの！　そらはどこ出身なの!?」

「コルン星です、けふぁん☆」

「地球ですらないのかよ！　しかもその掛け声は流は行やってるのか!?」

　そんなやりとりをしていると、様子を見に来た母さんが溜ため息いき混じりに呟つぶやく。

「う[image: ][image: ]ん、この勝負、愛め衣いちゃんの勝ちみたいね」

「そんな！　お義か母あさま！」

「でもねぇ、やっぱり親としても息子の進路夢は応援してあげたいし」

　母さんはほほに手をあて、首を傾かしげる。

　こりゃ、愛衣の作戦勝ちかな。

　しかし、愛衣と一緒に喫茶店か……それも悪くない未来かもしれないな。

　彼女が年下と言うことは一いつ旦たん忘れて、目を閉じそんな将来を想像してみる。

　愛衣がパティシエで、オレが経理担当。

　ウェイトレスはバイトの子に任せて、昼まで寝て、たまにネトゲをする生活。

　店の経理は確定申告時にまとめてやればいいか。

　ああ、それも悪くないな。

　でも愛め衣いがケーキを作るのか……食べるたびにお客さまの口内を爆発させる無差別テロ。

　やっぱりないな。その未来は……。

「ゆうちゃん……ゆうちゃん……ッ」

「ん？　呼んだ、母さん？」

「さっきからずっと呼んでいるわよ。ところで聞きそびれてたけど、ゆうちゃんはどんな喫茶店を開きたいのかしら？」

「どんな喫茶店？」

「将来進む進路や大学まで決めてるんだから、どういう喫茶店を開きたいのかイメージぐらいはもっているんでしょ？」

　そう言われて慌てる。

　そんなもの持っているはずがない。

　あれは愛衣が勝手に言い出したんだから！

　必死に言いわけを考えるオレの態度に、母親の勘が鋭く冴さえる。

「……まさか昨日話してくれた夢は、嘘うそだったの？」

「いや、それはそのつまり……」

　口ごもっているとピンチを知った愛衣が焦った表情で駆けこんで来る。

「将来開く喫茶店のイメージですか。もちろんありますよ！　わたしと優ゆう樹き……優樹さんで考えたんですけど」

「ごめんなさいね、愛衣ちゃん。私はゆうちゃんに聞いてるの」

「は、はい……」

　母さんにやんわりと注意され、愛衣は萎しおれた花のようにしょげる。

　どうあってもオレに答えさせるつもりだ！

「それでゆうちゃんはどんな喫茶店を開きたいのかしら？　和風、洋風？　それともジャズ喫茶？　もしかしてロココ調の喫茶店とか？」

「お、オレの開きたい喫茶店ね。そうだな、色々ありすぎて困るな……」

「色々って例えば？」

　汗がだらだらと噴き出る。

　母さん、愛衣、そらの視線が集まる。

　このまま後三分も黙っていれば全身穴だらけになりそうだ。

「た、例えば……そう！　チアガール喫茶とか！」

　愛衣が睨にらみ付つけ、目で語ってくる。

（優ゆう樹きのバカ！　なによその色物喫茶は!?）

　オレも語り返す。

（しょうがないだろ！　とっさに話振られて思いつかなかったんだよ！）

「チアガール喫茶？」

　母さんはどういう喫茶店なのか想像できず首を傾かしげる。

「そ、そう！　チアガール喫茶！　ウェイトレスの女の子がみんなチアガールの格好をしてて、頼むと応援してくれたりするんだよ！」

「と言われてもお母さん若い人の考えは説明されてもちょっと分からないかも。そうだ！　実際にやってみてくれないかしら？」

「ここで？」

「そう、ゆうちゃんがお客さまで愛め衣いちゃんとそらちゃんがウェイトレスさん役で。もちろん将来、ゆうちゃんの夢を叶かなえたい二人ならできるわよね？」

「もちろんだよ！　そら、頑張ります！」

「わ、わたしも頑張ります！」

　女性三人はオレを残して勝手に盛り上がる。

　母さんは早速、茜あかねさんに一部スペースを借りる交渉に出かけた。





　◇






「いらっしゃいませ、一名さまですか？」

　店内に入ると、チアリーダー姿の愛衣が出迎えてくれる。

　白を基調に桃色を絶妙に配置したツートンカラーのノースリーブに、ミニのスコート。もちろん上下は分かれている。くるぶしまでの長さしかない靴下をはき、細いが生々しい太ふと股ももを日の下にさらしていた。

　頷うなずくと、席へと案内してくれる。

「メニューがお決まりになりましたら、お呼び下さい」

「じゃぁこの『応援コーヒーセット』をお願いします」

「『応援コーヒーセット』ですね。それでは少々お待ち下さい」

　ウェイトレスさんは、一度奥へ引っこみ。

　戻ってくると、その手には黄色の安っぽいビニールを裂いて作ったボンボンが握にぎられていた。

「お名前をうかがってもよろしいでしょうか？」

「倉くら田た優樹です」

「優樹さまですね。それでは応援させていただきます」

　愛め衣いは耳を真まっ赤かにしながら、精せい一いつ杯ぱいの笑顔で応援を始める。

　腰に当てていたボンボンを元気よく頭上に振り上げる。

「がんばれ！　がんばれ！　優ゆう樹き！　ファイト！　ファイト！　優樹！」

　一緒に左右の足を交互に振り上げる。その時、ただでさえ短いスカートの裾すそが翻り、ちらちらとピンクの縞しま模も様ようが見え隠れする。だが、愛衣はそれでも羞しゆう恥ち心しんにほほを染め一生懸命に応援してくれる。

「負けるな！　負けるな！　優樹！　どんまい！　どんまい！　優樹！」

　上着の裾が翻り、健康的に引き締まったウェストが見え隠れする。

　ミルク色の肌が羞恥心と運動のせいでうす紅色に染まっていくのが妙に扇情的だった。

　彼女はその場で飛び跳ねくるりと背中を向ける。

　今度は見せつけるようにお尻しりを突き出す。

「がんばれ！　がんばれ！　優樹！　ファイト！　ファイト！　優樹！」

　手を腰に当てお尻を左右にフリフリを動かす。彼女の開花を前にしたまだ硬い蕾つぼみのようなお尻が、すぐ目の前で誘うように揺れる。

　左右にお尻が動くたびスカートも一緒に揺れる。

　再び、彼女は正面を向き息を切らしながら微笑ほほえむ。

「以上が応援セットになります。ありがとうございました」

　そして、愛衣は一礼して奥へと消えた。





　◇






「と、まぁこんな感じなんだけどどうよ？」

　側に立っていた母さんに、得意気な顔を向ける。

　チアリーダーの格好をした愛衣は、恥ずかしそうに顔を隠していた。

「「「…………」」」

　しかし、どうやら女性陣にはこの素晴らしさが分かってもらえないらしい。

　こんな歴史に残るアイディアを前にして、そんな反応しかできない彼女たちに腹が立ち、悔しさがこみあがってくる。

「ゆうちゃん、他ほかにはないのかしら」

「もちろんあるに決まってるじゃないか！　それじゃとっておきのを披露するぜ！」





　◇






　店内に入ると、軍服に身を包んだ愛衣が出迎えてくれる。

　彼女は制帽を被かぶり、スギが着ていた黒のかっちりとした上着に、いくつもの勲章をぶらさげている。腕には赤い腕章。腰のベルトには短剣がぶら下がっている。ミニスカートに、黒のブーツを履いていた。

「よく来たな豚野郎！　さっさと席につきなさい！」

「は、はい！」

　案内された席に座ると、目の前にメニューが叩たたきつけるように置かれる。

「オマエはゴミムシだ。世の中で一番価値のない生物よ。けど、ここではオマエは客だから、注文を口にすることを許可するわ！　さぁ選びなさい！」

「いやまだ席に座ったばっかりだし……」

「その汚い口からモノを垂れる前と後ろに必ずサーとつけなさい！　それからここは保育園じゃないのよ！　戦場では敵は待ってくれないのよ！」

「さ、サー！　自分は紅茶が飲みたいであります！　サー！」

「昨日までママのおっぱいに吸い付いて、パパにスカート買ってもらっていた奴やつが紅茶とはナマイキね！　けど今日は特別に許可してあげる！　光栄に思いなさい！」

「サー！　ありがとうございます！　サー！」













　◇






「ゆうちゃん、チアガール喫茶はなんとなく分かったけど、軍人喫茶はお客さまをかなりぞんざいに扱ってるけど……あれでいいのかしら？」

「軍人喫茶はこれでいいんだよ。で、ポイントカードを作って、来客回数や支払金額でポイントを溜ためて階級をあげていくんだ。階級が上がるとウェイトレスの態度が変わっていくわけよ。面白いだろ？」

「う～ん、やっぱり母さんには若い人の文化はよく分からないわ」

「そらもよく分かんないよ」

「他ほかには『姉喫茶』をやりたいんだけど、利益率を考えると断然『妹喫茶』かな。かけ声は『おかえり、お兄ちゃん』。帰るときは『早く帰ってきてねお兄ちゃん』。で、メンバーカードを作って、それを入店のとき胸に付けてもらう。そのカードの色で、客の呼んで欲しい呼び方を提示するわけよ。呼び方は十二種類」

　さらにアイディアを愛め衣い、そら、母さんに聞かせる。

「コストを下げるため内装は学園祭の文化祭っぽくする。で、一度退店して、すぐに戻ると店員が『わぁ、お兄ちゃん文化祭観に来てくれたんだ。嬉うれしい。えへへ、他の子に自慢しちゃおう』や『でも、他の子に誘われて行っちゃダメだからね』とか言わせる。そして、再びメニューを頼ませる。これで客の回転率を上げ、純利益を上げる。ぶっちゃけコーヒーなんて原価数円を五百円以上で売るんだから笑いが止まらないよな。他にもイベントで、スクール水着デーやブルマーデー、ゴシックロリータデーｅｔｃなんかをやる。もちろんその日の客単価は特別料金上乗せ。なぁに、お盆とか深夜の特別料金みたいなもんさ。グッズ販売をすれば喫茶店の売り上げ以上の利益を叩たたき出だすことだって――」

「接客業をバカにするな！」

　軍服姿の愛衣に、メニュー表で頭をはたかれる。

　愛衣はえり首を掴つかんでくると、がくがくと揺らす。

「いい喫茶店ていうのはね。お客さまの憩いの場なの！　日々の生活の集まりや待ち合わせ、ちょっとした気晴らし、そういう場と空間を提供して、少しでもリラックスして、楽しんでもらえるようにわたしたちは努力しないといけないのよ！　そのためにテーブルをキレイにしたり、床が光るまでふいたり、美お味いしいお茶や季節のデザートやケーキを試行錯誤しなくちゃいけないの！　なのにお客さまを金銭を落とす財布扱いしてんじゃないわよ！　そんな右から左に流せばいいってもんじゃないのよ！　接客業は！」

　オレは愛衣の手を振り払い言い返す。

「それは理想論だ！　愛衣こそ商売を甘くみるな！　いいか、喫茶店とか狭い敷地で利益を上げようとしたら客の回転数を上げないといけないんだよ！　だから、ビジネス街の喫茶店なんかは、ランチセットとかあるだろ!?　あれは一回の客単価を上げ、なおかつ効率良く回すためにやってるんだよ！」

「二人とも熱くなっちゃダメよ。私は愛め衣いちゃんの意見も、ゆうちゃんの意見も両方正しいと思うわ。ただどちらにも利点があり、欠点があるのよ。でも、そこまで二人の意見が対立するなら結婚はやめておいたほうがいいと思うわよ。将来、お互い苦労するだけよ」

「誰だれがこんな守しゆ銭せん奴どダメ人間と結婚するもんですか！」

「こっちだってごめんだね！　愛衣みたいな理想と現実を区別しないヤツと結婚なんて！」

　叫んでから気付く……

「「あっ」」

　自分たちで結婚を破棄してしまったことを――

「ならしょうがないわね。やっぱり、ゆうちゃんにはそらちゃんが一番合っているみたいね」

　母さんはほほに手を当て溜ため息いきをつく。

　そらはほほを赤く染めながら、鼻息荒く拳こぶしを胸の前で握にぎり締める。

「そらはゆうくんのためならどんなことでも頑張るよ！」





　◇






（まさかあんな形で作戦が失敗するとは……）

　オレは労働の疲労を抱えながら、自宅への帰路につく。

　勝負の決着が付いたため、ドジっ娘このそらは早々に戦力外通告を受けた。

　オレもそれ以上、バイトを続ける意義を失い彼女と一緒に家へと帰る。

　愛衣、小さ夜よちゃんやありす、久遠くおんは引き続き『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』で働いている。

　そらはオレの手を握り締めながら、幸せそうに微笑ほほえむ。

「バイト楽しかったね。ゆうくん、また一緒にやろうね」

「いやだ。オレは極力働きたくないんだよ。知らない人と会話すると疲れるし、人間関係を穏便に維持するのも面倒だし、とくに接客業は苦手なんだ。あぁ寝てるだけでお金もらえる仕事とかないかな……」

「そうなんだ。そらは知らない人とお話するの好きだよ」

　あっ、でも――と、彼女は続けた。

「ゆうくんと一緒なら、どんなバイトでも楽しいよ」

「……あのさ、聞こうと思ってて聞きそびれてたけど、どうしてオレのことそんなに好きなんだ？」

　昔小さい頃ころ遊んだ時の記憶は残っている。

　だが、オレにとってはそれは友達としての記憶で、何年も経った後に好きと言われても実感がない。

　数日を一緒に過ごして、彼女がオレのことを本当に想ってくれているのが痛いほど伝わってくる。だからこそ、その理由が気になったのだ。

「え、えっとね、それはね、ゆうくんだからだよ。も、もう何言わせるの、Ｈ！」

「今のどこにエロ要素があった!?」

　頭を掻かいて再度尋ねる。

「もっと分かりやすく、具体的に説明してくれないか？」

「分かりやすく？」

　彼女は黙りこみ、言語を整理する。

「きゃッ!?」

「ああ！　やっぱり転ぶと思ったよ！」

　予想通りのお約束展開だったため腕に力をこめ、彼女の体をささえる。

「あ、ありがとう、ゆうくん」

「怪け我がはないかいお嬢さま。まぁそらに歩きながら説明させようとしたオレが悪いんだが」

「もうゆうくんはすぐそらを天然ドジっ娘こ美人扱いするんだから」

「最後のはなんだ、最後のは。まったく、図ずう々ずうしいにもほどがあるぞ」

　まぁ可愛かわいいのは事実だが……。

　自販機で飲み物を買い、愛め衣いたちとそらが戦ったいつもの公園のグラウンドを横目に、ベンチへ座った。

「んで、あらためて聞くけどどうしてオレのことがそんなに好きなんだ？」

「えっとね、人の気持ちを考えないで身勝手に振る舞ってるところが大好きだよ」

「えっ、えっと、ちゃんと日本語通じてる？」

「？　うん、通じてるよ？」

　ダメだ。こいつは本当にまるで日本語がダメだ。

「悪いんだが、オレにも理解できるように順序立てて話してくれないか？」

「もう、ゆうくんは我が儘ままなんだから、いた！」

　オレはそらの頭にチョップを入れる。

「いいから早く話せ」

「うぅ～ゆうくんの意地悪」

　そして、そらは手の中のジュースを転がしながら話し始めてくれた。

「……えっとね。千ち影かげ一族内の価値観なんだけどね。一族では、より多くの影を操れる人が尊敬されるの。だから、先代の十倍の影を操れるそらは、生まれたときから千影一族の人たちにすごく可愛がられたんだ。当主の娘だってこともあったけど、みんな自分の子供や孫、兄妹のように愛してくれたんだ」

　彼女は言いよどみ、何かを引きずりながらも、口を開く。

「力のコントロールを覚えるまで千ち影かげの人間は、一族内の学校に通うの。そらも一族内の幼稚園に通っていたんだ。その幼稚園で友達とささいなケンカをしたの。本当にくだらない、どっちがお人形で遊ぶかっていうオモチャの取り合い。二人で引っ張り合った。でも、そらはお友達に力で負けてお人形を取られちゃったんだ。その時、」

　彼女の喉のどが声に詰まる。

「そら、お友達に腹を立てたの。そらは千影一族始まって以来の才能の持ち主で、大人おとなから、子供までみんなに愛されて、世界はそらの思い通りに動くはずなのに、お友達はどうして逆らうの？　それが許せなくて、本当に許せなくて――」

　そして、と彼女は肺から息を吐き出し言語にする。

「力が暴走しちゃったの。影から生まれた人形が無差別に攻撃した……幸い、コントロールを覚えていない千影一族の子供が通う幼稚園だったから、一族の大人たちがすぐに対応してくれて死者はでなかったの。でも、お友達は体に傷を残して、止めに入った大人たちにも怪け我が人にんがたくさん出て」

「…………」

「それ以来一族の人たちから恐がられるようになったの。お姫さまみたいに可愛かわいがられていたのに、一転して死神のように怯おびえられちゃった。それでも変わらずお母さん、お父さん、お姉ちゃんはそらを愛してくれた。でもそれ以来、自分で自分が怖くなって部屋から出られなくなったの」

　ギュッと手の中のジュースを握にぎり締める。

「小学校一年生になっても、部屋から出て行けなかった。勉強はお母さんやお姉ちゃんが教えてくれたから問題はなかったんだ。でも、家族以外の人と話をするどころか、顔を会わせることすら怖かった。そして夏休みになって、お母さんが部屋に閉とじ籠こもったままのそらを心配して旅行に連れて行ってくれたの。そこで、ゆうくんに出会った。お母さんはリハビリのために歳の近いゆうくんととりあえず顔を会わせるだけでも、させたかったんだと思う。そらはゆうくんがいるとは知らずに、一週間過ごす民家の扉を開けたの。その居間にゆうくんがいたんだよ」

　ここで彼女はようやく微笑ほほえむ。

「ねぇ、ゆうくん、初めてそらと会った時のセリフ覚えてる？」

「いや、その……ごめん、まったく覚えてない」

「えへへへ、そらは今でも覚えてるよ。だって会って自己紹介する前に『おまえ、オレの手下になれ！』だもん。千影一族歴代頭首すら越える才能をもったそらに、知らなかったとはいえ一般人の子供が手下になれって。ゆうくんは大物だよね。そして、そのまま手を掴つかんで外へ連れ出されて、山の中へカブトムシを採りに行ったんだよ？　しかも、初日から山の中で迷うし」

　そらはころころと腹の底からおかしそうに笑う。

「それから二人でいっぱい遊んだよね。川で泳いで、海で釣りをして、一緒にお腹を出してお昼寝して、そうめんの赤いのを取り合って、秘密基地を作って、夜に花火をして、落ちそうになる線香花火をくっつけて大きくして……ゆうくんはそらをずっとひっぱりまわしてくれたよね」

「そら……」

「あの一週間だけは、心から恐怖を忘れ去ることができたんだ」

「恐怖？」

「……うん、恐怖。力を暴走させて、友達を誤って殺しかけた。一族の人たちから死神みたいに恐れられて、拒絶されて……でも、それはしかたないことだと納得してたんだ。だって、自分たちを殺すかもしれない化け物が側にいたら、誰だれだって恐がるよ。なのに、そらはみんなが怖がる理由をちゃんと理解してたのに、拒絶されてもしかたないことをしたのに、許されるべき存在ではないのに、それなのに――そらは、『いっしょにいてくれる誰か』を求めていた」

　彼女の瞳ひとみから真珠みたいにキレイな涙がこぼれる。

「事件のあともお父さん、お母さん、お姉ちゃん……家族は前と変わらなく接してくれた。でも、そらは腹を減らして、喉のどを渇かせた、飢えた獣のように他ひ人とを求めていたんだ。オモチャを取られただけで、殺しかけてしまう最悪な存在なのに。遠ざけよう、忘れよう、諦あきらめようと考えれば考えるほど、その想いはぶよぶよと肥大化していった。また殺してしまうかもしれないのに！」

「…………」

「そんな自分が怖かった。今度は本当に殺してしまうかもしれない。なのに、そらは他ひ人との温もりや匂におい、手の温かさや体の熱を求め、ッ、求めてしまう」

　彼女は瞳から流れる涙を指ではじく。

「そんな風ふうにずっと、ずっと暗く光も、新鮮な外の空気も、匂いも入り込まない部屋で膝ひざを抱えて耐えてた。そこに、ゆうくんが手をさしのべてくれた。一緒に遊ぼうって言ってくれた。毎日一緒にいて、走り回って、ほんとうに楽しくて」

　そう言ってそらは瞳を閉じる。

　懐かしい、あの時の自分の姿を思い出すように。

「……そらはね、それまでずっと恋ってものが分からなかった。みんな自分より下で、自分のためにいてくれるんだって思ってた。でもゆうくんは違った。そらと一緒にごはんを食べて、一緒に海に入って、ずっと一緒にいてくれて――。ずっとずっと求めていたものが手に入ったって思った。この人と、ゆうくんとずっと一緒にいたいって思った」

　彼女は小さくはにかむように微笑ほほえむ。

　目め尻じりに涙を浮かべて、幼い頃ころの想いを、伝えてくる。

「ゆうくんはね、気がついたらもう友達じゃなくて、そらの初恋になってたんだ。たった一つだけ欲しくて、手に入れたい大切なもの。ゆうくんはそんなそらの苦しみを、ずっと抱えていた闇やみをあんなに簡単に吹き飛ばしてくれた。誰だれかがそばにいて、自分と一緒に同じものを見てくれる嬉うれしさを教えてくれた。……だから、そらは、ゆうくんのことが好きになったの。とっても、とっても大好きになったんだよ」

　その想いは、まっすぐだった。

　照れも、打算も、迷いも、不純物は一切混ざらない純粋な言霊だった。

「だから、そらはゆうくんと結婚したい一心で力のコントロールの修行を頑張ったんだ。もう誰も傷つけない。そして、この最強の力で大切な人を、ゆうくんを守ろうって。でもそのせいで、すぐに会いには行けなかったんだ」

　そらは真しん摯しな目で語る。

「力を暴走させずある程度ちゃんとコントロールできるようになって、みんなにも認められて千ち影かげ一族の当主にもなれた。だから今度は、そらを救ってくれたゆうくんと結婚して、どんな苦難も、辛苦も、七転八倒の不幸からもゆうくんを守ってあげて幸せにしてあげたいんだ。……これがゆうくんを大好きな、そらが心から思っていることだよ」

「オレは――」

　今度はオレが言葉に詰まった。

　そらが語る過去はおぼろげにしか思い出していない。

　だが多分、当時のオレはたいしたことを考えず、ただそらを連れ回しただけだ。

　なのにこんなに純粋に想ってくれるそらに、オレは何を言えばいいんだろうか――

「ゆうくんが難しく考えこむ必要はないよ。そらが勝手に迷って落ちこんで、立ち直っただけなんだから」

「そら……」

　オレはそう言われて、ありのままの言葉を紡ごうとしたが、

『ぐぅ[image: ][image: ]』と腹の虫が鳴る。

「す、すまん！　なんで謝ってるか分からないけど、なんかすまん！」

「えへへ、いいよ。どうしてそらがゆうくんを好きになったか分かってくれただけで」

　彼女はジュースを飲み干し、缶を捨てて立ち上がる。

　彼女は場の空気を明るくするため、ひまわりみたいな笑顔を作る。

「それじゃ、家に帰ってそら特製の萌もえ萌もえオムライス作ってあげるね！」

「……本当にどっからそんな変な知識を仕入れてくるんだ？」

　そんなたわいない会話を交わしながら、オレたちは再び帰路へとついた。





■第六章　決戦！　わん、にゃん、ラビット







　週明けの月曜日。

　ここ数日で愛め衣いたちは、千ち影かげそらに敗北してしまった。

　このままでは彼女と今週の土曜日に結婚させられてしまうが、その期日までに時間がある。そのため彼女たちも焦って暴走していないのが不幸中の幸いだ。

「あっ、やっべー弁当忘れた」

　そんな停滞気味の雰囲気のまま昼休みを迎え、愛衣と小さ夜よちゃんが待つ屋上踊り場に行こうとしたが、弁当がないのに気付く。

　斜め前に座るそらが、そんなオレを見て、

「ゆうくん、お弁当忘れちゃったの？　だったらそらの食べる？」

「さすがにそれは悪いって。購買でパンでも買ってくるから、ありすと一緒に先に行っててくれ」

「気にしなくてもいいのに。あっ、それともそらを食べる？」

　ほほを赤らめモジモジと体を動かす。

「いえ、マジ勘弁してくださいそらさん。おいそこ！　無言で入り口を塞ふさいで退路を断つな！　あと五ご寸すん釘くぎと金づちの準備をするなよ！　だいたいなんで学校にそんなモノを持ちこんでるんだよ！」

　入り口を塞いでいた男子生徒たちは、舌打ちをしてそれぞれの席へと戻る。

　教室にただようお昼の喧けん噪そうとごはんのいい匂においを、苦痛の悲鳴と血なまぐさい匂いに変えたくはない。

　入れ替わりに、廊下に出たはずのクラスメイトの女子が教室に顔を出す。

「倉くら田たくん、お客さんだよ」

「客？」

　その声の後、狐きつね火び久遠くおんが教室の入り口から姿をあらわす。

　彼女は無人島で着てた白のワンピース姿で、後ろ手にモノを隠すように教室を物珍しげに見回す。

「久遠、どうしたんだ？　学校に来て」

「……お兄ちゃんがお弁当を忘れたから、静鶴しづるさんに届けて欲しいって頼まれて」

　知らない年上の人たちに囲まれているせいか、いつもよりさらに声が小さい。

　彼女は弁当を持った右手を突き出す。

「わざわざサンキュー」

「……別にいい」

「久遠くおんはお昼食べたか？」

　ぷるぷると首を横にふる。

「なら、愛め衣いたちと一緒に食べようぜ。久遠の分はオレの弁当からあげればいいだろう」

「ワタシもあげるわ」

「そらもあげるよ！　今日は卵焼き作ったんだよ。自信作だよ」

「……あのそらさんもお弁当忘れてたから届けて欲しいって」

　久遠は左手で二つめのお弁当を出す。

「ええ、そんな!?　ちゃんと持ってきたはずだよ」

　彼女は自分の机に戻りカバンをあけ、包みを取り出しほどく。

「あれ？　えへへへ、お弁当と間違えて大工道具持ってきちゃった」

「どんな間違いだよ！」

「ありがとう久遠ちゃん、そらのお弁当持ってきてくれて」

　ツッコミを無視して、そらは久遠の頭をいい子、いい子となでる。

「それじゃ母さんに携帯で連絡入れておくか。久遠の昼飯はいらないって」

「おい、優ゆう樹き！　優樹！」

　メール文章を書くオレの肩をスギが掴つかみ揺らしてくる。

「やめろよスギ。メール打てないだろ」

「誰だれだよ、この可愛かわいい子は！」

　彼は鼻息荒く久遠を指さし、興奮で上うわ擦ずった声をあげる。

　その声に久遠は驚き小さく肩を震わせ、オレの背中に隠れてしまう。

「大声出して驚かせるなよ。こいつは愛衣の親しん戚せきで近いうちにここに通う狐きつね火び久遠。久遠、こいつは友達のスギ。ロリコンだから、近づいたらダメだぞ」

「……（こくり）」

「バカ野郎！　変な紹介するな！　第一俺おれはロリコンじゃない！　紳士だ！」

「うん、分かったから、逮捕されて社会的に死ぬ前に病院いけ」

　そんな会話をしていると、遠巻きに眺めていた女子たちがスギを押しのけ久遠にせまる。

「きゃぁー可愛い！　ここに通うってことは中学生よね。何年生なの？」

　久遠は背中に隠れたまま、顔を少し出して指を一本立てる。

　その姿がさらに女子の心を鷲わしづかみにした。

「もう本当に可愛いわ！」

「ねぇねぇ倉くら田たくん！　この子、抱き締めていい!?」

「あたし、頭をなでたい！」

「私はうなじの匂においを嗅かぎたいわ！」

　一人かなりのヘンタイが混ざってるぞ。

「あー悪い。こいつ人見知りするタイプでさ、悪いけど、そういうのはナシで」

　さすがにシャツを掴つかむ手が震えているのを見過ごすのは気が引ける。

「えー、残念」

「ごめんね、怖がらせて。でも倉くら田たくんには懐いてるよね」

「もしかして久遠くおんちゃんって、倉田くんのことが好きだったりして」

　この指摘に久遠の顔が一瞬で、赤く上気する。

　彼女は恥ずかしそうにオレの背中に顔を押し付けて隠してしまう。

　この反応は当たりのようだ。

「……ま、参ったな。モテる男は辛つらいぜ、まったく」

　そんな自画自賛していると、

「まさか、そんな……」

　スギは久遠の反応を前に、宇宙から巨大な隕いん石せきが地球に接近して人類は滅亡すると告げられたような絶望顔になる。

「どうして！　どうしてオマエばっかり年下にモテるんだよ！　年上好きじゃなかったのかよ！　俺おれだって！　俺だって！　年下にモテたいのに！」

「スギより年下にモテる理由？　そうだな……顔、性格、そして身長の違いじゃないかな」

「身長の話はするなぁああっぁぁぁぁっぁぁッ！」

　肩を掴んでがくがくと揺らしてくるスギを勝ち誇った顔で見下ろす。

　そんなスギにそらは、梅雨があけた夏空みたいにからっとした笑顔で告げた。

「スギくん落ち着いて。愛め衣いちゃんも、小さ夜よちゃんも、ありすちゃんもみんなゆうくんが大好きだから、いまさら一人増えてもたいして変わらないよ」

　場の空気が、南極のブリザードが吹き抜けた後のように凍える。

　雰囲気の変化に、そらは周囲をキョロキョロと見回し、

「あ、あれ、違った？　でも愛衣ちゃんも、小夜ちゃんも、ありすちゃんもみんなゆうくんが大好きだから結婚してって迫ってるんだよね？　でも、ゆうくんは優柔不断だから誰だれか一人選べずに迷ってるんでしょ？」

「そ、そらさん!?」

　愛衣と小夜ちゃんに婚約を迫られて、どちらを選ぶか保留にしていることを学校では秘密にしていた。

『わん、にゃん、ラビット』なんてものができるほど、愛衣たちの人気は高く、そんな贅ぜい沢たくな悩みを抱えているのを知られたら命がいくつあっても足りないからだ。

　しかし、秘密にしていたのをそらにはまだ話していなかった。

　そのため彼女は天然の笑顔で地雷を踏む。

　スギや話を聞いていた生徒たちから表情がぬけ落ちる。

「あ、あれ？　どうかしたのみんな？」

　事態を飲みこめていないそらだけが周囲の変化に小首を傾かしげていた。

「……スギ、まずは話し合おう。争いからは何も生まれはしない。そうだろ、な？」

　冷や汗を全身から流しながら、努めて冷静な口調で話しかける。

　スギは拳こぶしを痛いほど握にぎりしめ、俯うつむき、肩をぷるぷると震わせていた。

「もちろんだよ、マイベストフレンド。俺おれはいたってクールだ。夏コミで目当てのサークル本を前にしたオタクのように」

「それはどちらかというと冷静とは対極に位置するんじゃないか？」

　しかし、彼の口調は落ち着いていた。

　これなら事情を話せば納得して――

「だって冷静にならなければ、マイベストフレンドに一秒でも長く苦痛を味わわせられないだろ？」

　スギが顔をあげる。

　彼はいつのまにか『わん、にゃん、ラビット』の教祖の仮面を被かぶっていた。

　なのに、彼が耳まで裂けるほど笑っているのを理解する。

「さらばだ！」

　オレは久遠くおんを抱きかかえ、その場を走り去る。

「『わん、にゃん、ラビット』スタンダァァァアアァァァァァッップ！！！！！」

　窓が割れるそうになるほどの怒声。

　去り際振り返ると、教室に残っていたクラスメイトたちが再びお面を被っていた。




「ぜーはー、ぜーはー、い、いない……」

　久遠を抱えて全力で逃げこんだ場所は、城南高校の屋上踊り場だ。

　いつもここで愛め衣いたちとお昼を食べている。

　すでに来ていると思って駆けこんだのだが、彼女たちの姿はなかった。

　携帯を開くと、メールが届いている。

「『ちょっとクラスの用事で遅れる。先にご飯食べてて』。うおおぉ、なにもこんな時に!?」

　オレは頭を抱えてうずくまる。

　久遠は心配そうに背中をなでた。

「……愛衣お姉ちゃんたちがいたらよかったの？」

「ああ、愛衣たちがいれば間に入ってもらって交渉ができたんだが」

「……ありすお姉ちゃんやそらお姉ちゃんは？」

「ありすはこの事態を面白がってさらに騒動を拡大しようとする。そらはあの通り天然だから、同様にさらなる被害拡大が予想されるからあえて置いてきたんだ」

　久遠くおんは説明に納得いったようにうなずく。




　ぴんぽんぱんぽーん。




　校内放送の合図が響く。

『静粛に、静粛に。これより『わん、にゃん、ラビット』の教祖にして、偉大なる指導者、世界を平和と幸せに導く閣下の示威声明をおこなう』

「形容詞が広がりすぎだろう！」

　そんなツッコミを入れてると、聞き慣れた悪友の声が響き渡る。

『今回、我々はある重大かつおぞましき真実を知るに至った。その真実とはビューティフルクール猫ねこ柳やなぎ愛め衣い、天然記念物保護対象大和撫子なでしこ・戌いぬ威い小さ夜よ、お茶目お嬢さま・兎うさ月つきありす、さらに爆乳天然娘・千ち影かげそら、さきほど存在が確認された無口無表情恥ずかしがりロリっ娘こ・狐きつね火び久遠が、あの今世紀最大の悪魔にして、校内『こいつが消えれば絶対に世界が平和になる！』ランキングブッチギリトップの倉くら田た優ゆう樹きに婚約を迫っていたというものだ！　恐らく彼女たちは催眠、薬物、刷りこみ、脅迫、サブミナル、親類縁者はたまたペットを人質に取られ脅迫等されていると考えられる。彼女たちを崇拝する我々聖徒たちはその真実を知ったからには看過できるものではない。よって、本日ここに聖戦を宣告する。繰り返す、聖戦である！　あの悪魔の息の根を止めることこそ我々聖徒に科せられた使命だと断言する！』

『バカ共！　何で生徒が無断で校内放送を使ってるんだ！』

　放送の途中で怒鳴り声が割りこむ。

「この声は……生徒指導員の谷村先生！」

　英語担当で居残り、補習の鬼と呼ばれる強こわ面もての男性教諭だ。

　これであのバカ共も大人おとなしくなるだろう。

　谷村先生の怒鳴り声が続く。

『貴様ら、いますぐ生徒指導室に来い！　きっちりお灸きゆうをすえてやる！』

『谷村教諭。聖戦の邪魔をしないでいただきたい』

『なにが聖戦だ！　オマエがこいつらの責任者か。どこのクラスだ。まずそのふざけた仮面を取れ！』

『やれやれ、おい、彼に例のモノを』

『はっ』

『何が例のモノだ。おい、校内での携帯使用は緊急時以外禁止だと校則に書いてあるだろう！　没収だ！　ん？　なんだ通話中で、話をしろだと？　このバカたちを扇動している保護者か？　貸せ！　もしもし！　――えっ、あっ、学園長!?』

　学園長!?　なんで携帯電話で学園長と繋つながっているんだ？

『はっ、学園長ではない？　『わん、にゃん、ラビット』の名誉会長ですか？　いえ、こいつらは。ですがここで見逃したら、他ほかの生徒に示しが……いえ、勘弁してください！　ボーナスが出ないと娘の海外留学費用が！』

　オレは人生で初めて誰だれかが権力に屈する瞬間に立ち会った。

『……すまなかった。私が悪かった。続けてくれ』

「ちょ!?　生徒指導員！！！」

『ご理解いただけて光栄です。聖徒たちよ、あらためて繰り返す。我々は断固としてあの悪魔に鉄てつ槌ついを下す。これは神罰である。繰り返す、これは神罰である』

　校内放送が終わる。

「アホだアホだと思っていたが、ここまでこの学校がアホばっかりだったとは……」

「……お兄ちゃん」

　まさか学園長まで信者だったとは。

「しかたない。危険だが、愛め衣いたちの教室へ行って合流しよう。そしてスギとの交渉窓口を開くんだ」

「……携帯でお姉ちゃんたちに来てもらうのは？」

「ダメだ。愛衣たちの移動場所を予想され、先回りされる可能性がある。それに長時間同じ場所に留まっているのは好ましくない。どっちも危険なら、まだ捕まる可能性が低い方を選ぶべきだ」

　校内放送による信者全員への聖戦布告へ時間を割いたため、細かい役割分担指示はまだ出し切っていないはずだ。

　なら、ここで動くのが最善。

「愛衣たちのいる中学校舎に行こう。久遠くおん、ちゃんと後に付いてくるんだぞ」

「……（こくり）」

　信者たちに見付からないよう祈り、愛衣たちがいる中学校舎へと走り出す。




　高校と中学校舎を繋ぐのは一階と二階の渡り廊下だけだ。

　オレたちは一番近い二階渡り廊下を使い、中学校舎へと入りこむ。

　足早に愛衣たちのクラスへ向かう。

　二年二組の教室を覗のぞくと、愛衣と小さ夜よちゃんがクラスメイトの女子四人と談笑していた。

　オレは彼女たちの姿に涙ぐみ、駆け寄る。

「愛衣、小夜ちゃん！」

「優ゆう樹き！　さっきの放送はなによ！　って、あれ、どうして久遠がここにいるの？」

「説明は後だ。ちょっと来てくれないか？」

「分かりました。詳しいお話は歩きながら聞きますね」

　小さ夜よちゃんが席を立ち側にいた女生徒たちに笑顔を向ける。

「そういうわけで申しわけありませんが、少々席を外しますね」

「えぇ～せっかく次、占ってもらおうと思ったのに」

「本当に申しわけありません」

「ごめんな、ちょっと愛め衣いと小夜ちゃん借りるね」

　愛想笑いを浮かべ、愛衣と小夜ちゃんの手を取り教室を出る――はずだった。

「でも、ダメよ。逃がすわけにはいかないわ。だって教祖さまのご命令ですもの」

「「「「!?」」」」

　振り返ると、さっきまで談笑していた女生徒たちは、いつのまにか犬、猫、兎うさぎの仮面を被かぶっていた。

　そして、彼女たちは愛衣と小夜ちゃんの両腕に抱きつく。

　思わず彼女たちから手を離してしまう。

「倉くら田た優ゆう樹きに神の鉄てつ槌ついを」

「倉田優樹に神の鉄槌をっ」

「倉田優樹に神の鉄槌をッ」

　気付けば周りを、お面を被った信者たちに囲まれていた。

『倉田優樹に神の鉄槌を！！！！！』

「愛衣たちのクラスも全員信者なのかよ!?」

　まるでホラー映画のような光景だ。

「ゆ、優兄さん逃げてください！」

「こ、こらひぃー！　のんのん！　女の子同士だからってどこ触ってんのよ！　バカ！」

　愛衣も、小夜ちゃんも相手が同じクラスの友達のためどう対処していいかわからず動きを止められてしまっている。

「すまん二人とも！」

　オレは久遠くおんの手を掴つかみその場から逃げ出した。




　中学校舎三階の空き教室。

　埃ほこりっぽいそこに久遠と二人で身を潜める。

「ぜっーはー、ぜっーはー。今日は走ってばっかりだな」

「……小学校と違って、中学校と高校は凄すごいところ」

「いや、この学校が特殊過ぎるだけだよ」

　どこの世界に学園長が生徒のファンクラブに入っている学校があるんだよ。

　まさかここまで『わん、にゃん、ラビット』の手が伸びているとは……

「……これからどうする？」

「う[image: ][image: ][image: ][image: ]ん」

　オレは腕を組んで考える。

『わん、にゃん、ラビット』の勢力は想像以上に巨大だ。

　最悪、学校をエスケープすればいいと考えていたが、これだけ信者がいるなら逆にこちらが抜け出すのを狙ねらっている公算が高い。

　学校から出る方法は限られている。

　人数がいればその全部を監視するのは簡単だ。

　やはり交渉の席を持つのが最善だが、その可能性は潰つぶされてしまった。

「どうしたもんか……」

　考えこんでると携帯が鳴る。

　慌てて通話ボタンを押す。

　周囲に耳を澄ますがこちらに向かってくる足音は聞こえない。

　どうやらまだ気付かれていないようだ。

「もしもし？」

『もしもしユウキ？　まだ生きてる？』

「不吉なこというな！　で、どうしたんだありす」

『このメイド兼作戦参謀のありすが、ご主人さまに策を伝授しようと思って♪』

「いつからおまえはそんな怪しげな役どころについたんだよ。あっ、もしかしてこれは罠わなで、オレを『わん、にゃん、ラビット』に売ろうとしてるんじゃないだろうな！」

『さすがにライオンの檻おりに生肉放ほうりこむようなマネはしないわよ。純粋に助けようと思って電話したのよ。話だけでもいいから聞いて』

「まぁ話ぐらいなら……でどんな作戦なんだ？」

『彼らは愛め衣いちゃんたちがユウキと結婚したいって迫っているのを知って、嫉しつ妬としてるんでしょ？　だったらユウキが女の子には興味ないって宣伝すればいいのよ』

　イヤな予感が背筋をくすぐる。

「宣伝って、どうやって？」

『ユウキが、『わん、にゃん、ラビット』の創始者であるスギくんに告白すればいいのよ。そうすれば暴動は止まり、学校に再び秩序が戻ってくるわ』

　こいつ！　なんてことを考えやがる!?

『でも、告白ひとつで命が助かるなら安いものでしょ？』

「死ぬよ！　オレの社会的信用が死んじゃうよ！」

『…………ユウキの社会的信用？　そんなもの本気であると思ってるの？』

「いくらオレでもそれぐらいあるだろう!?」

『とにかく、これが一番安全確実に暴動を抑えられるのよ。諦あきらめなさい』

「嘘うそつけ！　本当はあるんだろう!?　誰だれも傷つかずに済む作戦があるんだろう!?」

『あまり無茶言わないでよ。そんな作戦ぽんぽん思いつくほど、全能じゃないわ。ワタシだってしょせんは、ユウキたちと同じ高校生なんだから』

　たしかに。いくらなんでもこんな異常事態をなんの犠牲もなしに沈静化させる術すべなんてあるはずがない。

　むしろスギへの告白程度で事態が収まるなら安いモノではないか。

　すぐ後で弁解すればいいだけなのだから。

『それじゃ頑張ってね。スギくんは体育館で指揮をとっているから、信者たちに見付からずに辿たどり着つくのよ。ワタシはカメラをもって待っているから』

「おい！　最後のはなんだよ！　やっぱりイジメて楽しんでるだけじゃないのか!?」

　通話が切れた携帯に怒鳴りつける。

「……お兄ちゃん、嘘告白するの？」

「聞こえてたか？　うん、まぁ、そうなるだろうな……滅茶苦茶イヤだけど。このさい背に腹は代えられない。しかし問題はどうやって体育館まで辿り着くかだ」

『わん、にゃん、ラビット』の狂信者たちはどうやら中学校にまで巣くっている。下へ手たにここから出て行けばすぐに見付かり捕縛され、拷問を受け死んでしまう。

　かと言ってここで立ち止まっていたら、発見されるのは時間の問題だ。

「……久遠くおんがお兄ちゃんに化けて騒ぎをおこします」

「それって陽動？」

　久遠はうなずく。

「ダメだ。それはできない。たしかにそれなら確実に体育館まで辿り着けるだろうが、久遠が捕まったりしたら！」

「……大丈夫。捕まりそうになったら他ほかの人に化けてやり過ごすから。お兄ちゃんの役に立ちたい」

「久遠……」

　彼女はまっすぐ思いを貫くように見つめてくる。

　オレにこれ以上の反論ではきなかった。

「分かった。久遠が信者たちを引きつけてくれるあいだ、絶対に体育館まで辿り着いてスギに告白してみせるよ！」

　自分の発言がおかしいが、考えたら負けだと思う。

「……それじゃ化けるね」

　久遠は目をつぶり、意識を集中する。

「…………」

　そして、その場で一回転。

　ボン！　と音がして煙に包まれる。

　煙はすぐにさらさらと空気に溶けるように消えた。

　その後に残っていたのは――制服に身を包んだオレこと、倉くら田た優ゆう樹きだ。

「でも、もうちょっとオレってかっこよくないか？　ほら、もっと目は大きくて、まつ毛は長くてさ。鼻も高くて、こう爽さわやか系っていうか」

「……お兄ちゃん、それ本気で言ってる？」

「え？　オレはいつだって本気だけど？」

「…………」

　久遠くおんは意見を無視すると、作戦の確認をしてくる。

　偽オレ久遠は陽動のため中学校校舎を走り回り、その隙すきに体育館を目指す。

　とてもシンプルな作戦だ。

　早速、偽オレ久遠は扉をあけ廊下に人ひと気けがないのを確認する。

「危なくなったらすぐ別の人に化けて逃げるんだぞ？」

「……お兄ちゃんも気をつけて」

「おう！　これが終わったら一緒に昼飯食べような！」

「……お兄ちゃん、そういうのを死亡フラグって言うんだよ。ありすお姉ちゃんが教えてくれた」

　久遠もここ数日でずいぶん俗世に染まったものだな。

　そして、オレに化けた偽オレ久遠は、廊下に出て走り出す。

（久遠の姿が見えなくなって三分ぐらい経ったら、ここから移動するかな）

「うぼぉおおおおおおぉおおおぉおおぉッ！！！！！！」

「……！」

　しかし、その作戦は出鼻から失敗する。

　偽オレ久遠の目の前にアマゾン奥地に住む部族みたいな男が立ちはだかる。

　部族が祭事に使う縦長の巨大なお面を被かぶり、腰みの、手に槍やりを持っていた。

　それ以外はクツすら履いていない。

　体は日に黒く焼け、その肌に原材料の分からない白い塗料で謎なぞの模様を描いていた。

「ミツケタ。サヨ。ミツケタ。サヨ、ウバウ、アクマ、ミツケタ」

（も、もしかして賢けん悟ごさん!?）

　扉から覗のぞいていたオレは心の中で絶叫する。

　小さ夜よちゃんを捜しに大海原に旅立ったと聞いてはいたが、まさかあんな格好になって戻ってくるとは……。

「あんばらばんらびら、んっばっばっぁあぁあぁぁッ！！！！！」

　よく分からない奇声をあげ、槍やりを片手に襲いかかる。

　偽オレ久遠は我に返るととっさに体を捻ひねり、槍の一撃を避ける。

　微かすかに肩をかすり血を滲にじませるが、痛みに止まっている暇はない。

　そのまま死角の側面に回りこみ、走り抜けるつもりだ。

「……!?」

　しかし、側面に回りこんですぐ足をもつれさせ倒れる。

「……ッゥ、体が痺しびれる。毒……？」

　マジかよ!?　賢けん悟ごさんやりすぎだって！

　彼は倒れた偽オレ久遠に馬乗りになって押さえつける。

「るぶぼぉばおばおばおばおぉぉっぉぉおぉ！！！」

　槍を振り回し、意味不明な勝かち鬨どきをあげる。

「サヨ、ウバウ、アクマ、ホロボス！　ホロボス！　サヨォオオオオオオォッ！！！」

「け、賢悟さんストップ！」

　彼は槍を両手で握にぎり締め偽オレ久遠にトドメを刺そうとする。

　オレは声をあげ飛び出そうとしたが、それより先に、ぽん！　と再び破裂音。

　白い煙が晴れるとそこには戌いぬ威い小さ夜よより年下の少女が涙目で見上げていた。

「…………………………………………………………えっ？」

　暴走していた賢悟さんは、突然の状況変化に正気を取り戻し理性を伴った声こわ音ねをあげる。

　これが狐きつね火び久遠くおんと戌威賢悟さんの初体面だ。

「あの、その、君は誰だれ？　優ゆう樹きくんはどこに？」

「…………」

　賢悟さんは仮面をとり、脇わきに置いて優しげに話しかける。

　しかし、完全に怯おびえてしまってた久遠はただ傷ついた肩口を押さえて泣き始めた。

　階段から人が上がってくる気配がする。

　久遠と賢悟さんへ向かって歩いてくる二つの人影。

「……何をしているんですか、賢悟叔父さん？」

「さ、小夜!?」

　どうやら同級生を振り切ってきた愛め衣いと小夜ちゃんが、現場に姿をあらわす。

「いや、これは違うんだ！　優樹くんだと思って襲ったら、なぜかこの子に変わって！」

「まずくーちゃんから下りていただけませんか？」

　小夜ちゃんに指摘され、いまだ自分が馬乗りになっている気付く。

　賢悟さんは慌てて立ち上がる。

「肩口を怪け我がしてるわね。久遠、歩ける？」

「……（こくり）」

「ハンカチで押さえましょうね。保健室に行けば消毒薬も包帯もありますからね」

「さ、小さ夜よ！　待ってくれ誤解なんだ。小夜っぉおぉっっぉぉぉおぉぉぉぉ！」

　小夜ちゃんは叫び声をあげる賢けん悟ごさんを振り返り、見たこともない冷たい瞳ひとみで吐き捨てた。

「こんな小さな子を泣かせるなんて、賢悟叔父さんは最低です」

「!?」

　賢悟さんは小夜ちゃんの無慈悲なセリフに、燃え尽きた灰のように真っ白になる。

　二人はそんな彼を無視して、いまだ泣く久遠くおんを連れて保健室へと向かう。

　自業自得とはいえ、可哀かわい相そうすぎる。

　オレは胸で十字を切ると、賢悟さんをそのまま放置して体育館を目指した。




　久遠が提案した陽動作戦は、賢悟さんという想定外の人物の登場により失敗に終わった。

　登場した愛め衣いたちに仲介を頼むという手もあったが、信者たちが彼女たちを守るように監視していたため、それも諦あきらめるしかなかった。

　中学校の一階男子トイレ窓から上履きのまま外に出て、体育館の裏手に回る。

　そのまま裏口を使って、中に忍びこむ。

　どうやら相手も、こちらが逃げていると思いこみ本部の守りはそれほど厳しくなかった。

　暗幕の裏から、体育館内部をうかがう。

（な、なんじゃこりゃ！）

　体育館内部は、どこの軍司令所かというほど改造されていた。

　教室から運んだ机が一列に並べられ、軍服に帽子を被かぶった女性たちが携帯電話を耳にあて忙しそうに連絡を取り合っている。

　たまに情報をメモ用紙に走り書く。

　キャットウォークには和弓を手にした信者たちが内外に目を光らせていた。

　体育館のほぼ中央には机を複数横付けして作られた大テーブルがある。

　その上座にスギは、豪華な革張りのイスに腰を下ろしていた。

　机には城南高校・中学の見取図が置かれ、情報が入るたび赤ペンなどで『×』や『○』を書きこんでいく。

　たまにスギが指示を出し、彼の脇わきに立つ副官らしき人物が地図の上に置かれた人形を右へ左へと移動する。

「閣下、逃亡監視班からの定時連絡によれば、まだ悪魔は姿をみせていないとのことです」

「ふっ、さすがは愛衣ちゃんたちを手て籠ごめにしたヤツだ。高校正門、中学正門、裏門、他ほか学校脱出経路はすでに我らが押さえていることに感づいたか。ふん、小ずるいネズミだ」

（やっぱりか！　あぶねぇー、逃亡を選択してたら確実につかまってたよ）

　携帯電話で連絡を取り合っている女性がメモを、側に立っていた男性に千切って渡す。

　そのメモをスギの側に立つ副官に差し出す。

「閣下、高校男子トイレに悪魔らしき人物が隠れており取り押さえたとのこと。いかがいたしましょうか？」

（イヤ、絶対にそいつ偽者だから。オレここにいるし）

「携帯で写真を撮りすぐに確認しろ。もし違った場合は、その男を騒乱罪で処刑しろ」

「処罰はいかほどに？」

「ガムテープですね毛を……あとは分かるな？」

　そのセリフに副官はにやりと口元を釣り上げる。

「了解いたしました。ただちに」

　再び、情報が入ったのか別の女性がメモを千切る。

　渡された男性は緊張気味に、副官にメモを渡す。

　彼はそれを読み眉まゆをひそめる。

「閣下、中学三年廊下にて四天王の一人『溺でき愛あいの細目眼鏡めがね』さまが真っ白に燃え尽き倒れているとのことです」

「なに？　あの四天王がか。まさか悪魔にやられたのか!?」

「詳細は不明です。治療班を回しましょうか？」

　スギは手に持っていたムチで、机に置かれていた飲み水をグラスごと弾はじく。

　グラスは床に落ち前に砕け散り、破片を撒まき散ちらす。

「存外使えぬヤツだったな。そんな不良品は放ほうって、敵の捜索に回すんだ！　必ずヤツを発見しろ！　草の根を分けても捜しだすんだ！　進め一億火の玉だ！　ヤツを見付け、神罰を与えて初めて我らの女神は救われる！　その名誉と栄光のために君らの若い命を捧ささげろ！　行けー！　進めー！　愛のために死ねぇぇぇえッ！」

「かしこまりました」

　副官は一礼すると、携帯をあやつる女性たちに各隊への指示をださせる。

　ステージ側近くにいた信者たちがその姿に戦々恐々と会話する。

「あの誰だれよりも『わん、にゃん、ラビット』を愛し、教典に敬けい虔けんな四天王の一人『溺愛の細目眼鏡』さまをお見捨てになるなんて……閣下は何をお考えになっておられるんだ」

「しっ、バカ野郎。下へ手たなことを言うもんじゃない。今のが閣下のお耳に入ったら、どんな目に遭うか分からないぞ」

　なんだ、この小芝居は……。

　しかしこの流れはオレにとって悪くない。

　これで『わん、にゃん、ラビット』の敵であるオレが、スギに告白すれば、彼に不満を抱いている信者たちが反旗を翻すかもしれない。そうなれば内紛は必至。

　うまくすれば組織が瓦が解かいするかもしれない。

（けど、スギに告白か……最悪だな）

「おい、貴様！　そこで何をしている！」

　背後から指摘を受ける。

　驚きで暗幕から飛び出し、ステージに立ってしまう。

「倉くら田ただ！」

「倉田優ゆう樹きが本部にいるぞ！」

　ざわめきは、瞬時に体育館を満たす。

「なるほど、これは盲点だった。本部に隠れていたとは。まさに灯台もと暗し」

　スギはイスから立ち上がり、向き合う。

　オレは横目でキャットウォークの信者たちが弓に矢をつがえるのを確認する。

「スギ、オレたちは獣じゃない！　理性と知性を持った高等知能生物人間だ！　争いなんて非文明的な行為ではなく、対話で意見を交換し歩み寄っていこうじゃないか！　なッ！」

「なるほど。ご高説しかと拝聴させていただいた。たしかに我々は知性と知能と文明を持つ生命体だ。だからこそ、これが我々の答えだ！」

　手を上げると同時に、キャットウォークの信者たちが矢を放つ。

　足下に複数刺さった。

「本気で撃ちやがった！　このバーチャル世代共が！」

「貴様のような輩やからがいるから、知性と知能と文明を持つ生命体にもかかわらず、いつまで経っても可愛かわいい女の子と手すら繋つなげないのだ！　貴様のようなヤツがいるからぁぁッ！」

「完全に逆恨みじゃねぇか!?」

　だが、彼らは止まらない。

　キャットウォークの信者たちが新たな矢をつがう。

　迷っている暇はなさそうだ。

「畜生！　こうなったらやけだ！」

　オレはステージから飛び降り、一直線にスギへと駆け出す。

「教祖さまを悪魔からお守りしろ！」

「悪魔に神の鉄てつ槌ついを！」

　男性信者たちが取り押さえようと襲いかかってくるが、しょせんは人の子。

　妖あやかし相手に逃げ回った経験のあるオレにとって、彼らの動きは欠伸あくびがでるほど鈍い。

「くそ！　こいつゴキブリみたいに逃げ回るぞ！」

「なんて逃げ足の速さだ！　まるで本当のゴキブリみたいだ！」

「もっと他ほかに言い方あるだろうが！　言い方が！」

　彼らのあまりの言い草に思わず叫んでしまう。

　最後の一人をかわす。

　もう目の前にはスギしかいない！

　オレはラグビーのタックルのように彼へと抱きつき押し倒す。

「ま、前からおまえのことが大好きだったんだ！　愛してるんだ！　結婚して一生を添い遂げてくれぇぇッ！」

　……あれ？　スギの胸はこんなに柔らかかったか？

　それにとてもいい匂においがするし、腰もきゅっと引き締まって抱き心地が良すぎる。

　オレは恐る恐る顔をあげると、そこにはスギではなく千ち影かげそらの顔があった。

「う、嬉うれしいよ。そらもゆうくんのことが大好きだよ、愛してる！」

「そ、そそそそそ、そらっぁあぁぁぁぁぁッ！！！　どうしてそらここにいるんだよ！」

「だってゆうくんが突然教室を飛び出したから、探そうと思ったけどそらまだこの学校に詳しくないし。困ってたらスギくんがここにいればゆうくんに会えるって教えてくれたから付いてきたんだよ」

「こ、このド天然娘が！」

　オレはそらの胸から顔を離し、叫んだ。

　彼女は嬉しそうに両手で頭を掴つかむと、再び胸へと抱き締めた。

「突然の告白だったけど、そらすごく嬉しいよ。お互いに愛し合ってるなら早速結婚しないとね！　お義か母あさまにすぐご連絡して、土曜日の結婚式を前倒ししようね！」

「ぷはぁ！　いや、ちょっ、待っ――」

　がしゃん！

　ビデオカメラが床に落ちる。

　体育館の入り口に視線が集まる。

　そこには猫ねこ柳やなぎ愛め衣い、戌いぬ威い小さ夜よ、兎うさ月つきありす、狐きつね火び久遠くおんが立っていた。

　彼女たちの目は意識を失ったように焦点をなくしていた。

　愛衣の唇が遠目にも震えるのを確認できた。

「優ゆう樹きとそらさんが……結婚？」





　◇






　そらに学校を無理矢理連れ出され、オレは今『ＣＡＴ[image: ]　ＢＥＬＬ』へ向かっていた。

　彼女が携帯で母さんの居場所を尋ねたところ、そこでお茶をしているらしい。

　オレは彼女と並んで歩きながら事情を説明する

「本当に申しわけないと思うけど、あの時の告白は……その『わん、にゃん、ラビット』の暴動を鎮圧するため、スギに告白しようとして間違ってそらに告白しちゃったんだ」

「ゆうくんは、スギくんが好きなの？」

「んなわけないだろ！　暴動を沈静化するために演技でしようとしたんだよ！」

　思わず声を荒げてしまう。

　そらは怯おびえるどころか、ころころと笑いながら、

「冗談だよ、冗談。それに知ってたよ。ゆうくんが間違ってそらに告白したって」

「え？」

「いくらなんでもあんな場面で告白されたら、誰だれだって間違いだって分かるよ」

「じゃ、じゃあなんで結婚なんて……」

「それがゆうくんの幸せだからだよ」

「幸せ？」

「ここ数日、愛め衣いちゃんたちと一緒に過ごせて凄すごく楽しかった。けど、やっぱりそら以上にゆうくんを幸せにできる人はいないってはっきり分かったんだよ」

　彼女は指を順番に下っていく。

「小さ夜よちゃんは犬いぬ神がみ一族次期当主だから権力組織力・財力の点は問題ないけど、ゆうくんを守れるほどの実力はない。ありすちゃんも因幡いなば一族長の娘だけあって権力組織力・財力はあるけど、小夜ちゃんよりも実力は低いから失格。久遠くおんちゃんは権力組織力・財力も実力もないから問題外。愛衣ちゃんは猫ねこ又また一族の先祖返り、仙狸だけあって実力はそらより劣るけどそこそこある。けど、権力組織力・財力がないからゆうくんを幸せになんかできない」

　だから、と彼女は続けた。

「やっぱりゆうくんを幸せにできるのは、そらしかいないね。だって今のそらは昔と違って、この最強の力を暴走させずにコントロールできるし、一族のみんなに認められて長にもなった。実力と権力組織力と財力。全すべてを持っている。ゆうくんをどんな苦難、辛苦、七転八倒の不幸からでも守れる。間違って告白したって言うけど、このまま結婚するのが幸せなんだよ？」

「そら……おまえ、本気でそんなことを思っているのか？」

「？　思ってるけど、どうして？」

「どうしてって、おまえ……」

「むしろどうしてゆうくんが、そらとの結婚をそんなにイヤがるか分からないよ。実力と権力組織力と財力を手に入れたそらと結婚すれば、どんな不幸からも守ってあげられるんだよ？　最凶と言われた『神かみ喰くい』にだって、神さまにだってきっとそらは勝てるよ。それにそらの気持ちが一番強いし、愛衣ちゃんや小夜ちゃんみたいに怒ったり、叩いたりしない。なのにどうしてそらを選んでくれないの？　ゆうくんは幸せになりたくないの？」

「違う！　オレは……！」

「あっ、分かった！」

　そらが話の腰を折る。

「愛め衣いちゃんたちに遠慮して結婚できないんだね。たしかにずっと『どちらかとかならず結婚する』って言ってて、そらと結婚したらブーイングモノだよね。なるほどね。なら、そらが愛衣ちゃんたちをやっつけてあげようか？」

　腑ふを冷たい刃で裂かれる違和感。

　無邪気に無慈悲な提案を出す。

「そらの力はゆうくんだって知ってるよね？」

　公園で愛衣と小さ夜よちゃんを相手に、軽々と圧倒した彼女の姿が脳裏をかすめる。

　そらが本気を出したら、愛衣たちはひとたまりもない。

「や、止めてくれ！　め、愛衣たちに手を出さないでくれ！」

「……ぷっ、あははははっ！　嘘うそ々うそ、冗談だよ。もうゆうくんったらすぐ本気にするんだから。でも、そんなところが可愛かわいいとそらは思います」

　一転して彼女は日常にで見せるお茶目な態度と笑顔を浮かべる。

　だが、すぐにまた――

「そらは、ゆうくんと結婚するのが一番幸せなの。それは、ゆうくんも一緒。そらと結婚することが、結ばれることが唯一の幸せなんだよ。そらは、その為なら……ゆうくんを幸せにする為なら、何でもするよ」

「!?」

　陽光の中、彼女の双そう眸ぼうが妖あやしい光を放つ。

「ゆうくんから告白してくれて、そらはそれを受け入れた。もう式場は押さえてあるし、静鶴しづるさんも認めてくれている。……明日、そらとゆうくんは結婚式をあげて、正式に夫婦になるんだよ。教会でウェディングドレス。すっごく楽しみ」

「…………そら、オレは」

　言葉が出かかるが、それは明確な形にならない。

　そらは、そんなオレを振り返り――

「ゆうくんは、そらが幸せにしてあげるからね」

　どこまでも青い空、目眩めまいがするほど大きな雲を背景に、千ち影かげそらは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。





■第七章　そらの記憶







　翌日、オレは母さんの運転する車で結婚式会場へと向かう。

　結局そらが強引に事を進め、結婚式が前倒しされる事になった。

　結婚式から逃げようにも、最強の陰陽師であるそらには誰だれも敵かなわない。

　勝負に皆が負けたことにより、母さんを説得する材料もなく、既すでに打つ手はない。

「…………」

　無言で車の外を見るが、流れていく景色がどこか遠く感じ、まるで現実感がない。

　そらはすでに会場へ移動し、準備をしているらしい。

　女性は衣装や化粧などで男より多く時間を使うから当然なのだろう。

「着いたわよ、ゆうちゃん」

　街に背を向け走ること二時間――結婚式をおこなう教会に到着する。

　まるでＲＰＧに出てくる城みたいに立派だった。

　堅けん牢ろうそうな煉れん瓦が造づくりで、古さを演出するように壁にツタが這はい屋根の天辺には目印のように十字架が立っている。日光を取り入れる窓はすべてステンドグラスで、教会の後ろが深い森になっていてさらに神秘的な空気を作り出している。

「まずは控え室で着替えないと。母さん知り合いの神父さんに挨あい拶さつしてくるから先に行ってて。控え室はここをまっすぐ行ったところにあるから。一人でも大丈夫よね？」

「…………」

　返事をする気力も湧わかず、言われるがまま人形のように控え室へと歩き出した。





　◇






　真っ白なタキシードに袖そでを通したオレは、十字架と神父の前で一人立っていた。

　パイプオルガンが天使のラッパのような音を奏でる。

　同時に重い重く古い教会の扉がきしみを鳴らし開く。

　千ち影かげそらがオレと同じ白いウェディングドレス姿で真まっ赤かな絨じゆう毯たんを踏みしめた。

　胸元は彼女のバストを強調するように大胆に開き、スカートの上からさらに引きずるほど長いアンティークのニードルレースを重ね着している。

　腕は肘ひじまで隠れるシルクの手袋。

　その手には鮮やかなピンクのバラで作られたブーケを握にぎり締めていた。

　参列者は母さんと猫びよう桐どう茜あかねさんの二人だけ。

　母さん曰いわく愛め衣いたちも誘ったが、返事はもらえなかったらしい。

　また賢けん悟ごさんにも声をかけたが、なんだか凄すごく落ちこんでてまるで屍しかばねのようだった。

　昨日、小さ夜よちゃんに最低呼ばわりされたのがよっぽど効いているみたいだ。

　広い、教会の長なが椅い子すに二人しか座っていない。

　しかし寂しさはなく、むしろ神聖な儀式がおこなわれる空気が漂う。

　そらがオレの隣に立つ。

　パイプオルガンが奏でる賛美歌が止まる。

　神父は一拍間を置いて、深いシワが刻まれたような声で誓いの言葉をそらに尋ねた。

「新婦そら、あなたは新郎優ゆう樹きが病めるときも、健やかなるときも愛を持って、生涯支えあうことを誓いますか？」

「誓います」

　そらは恥ずかしげに、しかしはっきりと誓いを立てる。

「新郎優樹、あなたは新婦そらが病めるときも、健やかなるときも愛を持って、生涯支えあうことを誓いますか？」

「…………」

　神父の言葉に口が凍ったように動かない。

　当然だ。脅されて結婚しようとしているんだ。

　だが、オレにこの事態を覆くつがえすほどの力はない。

「ゆうくん？」

　そらが眉まゆ根ねを寄せ、心配な表情で声をかけてくる。

「どうしたのゆうくん？　さぁ早く誓いの言葉を」

「…………」

　そらに促され震える唇で言葉を紡ごうとした刹那――重く古い扉が爆発したように開く。

　式の参加者全員が驚き振り返ると、そこには四つの人影が立っていた。

「愛め衣い！　小夜ちゃん！　ありす！　久遠くおん！」

　彼女たちの表情は抜き身の真剣のように鋭く、鬼気迫るモノがある。

　ピリピリと肌を刺す雰囲気。

　そんな空気を愛衣が破る。

「ありすさんから聞いたわ。暴動を止めるために大おお杉すぎさんに告白しようとしたって。優樹のことだからどうせ間違ってそらさんに告白しちゃったんでしょ？」

　そうだ。愛衣の言うとおりオレは間違ってそらに告白してしまった。

「でも、もし本当にそらさんが好きで告白したのなら、それが優樹の答えだってはっきり言って。じゃないとわたしたちは納得できない」

　彼女たちの瞳ひとみは答えに怯おびえていた。

　しかし、覚悟を決めた光が宿っている。

　そんな真しん摯しな表情を浮かべる彼女たちからオレは視線をそらしてしまう。

　なぜなら、オレはそらが好きで結婚しようとしているわけではない。

　彼女に脅されて、流されるように結婚しようとしているのだ。

　そんな情けない理由でこの場にいるオレは、真剣な気持ちでいる彼女たちの目を見ることができなかった。

「…………」

「優ゆう樹き？」

　愛め衣いがそんな微細な変化に気付く。

「知ってるよ、愛衣ちゃん」

　問い質ただそうとした矢先、そらが出鼻を挫くじく。

「ゆうくんが間違ってそらに告白したって知ってるよ」

「じゃあ、どうして結婚なんて……ッ！」

　小さ夜よちゃんの問いに彼女は笑顔で答えた。

「それがゆうくんの幸せだからだよ」

　愛衣たちはようやく千ち影かげそらの瞳ひとみの色がいつもと違うことに気付く。

「だって今のそらは昔と違って、力を暴走させることもないし、一族のみんなからも認められて長にもなれた。この力と一族のみんながいれば、ゆうくんをどんな苦難、辛苦、七転八倒の不幸からでも守れる」

　彼女の足下の黒い黒い影がじわじわと広がっていく。

　まるで心の闇やみの大きさ、深さを表現するように。

　オレはそらに脅されて彼女と結婚しようとした。

　愛衣たちを人質に脅迫された時すら彼女を怖いとは思わなかった。考えの食い違い、理論の相違、そういう言葉を重ねれば分かり合える、その程度のズレだとオレは無意識的に軽んじていた。しかし、今目の前にいる千影そらの瞳、表情、雰囲気は常人には決して持つことさえできない一種異様な空気を滲にじませている。

　そのマイナスの気配に、オレも愛衣たちも体に緊張を走らせる。

　気付けばオレは彼女から後ずさり距離を取ろうとしていたが、その足を影から生まれた黒い腕に掴つかまれ阻止される。

「!?」

　影人形が姿をあらわし、腕を捻ひねられ体の自由を奪われる。

「優樹！」

「優兄さん！」

「そらね、愛衣ちゃんも、小夜ちゃんも、ありすちゃんも、久遠くおんちゃんも大好きだよ。でも、ゆうくんとの結婚を邪魔するなら」

　影のつぼみがそらを包む。

　開花すると、彼女は本気の戦いくさ巫み女こモード姿であらわす。

「殺しちゃうよ？」

　目に見えるような殺意。

　オレへと向けられているわけではないのに、その強烈な圧迫感に気を失いそうになる。

「『最後に笑う者が最もよく笑う』。つまり、そらさんを倒せば結婚式は中止になるんですね。それは分かりやすくて結構です」

　小さ夜よちゃんは穏やかな笑顔を作る。

「結局、こうなるわけね」

「……お兄ちゃんは渡さない」

　ありすは皮肉り、久遠くおんは手のひらから狐きつね火びを出し、ナイフの形へと圧縮する。

「茜あかねさん、静鶴しづるさんを連れて外に出てください。それと優ゆう樹き、あんたはそこで大人おとなしくしてなさい。手、出すんじゃないわよ！」

　愛め衣いもやる気を出して、チョーカーを無造作に外す。

「茜ちゃん、今時の子は凄すごいわね。そらちゃんったらぱっと服装が替わったり、久遠ちゃんは手から火を出したりしてるわよ。愛衣ちゃんなんて体から光をいっぱい出して、みんな凄い宴会芸を身に付けたのね」

　母さんが細かいことにこだわらない人で助かった。

　茜さんは冷や汗を掻かきながら、母さんをうながす。

「そうですね。今時の若い子は凄いですね。それで静鶴さん、彼女たちだけでお話がしたいらしいのであたしたちは席を外しましょう」

「でも、愛衣ちゃんの猫耳とか可愛かわいいから写真に撮りたいんだけど」

「あとでいくらでも撮らせてもらえますから」

　そして無理矢理立たせると背中を押し、出入り口から連れ出す。

　神父さんも危機を察したのか、彼女たちの後について避難する。

　そらは横目でその姿を追った。

「勝負はもう始まっているんですよ？　よそ見なんてずいぶん余裕ですね」

「小夜ちゃん!?」

　彼女は気付けばそらの背後に回りこみ、首を狙ねらって抜刀――しかし！

「!?」

「ふふふ、しょうがないよ。だって――」

　そらは避ける動作を微み塵じんもおこさない。

　代わりに彼女の影から出てきた影人形が黒い日本刀で受け止めていた。

　そらはゆっくりと小夜ちゃんに向き直る。

「そらと小さ夜よちゃんたちの力の差は天と地ほどあるんだよ。余裕にもなるよ」

「その思い上がりが、あなたの敗因ですよ」

　その声こわ音ねをそらは背後から聞いた。

　彼女は二人の小夜ちゃんに挟まれる。

　正面に立つ小夜ちゃんが白い煙に包まれる。

「……そらお姉ちゃん、化かされましたね」

「久遠くおん!?」

　彼女が小夜ちゃんに化けていたのか!?

　そらはとっさに距離をとろうとするが、

「遅いですよ」

　背後に立つ本物の小夜ちゃんが容赦なく告げる。

　鎧よろいに右みぎ拳こぶしを触れ、息を吸い、吐き出し、




「犬いぬ神がみ流りゆう柔じゆう術じゆつ秘ひ奥おう義ぎ・鎧よろい通どおし！」




「かはッ」

　そらの背中が弓なりに歪ゆがみ、喉のどから呼気を吐き出す。

「ありすキィィイイィック！」

「ありす!?」

　彼女は頭上の死角からオレを押さえつけている影人形に蹴けりを入れる。

　半妖とはいえ妖あやかしの一撃を無防備に受けた影人形はよろけた。

　その隙すきにありすはオレを抱えその場から扉側へ大きく跳躍。

　彼女に抱えられ空中を舞う間に、愛め衣いが右手をそらへと突き出す。

　全身から溢あふれていた黄金こがね色の光が、彼女の右手に収束――そして放出！




「猫ねこ又また流りゆう仙せん術じゆつ・疾しつ風ぷう迅じん雷らい！」




　目を潰つぶすほどの光が教会内部を一瞬で満たす。

　そらは声をあげる暇すらなく、愛衣の本気の一撃に飲みこまれる。光の奔流は掲げられていた十字架や祭壇、聖人たちが踊るステンドグラスを壁ごと突き破り、それだけでは収まらずさらに裏手の森の木々をなぎ倒しながらまっすぐな破壊の道を作り上げる。

　ありすに抱えられたオレは地面に着地すると、愛衣たちに駆け寄った。

「こ、これはいくらなんでもやり過ぎじゃないか？　教会に穴まであけて……罰当たりな」

「し、しょうがないでしょ！　建物の中で戦ってたら、壁のひとつやふたつ壊れるのはよくあることだし！　事故みたいなものよ！」

「それにしても、なぁ……」

　オレはほぼ壁一面を突き破った大穴に視線を向ける。その先にある森の木々は倒れ、地面は抉えぐれ、まるで巨人が剣を打ちこんだように破壊されていた。

「小さ夜よちゃんもやり過ぎだって、あんな奥義出さなくても勝てたんじゃないの？」

「いえ、念には念を入れようと思いまして」

「さっきから文句ばっかりだけど、もしかしてユウキは助けて欲しくなかったの？　やっぱりそらちゃんのおっぱい目当て？」

「ち、違うよ！　そんなわけないだろ!?」

「……お兄ちゃん、キモチワルイ」

「久遠くおんまでだから違うって言ってるだろ！」




「そうだよ。あんまり、ゆうくんをイジメちゃかわいそうだよ」




　勝利ムードの弛ゆるんだ空気を切り裂く聞き慣れた声こわ音ね。

『!?』

　みんなは声がした方へ視線を向ける。

　いまだ土つち埃ぼこりが舞う抉れた道を、こちらに向かって歩いてくる人影。

　強い一陣の風が吹き抜け、カーテンを開くように土埃を払う。

　そこにいたのは――無傷の千ち影かげそらだった。

「ふぁ、びっくりした。みんな、強いね。久しぶりに一撃もらっちゃったよ」

　まるで散歩から帰ってきた気軽さで、千影そらが会話に加わる。

「さ、小夜ちゃんの必殺の一撃を食らって、なおかつダメ押しに愛め衣いの全力攻撃を受けて無傷かよ……ッ」

「無傷じゃないよッ。我慢しているだけで、小夜ちゃんの一撃で背中が痛いんだよ」

　ただし、と彼女は説明を加える。

「攻撃の瞬間、影人形に足場を崩させたお陰でこの程度で済んだんだけどね。愛衣ちゃんの必殺の一撃は影えい殻かくで受けきったからまったくダメージはないけど」

　そらは攻撃を受けたことへ対する怒りも、屈辱もなく無む垢くに微笑ほほえむ。それが逆にオレたちの背筋を振るわせた。

「それじゃ次はそらの番ね」

　肌が粟あわ立だつ。

「くーちゃん！　刀を！」

　さきほど小夜ちゃんに化けて刀を借りていた久遠は、小夜ちゃんへ刀を渡した。

　刀を受け取ると、破壊された壁をくぐり祭壇があった位置に辿たどり着ついたそらの間合いに神速で踏みこむ。

　抜刀――

「遅いよ」

　そらは、抜きかけの腕を掴つかむ。

「ちょっと痛いけどごめんね」

「!?」

　小さ夜よちゃんの腹部に拳こぶしを打ち、意識を奪う。

　小夜ちゃんの背後に隠れて間合いを詰めていた久遠くおんが、飛び出す。

　彼女は狐きつね火びを圧縮して作り上げたナイフを振り下ろした。

　しかしそらはテーブルに置かれたグラスを取るような無造作に、手首をつかみ取り、

「えい！」

　野球ボールのようにありすへと放ほうり投げた。

「きゃぁぁッッ!!」

「……ッ!!」

　ふたりは重なり合って壁にぶつかり意識を失ってしまう。

「ありす！　久遠！」

「優ゆう樹き、下がって！」

「お、おう！」

　愛め衣いがオレの前に立ち右腕を突き出す。

「何度やっても無駄だよ！！！」

「愛衣！」

　そらは握にぎった薙刀なぎなたを水平に振るう。

「……ッッ!!」

　愛衣はまるで木この葉の如く吹き飛び、ありすと久遠とは反対側の壁際まで弾はじかれる。

　イヤな音をたて頭部をぶつけ、ずるずると崩れ落ちた。

　そらは倒れた愛衣たちを順番に見て回り、あからさまな落胆の溜ため息いきを漏らす。

「もうお終しまい？　みんな弱すぎるよ。やっぱりゆうくんを幸せにできるのはそらだけだね」

　悪びれた様子もなく、彼女は何度も持論に頷うなずく。

「違う」

「何が？」

「こんなの間違ってる！」

　気付けばオレは喉のどから絞り出すように声こわ音ねを吐き出していた。

「強ければ、力が強ければ誰だれかを幸せにできるなんて！　やっぱりそんなの間違ってる！」

「間違ってるも何も事実だよ？」

　彼女は言葉が意味が分からず首を傾かしげる。

「国だってそうだよ。ちゃんとした軍事力を持たない国は、為なす術すべもなく蹂じゆう躙りんされる。歴史を振り返ればそんな例は山ほどある。力が強くて悪いことなんてないよ？　それに愛め衣いちゃんたちが強ければ、ゆうくんを奪い取られることもなかった。だからね、一番強いそらが、ゆうくんを一番幸せにできるんだよ」

　違う。違う、って分かっているのに！　オレには反論するべき語ご彙いも、論理もない。

　ただ歩み寄ってくる彼女をまるで幼子のように睨にらみ付つけるしかできなかった。

「ゆうくん、ごめんね。今は怖い顔させちゃってるけど、結婚したら絶対に幸せにしてあげるから。初めて出会って一緒に遊んだあんな時間をいっぱい過ごさせてあげるからね」

「……力が強ければ好きな人を幸せにできる？　バッカじゃない。そんなわけないじゃない」

「愛衣！」

　彼女は壁に手を付きながら、ふらふらと立ち上がりそらを睨み付ける。

「わたしは生まれた時、強い力のせいで大好きな母を殺してしまった。そして、父からは憎まれ、虐待された。でも、わたしはそれが当然の報いだと思ったわ。母を殺して、父が築いてきた幸せな家庭を、人生を一瞬で奪い去ってしまったんだから」

　そらの信奉する『力』にオレは反論できなかった。

　しかし、代わりに愛衣が異を唱える。

「でも、そんな自虐的な、自分は幸せになっちゃいけないなんてバカな思いこみから、わたしを救い出してくれたのはなんの力も持たなかったダメ人間だった。そらさんだって、そうなんでしょ？　なんの力も持っていないダメ人間を好きになったんでしょ？　なのに力がなければ好きな人を幸せにできないなんて……そんなのただの驕おごり、傲ごう慢まんよ!!」

「……そうだね。そらはゆうくんに助けてもらった。でも、愛衣ちゃんが弱いせいでゆうくんを奪われるのも現実だよ？　ほら、やっぱり強くなければ好きな人すら守れない！」

　愛衣は頭こうべを振り、壁から手を離す。

「先に謝っておくわ。ごめんなさい」

「何で愛衣ちゃんが謝るの？　あっ、分かった。実力じゃ勝てないから言葉で丸めこもうとしてるんだね。でも、ダメだよ。そらが強すぎるせいで、言葉でそらを丸めこもうっていう人がけっこういるんだけど、そういう場合は言葉を聞く前に倒すことにしてるんだ。そうすれば言葉に惑わされずに済むでしょ？」

「違うわよ。わたしは優ゆう樹きみたいにせこくないわ。ただ手加減がしづらいから下へ手たをしたら死なせてしまうかもしれない。だから、今のうちに謝ってるのよ」

「あはは、愛衣ちゃんは冗談が上う手まいんだね。はったりは効かないって言ってるでしょ！」

　そらは床が砕けるほど踏みこみ、愛め衣いへと薙刀なぎなたを走らせる。

「愛衣！！！」

　しかし、彼女は避ける動作を見せない。

　ただいつものように右手を突き出す。

「無駄だって言ってるでしょ！　影えい殻かく！」

　さきほど愛衣の必殺の一撃を防ぎきった絶対防御が再びそらをおおう！

　それでもかまわず愛衣は、首にぶら下げた鈴のように凜りんとした声こわ音ねで叫ぶ。




「猫ねこ又また流りゆう仙せん術じゆつ・紫し電でん一いつ閃せん！」




　かけ声と共に放たれた光の一撃は、まるで薄紙のごとくそらの絶対防御・影殻を貫通し、教会の壁をも越え空の彼方へと消える。

　壁の壊れ方はさっきの一撃とは違いすべてを飲みこむ濁流ではない。

　レーザー光線が通った後のように通り道にあった物体を綺き麗れいに消し去っただけで、他ほかは一切破壊されていない。

「……えっ」

　そらはまだ状況が飲みこめず、ゆっくりとほほをなぞる。

　指に目に眩まぶしい赤い血がべったりと付着していた。

「五千人分の影を圧縮して作った影えい殻かくを貫通するなんて！　さっきはちゃんと防げたのに！　ありえないよ！　愛衣ちゃん、何をしたの!?」

「……特別何かをしてるわけじゃないわ。ただ今まで放出していただけの妖力を圧縮して撃ち出しただけよ」

　その言葉で気付く。

　愛衣の右手はいつもの手のひらではなく、指先を向けていた。

　それはまるで流体を圧縮し、超高速で発射するウォーターカッターのようだ。

「あは……あははっはは！　そっか、これが愛衣ちゃんの本気なんだね！　さすが猫又一族・仙狸の生まれ変わり！　神の化身！」

　恐怖ではなく、歓喜。

　怯おびえではなく、自分と対等の力を持った存在に悦びの声をあげる。

「でも、そらだって負けないよ！」

　彼女はまとっていた影をほどき手のひらに集め、その形を変質させる。

　長く黒い弓。

　長く黒い矢。

　彼女は矢をつがい、髪のように細い弦を限界いっぱいまで引き絞る。

「そらのゆうくんへの力愛は神だって越えるんだよ！！！」

「そらさん……そらさんは愛の大きさを比べてる時点で間違っているんです。大切な……わたしたちの大切な想いを比べるなんて、そんな悲しいマネしないでください！」

　愛め衣いの声こわ音ねは濡ぬれていた。

　それはそらに対する哀れみの涙ではない。

　尊い想いを自らの手で汚す同志への涙だ。

　――そして、少女たちはそれぞれの想いを解き放つ！




「千ち影かげ流りゆう千せん影えい術じゆつ・天あまの羽は々ば矢や！」




「猫ねこ又また流りゆう仙せん術じゆつ・紫し電でん一いつ閃せん！」




　黒と黄金こがねが正面から噛かみ合あう。

　互いが互いを喰くいあい、消滅し、浸食し、ねじ伏せようとする。

　愛衣は奥歯を噛みしめ、右腕に黄金の光を集中させる。

「あぁぁぁぁっぁあっぁぁあッ！！！！」

　渾こん身しんの雄お叫たけび。

　黒に浸食されていた黄金が力で押し返す。

「――――」

　愛衣か、オレか、それともそらか……誰だれかの叫び声が響くが、それ以上に教会自体を巨大な手が掴つかんで揺らしたような衝撃と轟ごう音おんが聴覚を塞ふさいだ。

　視界は黄金色に塗りつぶされる。

「くッ」

　……眩くらんだ目が正常な機能を取り戻していく。

　丸めていた体を起こす。

　二人は床に倒れていた。

　愛衣が競り勝ったらしくそらの背後の壁といわず、柱も、えぐり砕いていた。

　彼女たちは互いに反対側の壁際に倒れている。

　オレは慌てて声をかける。

「愛衣、大丈夫か!?」

「……うっさいわね。大声出さなくても聞こえてるわよ」

「よかった。それだけ憎まれ口きければ、大丈夫そうだな」

　全力を出したせいで虚脱感が酷ひどいのか、荒く息をつき億おつ劫くうそうに顔をあげる。

　それはそらも一緒のようだ。

　彼女も震える腕でなんとか上体をおこす。

　そんな二人の様子を観察していると、直すぐ側に天井の煉れん瓦がが落ちてくる。

「あぶな!?」

「壊しすぎたせいでこの教会、崩れるわね。早くみんなを連れ出さないと」

「って、愛め衣い！　なにのんきなこと言ってるんだよ！」

　だが、たしかに壊しすぎだ。

　正面とそら側の壁は完全に破壊されている。これでまだ建物が建っているのが奇跡だ。

「だめだよ。ゆうくんは、渡さない……！」

「そら!?」

　気がつくと、そらが後ろに立っていた。

　そらはそのまま手を伸ばし、オレの体を掴つかみ、引き寄せる。

　まるで物のように、そらの足下へと転がされる。

「そらさん!?」

「ゆうくんは渡さない。わたさない。わたさない。わたさない……！　だってそらが一番ゆうくんを幸せにできる！　一番の力で、いちばんゆうくんと一緒にいたいって思ってる！　だれにも負けない、絶対に離さない……!!」

　そらが泣き叫ぶ。

　それはまるで子供が駄々をこねているようにみえた。

「そら……瓦が礫れきが！　危ない!!」

　そんなことを考えていると、上から、スイカほどの岩の固まりが落下する。

　教会の崩壊が本格的に始まったんだ！

「そら！！！」

「きゃあッ！！」

　オレは思わず、思い切りそらを突き飛ばす。

　瞬間――天井が崩落。

　屋根の上に立っていた十字架が瓦礫と共に落ちてくる。

「優ゆう樹き！」と愛衣。

「ゆうくん！」とそら。

　落下してくる瓦礫から目を離せなかったが、彼女たちの悲鳴はイヤになるほど耳に響く。

「――――――」

　全身を棍こん棒ぼうで力一いつ杯ぱい殴られる衝撃と痛み。

　より一層強い衝撃を感じたのは腹部だ。

　目ま蓋ぶたを開く。

（う、嘘うそだろ……）

　気付けば仰向けに倒れ、その腹部に教会の天井に立っていた十字架が、まるで虫ピンのごとく突き刺さっていた。

「ごぼッ」

　激痛に息が止まり、代わりに大量の鉄血を吐き出す。

　同時に傷口が焼けているように熱く、異物が体内に存在する不快感に吐き気をもよおす。

　だが、その痛みも赤い血ち溜だまりが広がるにつれ薄らいでいく。

「優ゆう樹き！　優樹！　ゆう――」

「ゆうくん！　ゆうくん！　ゆ――」

　聴覚も機能を低下させ、聞き取りづらくなり、視覚も鮮明さを失う。

　この段階になると痛覚すら完全に消失し、意識が眠るように暗い底へと落ちていく。

　同時に体が冷たくなっていくのを自覚する。

（死ぬ。死んじまう……くそッ、まだ死にたくない！）

　もう意識は断片的な思考しかできないほど、大部分が暗くら闇やみの底へと落ちる。

　それでもオレは狂おしいほど繰り返す。

（死にたくない！　死にたくない！　愛め衣いや小さ夜よちゃん、みんなを残して死にたくない。まだ彼女たちに何も答えていないの……）

　だが意志とは反対に死という暗闇にどんどん浸食されていく。

（――――）

　最後の一片の意識で、オレは一人の少女の名前を叫んでいた。




　ドクンッ！




「かっはぁ！」

　心臓が耳元で鳴ったような音だった。

　深海の底から一気に浮上して、海面から顔を出すように何かが死という暗闇に沈んだオレを強引に引き上げる。

　いや、死を吸収し同一化した、と言った方が感覚的には近いかもしれない。

　さらに本来なら致命傷であるはずの重傷をおいながらも、オレは両腕を動かし腹部に突き刺さる十字架を掴つかむ。

「うご、ぐがぁ、あぁぁぁぁっぁぁっぁぁぁぁあぁあぁっぁぁぁ！！！」

　雄お叫たけびを上げ、肉と皮膚と骨と内臓を巻きこみながら強引に十字架を引き抜こうとする。

「う、嘘うそでしょ」

　少女の声こわ音ねが聞こえてくるが、気にせず最後の先端を抜いた。

　グチャ――辺り一面に真まっ赤かな血、肉、骨、内臓の一部が散らばる。

　腹に開あいた大穴は激痛を伴い破けた皮膚、肉、内臓、脂肪、砕けた骨が無理矢理取り繕われるように塞ふさがっていく。

「ごぼ！　ガハッ！　ぐがぁッ！」

「ゆ、優ゆう樹き……」

　怯おびえた少女の声こわ音ねが鼓膜をふるわせる。

　その一字一句を手でつかみ取れそうなほど鮮明に聞こえる。

　脳細胞や体中の細胞全すべてが、力強く新鮮なモノに生まれ変わったように熱く、躍動する。




「ガあアァぁぁぁッァァアあっぁっぁッァッぁっぁぁッ！！！！！！！！！」




　オレは立ち上がると、腹の底から咆ほう吼こうする。

　それだけで建物全体はまるで地震にあっているかのように震えた。

　こちらをうかがっている二人の女は、咆吼を聞いて明らかに怯えている。

　それは彼女たちの本能的な恐怖だと、手に取るように理解する。

　なぜならオレが捕食者で、彼女たちはただ無力に食べられる獲物だからだ。

　力が全てと言った陰陽師すらこの力の前には無力な柔肉でしかない。

　力あるものが喰くらう。それが自然の摂理と彼女は言った。

　ならば――

「…………ゥゥぅゥ」

　両腕を頭上に掲げる。

　手のひらから具現されたのは、獲物を貪むさぼり喰らうための道具だ。

　自身の身長を軽く越えた黒い西洋剣。

　剣身には血のように赤い筋がまとわりつき、心臓の鼓動に合わせ脈動する。

　くるりと刀身を下に向け、転がっている十字架の残ざん骸がいにうちたてる。

　まるで神を貶おとしめ、その神じん肉にくを貪る醜いケダモノの牙きばのごとく。

　俯うつむき呟つぶやく。

「喰ワセロ……」

　ああ、腹が減った。

「喰ワセロ……」

　ああ、喉のどが痛いほど渇いた。

「喰ワセロ……」

　魂がやつれるほどの餓えが己を蝕むしばんでいる。

　頭こうべを上げ絶叫する。

「喰ワセロ！　喰ワセロ！　喰ワセロ！　喰ワセロ！！！」

　無象有象全スベテヲ！　森羅万象全テヲ！　超常跋バツ扈コ全テヲ！

　全テヲ全テヲ全テヲ全テヲ全テヲ全テヲ全テヲ全テヲ全テヲ全テヲ全テヲ全テヲ！

「喰クワセロ！」

　我、神カミ喰クイ也ナリ！




　大気が震え、獲物たちも連動するように恐怖が伝でん播ぱする。

「傷口が塞ふさがっている。それにあの剣って……？　どうして優ゆう樹きがあんなことできるの？」

「か、神喰一族」

「そらさん？」

「神々を喰い散らかし、人間と妖あやかしによって滅ぼされた呪のろわれた血族！　悪鬼羅ら刹せつ鬼畜外道すら生なま温ぬるい一族！　なのにどうしてゆうくんがそんな力を持っているの!?」

　髪の短い女の金切り声が煩わしく首を向ける。

「ひぃッ、え、影えい殻かく！」

　足下の影が風ふ呂ろ敷しき鼓のように広がり頭上で閉じる。

「め、愛め衣いちゃんとの戦いで力を大分使っちゃったけど、まだ三千人分ぐらいの力は」

　声はそこで止まる。

　目の前の黒い壁を手にした大剣があっさりと貫く。

「そ、そんな、そらの影殻が簡単に……」

　大剣を無造作に振るうと、黒い壁はまる朝露のごとく消し飛ぶ。

「ッ、せ、千人分影人形！」

　黒い壁が今度は黒い刀に鎧よろい、顔がのっぺりとした人型の塊に変わり襲いかかってくる。

　姿が消える。次の瞬間には、右の太ふと股ももを突き刺していた。

「ゆうくん、ごめんね！　とりあえず動きを止めて、身柄を押さえさせてもらうよ！」

　かまわず大剣を振り下ろすが、影人形は刀を抜きすぐに離脱。

　右太股の傷口はそれと同時に再生する。

　今度は左の太股。骨が砕け、脂肪と皮膚、赤い鉄血を床に散らす。だが、すぐに再生を始め、肉がうねり傷口を塞ぐ。

　三度目は剣先が目玉に当たる。剣先が柔らかい眼球を潰つぶし、神経をぐちゃぐちゃに喰い千切り、骨を砕いて突き抜ける。だが、再生がすぐに始まる。何事もなかったように再び目玉は、世界をうつしてくれる。

　さらに襲いかかってくるが、これ以上のダメージを嫌い全身に妖力をまとう。

　溜ためこんでいた妖力を使ったせいでさらに腹が減る。

　相手の剣が皮膚も破れず弾はじかれる。

　バランスを崩した影人形に今度はこっちが深々と大剣を突き刺す。

　影人形を形成する力を吸収、吸収、吸収、吸収、吸収、吸……その力を自身に還元する。

　影人形は逃れようと暴れるが蜘く蛛もの巣に掛かったチョウのように次第にその動きを鈍らせ、突き刺さった大剣を中心に萎しぼんでいく。そして最後には全すべてを喰くわれてしまった。

「そ、そらの影人形が……」

　黒い人形をけしかけた女が信じたくない現実を突きつけられた苦渋の表情を浮かべる。

　そんな彼女の姿を赤く濁った瞳ひとみで捉とらえる。

「そらさん！　伏せて！」

　真横から真昼と勘違いするほど爆発的な光の奔流が襲いかかってくる。

　反射的に大剣を楯たてにする。

　光に飲みこまれ、正面の空いた穴から教会の外へと突き出された。

　だが、それだけだ。

　ダメージを受けるどころか大剣がその光を吸収し、自身のエネルギーとして還元する。

「愛め衣いちゃん無駄だよ！　神かみ喰くい一族は、それが妖力（霊力）であれば吸収して自分のエネルギーに変換する！　お家にあった伝承通りだよ！」

「これが神喰一族……」

　美う味まい！　今のはとても美味かった！　これほど美味いモノは食べたことがない！

　体を構成する細胞ひとつひとつが狂気的な喜びに震え上がる。

　ああ、もっと食べたい。この快楽すらともなう獲物を骨の髄までむしゃぶり尽くしたい！

　金髪の少女はあらく息をつき、額から玉の汗を流す。

「愛衣ちゃん、逃げよう！　そらたち陰陽師や妖あやかしじゃ、今のゆうくんには絶対に勝てない！　ここは逃げるしかないよ！」

「…………」

　髪の短い女が、背を向け逃げ出す。

　だが、金髪の少女は逃げようとはせず、息を整えると睨にらんでくる。

　その瞳は見つめ返すことさえ禁忌なほど澄み渡っていた。

「どうして優ゆう樹きが、そんな状態になったかは分からないわ。けど、あのまま死ぬよりはよかったけどね」

　その声こわ音ねには愉快そうな調子すらあった。

「それでいつまでそんなわけ分かんない状態でいるつもり？」

　オレは大剣を引きずりながら、その少女を喰らうため距離を縮める。

「わたしを殺すまで？　ふん、なら好きにしたら。一切抵抗したりしないわ。けど――」

　獲物の少女は腕を組み傲ごう岸がん不ふ遜そんに喋しやべり続ける。

「その前にわたしか、小さ夜よちゃんどっちを婚約者にするかはっきり決めてからにしてよね！　優樹が自分からいつかどっちか絶対に選ぶって言ったんだから！」

　少女が大剣の範囲内に入る。

　オレは柄に両手を添え、天井に開あいた大穴から赤く燃える空へと剣先を伸ばす。

　それでも目の前の獲物は逃げず、怯おびえず、なにか憤りを募らせ叫び続ける。

「自分で言った言葉は死んでも守りなさいよ！　このダメ人間！」

　オレは――

「男を見せなさいよ！　倉くら田た優ゆう樹きぃっっっっっっっ！！！！」

　少女に向かって大剣を全力で振り下ろす。




　衝撃が建物中に疾はしり、床は砕け、大量の土つち埃ぼこりが舞い上がる。




　降り注そそぐ血のように赤い夕焼けの音が聞こえそうなほどの静寂。

　ゆっくりと土埃が晴れていくとそこには――

　愛め衣いが、膝ひざを付いて片手で頭を抑えるオレを、強く抱きしめていた。

　剣先は、愛衣の鼻先を過ぎ足下に振り下ろされていた。

　命を奪うかもしれないのに、彼女は踏みこんでくれた。叫んでくれた。抱きしめてくれた。

　……それが、オレをここに呼び戻したのかもしれない。












「愛め衣い、ッゥ、おまえの声たしかに届いたよ」

　彼女の声がなかったら、あのままここにいるみんなを斬きり殺ころしていただろう。そう考えると背骨にドライアイスを詰めこまれたように冷たくなる。

　それにしても今のあれは……

「優ゆう樹き」

　愛衣に手を離され、思考が中断される。

　オレは姫に使える騎士ナイトのように彼女を見上げる。

「なんだい、愛衣」

「髪切れた」

「……へぇ？」

　その一言でその場に漂っていた神聖な空気が霧散する。

「女の子に手を上げただけじゃなくて、何髪まで切ってんのよ！　二ミリも切れたわよ！　二ミリも！　髪は女の命なのよ!?」

「め、愛衣？」

「このダメ人間！　ＤＶ男！」

　ぐわぁ！　と愛衣の足があがる。その踵かかとが大気を切り裂き、

「やっぱり地獄に堕ちなさぁぁあぁいっっ！」

　頭部へと落とされる。

「ぐふあぁっぁあっぁぁっぁぁぁあッ！！！！！！！！！」

　オレは蹴けり落おとされた部分を押さえ地面をのたうつ。

　逃げ出そうとしていたそらは、地面にぺったりと座りこちらを焦点の合っていない目で見つめていた。

「…………どうして？」

　彼女は喉のどを絞ったように問う。

「どうして愛衣ちゃんはゆうくんから逃げなかったの？」

「どうしてって……」

　愛衣がその質問に困惑する。

　答えは心の中にある。しかし、それは霞かすみのように不定型で言葉という形にできず困っているようだった。

「そらは逃げた。力、全部使っちゃって、豹ひよう変へんしたゆうくんが怖くて、殺されるかもしれないと考えたら怖くて背を向けて逃げ出したのに……なのにどうして愛衣ちゃんは逃げなかったの？　助かるって分かっていたから？」

「……違うわ。死ぬとか、助かるとか、そんなの考えもしなかった。ただあのまま優樹を放ほうっておくことができなかっただけよ」

　愛め衣いはさきほどまで戦っていたそらに対して、素直に心に湧わいた感情を伝える。

　そらはその言葉を聞くと。瞳ひとみからぽろぽろと涙がこぼす。

「そっか。そうだよね。好きな人なら逃げ出さず、どうにかしなきゃって思うよね。あんな風ふうになってるのに、放ほうっておけないよね。たとえ、それで殺されたとしても……。そらは逃げちゃったよ。ゆうくんから――力で敵かなわないからって、逃げ、ちゃった……」

「そら……」

　オレは地面にぺったりと座り項うな垂だれる彼女の側へ歩み寄る。

　彼女の髪を撫なで、顔を上げさせ――鼻を指で弾はじいた。

　そらは涙で潤んでいた瞳で、鼻を押させる。

　悲しみから、一時的に驚きの表情へとすり替わった。

「ゆうくん？」

「自分の身をかえりみず好きな人を助けられたら、他ほかの人より自分のほうが相手を好きなのか？　力がなければ、好きや愛って気持ちは伝えられないのか？」

　まっすぐ目を見て伝える。

「違うだろ。そんなためすようなマネしないでくれ。相手のために自分がこれだけできたって競って争うなんて悲しい、バカなことはないよ」

　そらの瞳に浮かんでいる涙を指でぬぐう。

「それに『そー』に力がなくても、オレはあの一週間すごく楽しかったぞ」

「ゆ、ゆうくん、思い出したの!?」

「ああ、さっき瓦が礫れきが落ちてきた時、走そう馬ま燈とうが視えたよ。おかげでそーと遊んだあの一週間全部思い出したわ」

　そうだ。オレはそらのことを『そー』と呼んでいたんだ。

「二人で縁日に行ってたこ焼きを食べて、そーは火傷したよな？　海で遊んだとき、竿さおが流されて泣いたよな。それを海に飛びこんで取りに行って。あと、面白かったのはやっぱり秘密基地！　山の中にあった小屋だったけど、囲炉裏があって、畳も年代の割りにキレイで、本棚まであって。二人でその山小屋のドアに紙で秘密基地って書いて張ったよな。秘密基地なのに。バカだよなオレたち」

「うん、うん！　張ったよね。そらが『秘密』って書いて、ゆうくんが『基地』って書いて裏からセロハンテープを貼はって！」

「そうそう！　あの時は滅茶苦茶楽しかったよ。ほら、力がなくてもそーはオレを幸せにしてくれていたじゃないか。だから、力がなければ幸せにできないなんて悲しいこと言わないでくれよ。それはオレたちの楽しかった、あの時の思い出を否定する言葉だから」

「ゆうくん……」

　愛衣がオレと同じようにそらへと歩み寄る。

「そうよ、別に力がなくたってダメ人間喜ばせるなんてそらさんの胸があれば簡単よ」

「たしかに、そればっかりは愛め衣いには無理だよな。っておい、どうして拾った煉れん瓦がで頭をがんがん叩たたいてくるんだ？　だんだん視界が赤くなってきてんだけど……」

「自虐するのはいいけど、優ゆう樹きに賛同されるのはむかつくのよ！」

「だったら最初から自虐なんてするなよな！　あっ、ちょっ、本当にそろそろ止めろ！　死なずに済んだ意味がなくなるって！」

「あは、あはははははっははっははははは！」

　泣いていたそらが、今度は突然笑い出す。

　その声に驚き、オレたちは言い争いを止める。

　彼女は再び目からあふれた涙を指でぬぐう。

「そら？」

「ゆうくん、思い出してくれてありがとうね。えへ、えへへへ……やっぱりゆうくんは優しくてかっこよくて大好き。……だから、さようなら。愛衣ちゃん、そらの負けだよ」

　そして、彼女はどこか寂しそうに笑った。

「そらは、ゆうくんとの婚約を解消するね」





■Epilogue　かしまし、かしまし







　結婚式の騒動から週が明けた月曜日。

　久遠くおんは転校手続きと書類などの準備がようやく終わって、城南中学校に転校してきた。

　今日は初登校で、オレ、愛衣、小さ夜よ、ありすの輪に交じって熔とけた鉄みたいな赤い夕陽に照らされ下校していた。

　その輪の中に、千ち影かげそらの姿はない。

　彼女は痕こん跡せき一つ残さずオレたちの元から去ってしまった。




　教会で戦った後、すぐに母さんへ婚約解消を申し出た。

　その日のうちにそらは倉くら田た家を出て行ってしまったのだ。

　結婚相手から婚約解消されたため、今回の結婚は見送られた。

　母さんは日曜日になると、さっさと父さんの元へと行ってしまった。

　去り際に、耳を疑うような言葉を残した。

「そらちゃんならゆうくんのいいお嫁さんになると思ったんだけどな。でも、彼女がすっきりした顔になってくれたからよしとしましょう」

　もしかして母さんは、そらの抱える闇やみを知ってて、それをぬぐい去りたくてわざとオレを焚たき付つけたのか？　自分の母ながら、あの人の真意が読み取れず首を捻ひねるばかりだ。

　また母さんに愛め衣いたちとの同どう棲せい生活の許可をもらうことにも成功した。

　そのさい条件を提示された。

　その条件とはちゃんと節度ある同棲生活を送るとのことだ。

　もしあやまちを犯してしまったら、ちゃんと責任を取れと厳命された。

　あやまちって……




　それから自分自身の問題――オレが『神かみ喰くい一族』の生き残りかもしれないということ。

　あの力を目撃したのは愛衣とそらだけ。

　他ほかのみんなは気絶していたし、茜あかねさんたちはその場から離れていた。

　四し生しよう楼ろう、百鬼夜行にこのことがばれたら、再び人と妖あやかしが争いを始める火だねになりかねない。一説には百鬼夜行が四生楼と同盟を結ぶさいの条件として、『神喰一族』を滅ぼせと要求したとさえ言われているのだから。そのため身内以外には黙っておくことになった。

　もちろんそらも家族にすら話さないと約束してくれた。

　この事実を知ったときすぐに久遠くおんの姉、狐きつね火び花音かのんさんの言葉を思い出した。

『もし愛衣ちゃんと小さ夜よちゃん、どちらを選ぶかで迷っているなら、小夜ちゃんにしたほうがいいわよ』




『優ゆう樹きくんと愛衣ちゃんは、互いに傷つけ合うだけで絶対に結ばれないわ。永遠に』




　なにかの切っ掛けで、花音さんはオレが『神喰一族』の生き残りかもしれないと気付いたのだろう。そのため仙狸の生まれ変わりである愛衣をいつか喰くい殺すと懸念して、忠告をしてくれたんだ。

　しかし、別段心身とも異常はなく、愛衣を喰い殺したいとは砂粒ほども思わない。

　とりあえず『神喰一族』について小夜ちゃん、ありす、久遠、茜さん、賢けん悟ごさんたちが資料を集めてくれるらしい。

　その間に自分の身に前のようなことが起こったらと思うと、冷や汗が出るが……




「五つか……」

　愛衣がぽつりと呟つぶやく。

　彼女のことを考えていたので、その声に過剰に反応してしまった。

　愛衣が小首を傾かしげる。

「どうしたの？」

「いや、なんでもない。で、何が五つなんだ？」

「短い間だったけどもうひとつここに影があったのにな、と思って」

「そうですね。最初は優兄さんの妻なんて言い出して腹が立ちましたけど、なんていうか憎めない人でしたよね」

「明るくて、元気で、のんびりしてて、ドジな子だから目が離せなくて。多分その辺が憎めない要因だったんじゃないかしら」

　ありすが思い出を振り返り分析する。

「……そらお姉ちゃんにはもう会えないんですか？」

「どうかな。母さんに連絡すれば電話番号とか住所ぐらいは分かると思うけど」

「なら静鶴しづるさんに頼んで教えてもらいましょ。もう一度会って、連絡先も残さず出て行ったことに文句付けないと腹の虫が収まらないわ！」

「もう愛め衣いちゃんは意地っ張りなんですから」

「さ、小さ夜よちゃん！　それどういう意味よ！」

「じゃぁ今度の休みにみんなでそらちゃんに会いにいきましょうよ。ワタシ、そらちゃんに着せたかったコスプレ衣装があったのよね」

「……（こくこく）」

　そんな風ふうにいなくなった人の穴を埋めるように会話をかわす。

　オレは彼女たちの会話を聞き流しながら、真まっ赤かに焼けた空を仰ぐ。

（彼女もこの空の下で、夕焼けを見上げているのだろうか……）

　この朱い空の下、彼女と繋つながってると思えば寂しさを少しは紛らわせられる気がした。




「あっ、そのソファーは居間へ運んでください！」

　つい最近、聞き慣れた声。

　空を仰いでいた視線を戻すと、家の前に引っ越しトラックが鈴なりに列を作っていた。

　働はたらき蟻ありのように荷物を運び入れる業者に指示を飛ばす白いワンピースの女性。

　ツバの広い麦わら帽子を被かぶっているせいで、顔は分からないがその人類史上に残るほど大きな胸には見覚えがある。

「あっ、ゆうくん、みんなおかえりなさい！」

　家の前に立っていた女性――千ち影かげそらが、帽子を取り笑顔で駆け寄ってくる。

　そして、彼女は抱きつくと迷いなく唇を重ねてきた。

「ンッ！　んんんぅ!?」

　押し付けられた唇は、彼女の胸と同じぐらいに柔らかく心も体も蕩とろけさせる。

「優兄さんはいつまでそらさんと唇を重ねているつもりですか？」

　みんなを代表して指摘する小夜ちゃんの声こわ音ねには、氷柱のように尖った殺意がたっぷりと含まれていた。

　オレは慌ててそらの肩を掴つかみ、引き離す。

「そ、そら！　突然何しやがる！　だいたい、どうしてそらがここにいるんだよ！」

「えっとね。そら、愛め衣いちゃんと戦って負けたでしょ？　あれで自分の未熟さを実感したから、あらためてゆうくんの側で花嫁修業しようと思って許可を取って回ってたんだ。というわけでこれからもみんなよろしくね♪」

　彼女は出会った時と変わらない笑顔で話す。

「どうしたの愛衣ちゃん、小さ夜よちゃん震えて？　風邪でも引いたの？　ダメだよ、体調管理はちゃんとしないと」

　そらはお姉さんぶって、そんな的外れな心配をする。

　そんな彼女に、愛衣と小夜ちゃんは声を合わせて叫んだ。

「「か、帰えれぇぇぇぇぇぇぇぇええぇぇぇッ！！！」」

「えぇ[image: ][image: ][image: ][image: ]どうしてぇぇぇ!?」

　そんな様子をありすがにやにやと眺め、久遠くおんが呆あきれたように溜ため息いきをつく。

　オレはというと――さらに騒がしくなった日常に頭を抱えながら、湧わき出だす笑いを堪こらえ再び赤い夕焼けを仰いだ。


【ｅｎｄ】







あとがき




　本作を読んで下さって誠にありがとうございます。お陰様で倉くら田たくんも四巻です！

　さらに今月の二十七日には、月刊コミックアライブに倉田くんの一話がついに載ります！　作画はなまもななせ先生です。とてもキュートな絵柄で、原作とはまた違った愛衣たちの可愛かわいさを表現してくださってます。しかし、一読者としてマンガを読むと倉田くんって、本当にダメ人間ですね。でも、なんだかんだ言って憎めないのは何ででしょうか？

　さて、それでは恒例の謝辞を！

　まずフミオ様。今回も素敵なイラストありがとうございます。新キャラの千ち影かげそらが、自分の想像以上に可愛く鼻血が出そうです！　なまもななせ様。愛衣＆小夜が可愛らしく、とくに着物の下からでも分かる小夜の胸がエロ過ぎます！　まったく鼻血が出そうですよ。お二人とも斉さい藤とうを出血多量にして何をするつもりですか。担当のＨ様、編集長様、校正様、営業様、自分が知らない本書にご尽力下さっている皆様、本当にありがとうございます！　また二通目のファンレターを送って下さった千葉県のＳ君。本当にありがとう！

　最後になりましたがお手に取って下さった皆様、読者様へ。こうして倉田くんを書き続けられるのも皆様のおかげです。今後とも応援よろしくお願いします！
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